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　　　プロローグ







　教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。マッケンジー評議員宅。

　まったく。エンディケウスはいったいなにを考えておるのだ……

　内心で毒づきながら、クライド・マッケンジー評議員はロックグラスを呷あおった。

　中年で禿はげ頭あたまの彼は、ここ最近のストレスで、ますます髪かみが抜ぬける悪あく循じゆん環かんに陥おちいっている。

　テーブルの上には、上質のブランデーや氷の入ったアイスペールなどが散らばっている。

　……そもそもの原因は、先日の評議会の一件だ。

　空戦武踏祭エリアルソードの優勝特典である『世界創世の真実』。それがなんなのか知る者は評議員の中にすらおらず、クライドは徹てつ底ていしてエンディケウス議長を批判した。

　もとより、世界規模での魔ま甲こう蟲ちゆうの活性化を警けい戒かいし、空戦武踏祭エリアルソードの実じつ施し自体に反対だったクライドだ。この重要な時期に『世界創世の真実』などと訳のわからないものに、脳のリソースを割さきたくない。

　もし本当に明らかにするつもりならば、『世界創世の真実』をここにいる全員に教えるべきだと強弁した。だが、エンディケウス議長は「教皇陛下アークビシヨツプの御ご意い向こうである」と「詳くわしくはわたしも知らぬ」などと全すべて教皇陛下アークビシヨツプに押しつけて、追つい及きゆうをのらりくらりと躱かわすだけだ。

　では、教皇陛下アークビシヨツプは何ど処こかといえば……長い間、人前に姿を現していない。諸事情により、教皇陛下アークビシヨツプへの謁えつ見けんが叶かなうのは議長のみ。

　暖簾のれんに腕うで押おしのまま質疑時間を終え、評議会は散会となってしまった。

　これでは腹の虫が治まらない。自らの秘書を通じ、周囲の評議員たちに呼びかけさせ、『世界創世の真実』とやらを追究できるように嘆たん願がん書を作成させている最中さなかのことだ。

　玄げん関かんの呼よび鈴りんが鳴り、何者かの来訪を告げた。

　しぶしぶクライドがソファーから立ち上がり、玄関越ごしに声をかける。

「誰だれだ？」

「都市警察です」

　クライドがドアを開けると、黒い制服に警棒を携たずさえた若い男性の姿があった。感情の起き伏ふくが乏とぼしい能面のような顔つきで、抑よく揚ようのない声こわ音ねだった。

「こんな夜中に、都市警が何の用だ」

「この近くで事件が起きたので、お話を聞かせてほしいのです」

　機械的口調で、都市警察が言った。

「事件だと。わたしはよく知らんから帰れ」

　市民の代表たる評議員として事件に協力するのが筋だ。が、アルコールが回っていては話は別だ。不ふ機き嫌げんなクライドがドアを閉めようとしたが、上う手まく閉まらない。

　ドアの隙すき間まに、都市警察が足をかませてきていた。そのままものすごいチカラで強ごう引いんにドアをこじ開けられ、クライドは玄関先で怒ど鳴なり声を上げる。

「貴様、無礼だぞ。わたしは事件についてなにも知らんと」

「いえ、あなたはよく知っているはずです」

「馬ば鹿か者もの。わたしを誰だと思って──」

　しかし、クライドは最後まで発することができなかった。どんっ！　という衝しよう撃げきが胸を襲おそうと同時に、恐おそろしいチカラで吹ふき飛ばされたからだ。軽く四、五メートル吹き飛んだクライドが、来訪した都市警察を見やる。

　その人物の右腕は、鈍にび色いろの巨きよ腕わんへと変へん貌ぼうを遂とげていた。

「ほら、よくご存じでしょう」

　都市警察だったそれが、若い男性とは程ほど遠とおい、くぐもった声を発する。

　声帯だけでなく、容姿も大きく変化していた。いつの間にか体皮は鈍色に変貌し、体つきも生まれ変わったかのように逞たくましくなったそれは、都市警察の制服を纏まとう怪かい物ぶつだった。

　クライドの眼めに、明らかな焦あせりの色が浮うかぶ。

「ば、馬鹿なっ！　ここは《ベベル》だぞ……っ!?」

　絶ぜつ叫きようする暇いとまさえなかった。すぐさま都市警察がその巨腕で警棒を握にぎり、身動きがままならぬクライドの心臓へと突つき立てる。

　その直後、激しく鮮せん血けつが飛び散った。

　絶命したクライドを見下ろしたあと、鈍色の怪物は遺体を担ぎあげ、玄関へ出る。

　そこには、ぽつんと佇たたずむ幼女の姿があった。色素が抜けきったような白い髪かみをしている。

「ご苦労さま。じゃあそれを都市の外に捨てに行こっか？」

　白い髪の幼女が音もなく空を舞まい、鈍色の怪物が遺体を抱かかえてついていく。そしてマッケンジー評議員宅には、事件を臭におわせる血けつ痕こんだけが残されることになった。










　同時刻。教皇浮遊都市《ベベル》。

　ノエシス宮きゆう殿でん。議長の執しつ務む室。

　明かりが落とされた室内で、映像通信の明かりが、執務椅い子すに腰こしかける初老の紳しん士しの貌を照らし出す。右眼の片眼鏡モノクルと、カールした細長い髭ひげが特とく徴ちよう的だった。

「報告します。各学園浮遊都市の代表選手団が、続々と《ベベル》に集まってきています」

　低く強い声で報告をする。

　初老の紳士の眼前には、五角形の盾たてに鷲獅子グリフオンの映像が浮かんでいた。教皇浮遊都市《ベベル》の紋もん章しようだ。

　その紋章から音声通信が聞こえてくる。

『そうですか。そちらの戦力はどうですか？』

　年若い女性の声に、ハルトマン・エンディケウスは恭うやうやしく応じた。

「現状はこちらに損害はなく、不ふ穏おん分ぶん子しは発見次し第だい処理させています。ですが、もうすぐ空戦武踏祭エリアルソードです。否いやが応おうでも、我われ々われの動きに気づかれるでしょうな」

『かまいません。《ベベル》に多くの犠ぎ牲せいを払はらうことになるでしょうが、わたしたちは為なさねばならないのです。人類の未来の為ために、最善の選せん択たくを』

　そう言って、声の主は話を進める。

『それと《ミストガン》に所属する例の彼が、じきに《ベベル》へ到とう着ちやくするはずです。例の彼のチカラは、使い方次第でこの戦局を打破する可能性を秘ひめています。おそらくは敵勢力も彼のチカラに目をつけているでしょうが、できれば彼をわたしのもとへ、連れて来て頂きたいのです。それと最悪の場合は──』

「ええ。敵勢力の手に例の彼を渡わたすくらいなら、我々の手で排はい除じよする必要があるでしょう。こちら側につかないというなら、敵ということですからな」

『まずは慎しん重ちように事情を話してみてください。それと、この戦いはまだ始まったばかりです。あまり根を詰つめ過ぎないでくださいね』

「はっ！　教皇陛下アークビシヨツプの仰おおせのままに……っ！」

　そこで映像通信が途と切ぎれた。室内に明かりが灯ともり、部屋の隅すみ々ずみを照らし出す。ハルトマンが執務机にある呼び出しベルを弾はじく。すぐさまドアが開き、一人の美少年が姿を現した。

　絹きぬ糸いとのように艶つやがあり、さらさらした金きん色いろの髪かみ。清流のように清らかな輝かがやきを放つ鳶とび色いろの瞳ひとみ。《ベベル》の高等学校の制服をすらっと着こなすその者の名は──リバー・エンディケウスだ。

「お呼びですか、父上？」

「公務中であるから議長と呼べ、リバー。ここではお前は秘書なのだからな」

　不意に不敵な笑えみを浮かべ、ハルトマンが言う。

「さて、忙いそがしくなるぞ。例の彼──カナタ・エイジの力量を確かめねばならん。貴様の流りゆう儀ぎで彼を歓かん迎げいしてやれ」







　　　第一章　空の旅路







《ベベル》への出発前夜。

　鈴すず虫むしの鳴き声が聞こえる穏おだやかな晩のことだった。

　アルテミア寮りよう。ミソラとレクティの部屋。

　深しん紅くの艶つややかな長い髪をした少女──ミソラ・ホイットテールが注意する。

「ちょっとリコ。あんた、なに人の家のキッチンを漁あさってるのよっ!?」

　その険しい視線の先には、ビーナス像の写し身のような少女──リコ・フラメルの姿があった。

　リコは冷蔵庫の中を漁り、キッチンの上にある戸と棚だなを無ぶ遠えん慮りよに確かく認にんし、

「ふむ、サラダもアールグレイも置いていないのか。相談があると呼び出したわりには、使えない隊長だな」

　ぐぬぬぬぬぬっ!?　貌かおを歪ゆがめたミソラが摑つかみかかろうとすると、

「はいはい、リコさん。そこまでにしてください」

　濃のう紺こん色のさらっとした髪かみに、エメラルドブルーの瞳の少女──ユーリ・フロストルがさっと割って入る。

　ユーリがリコを注意する一方、ミソラの袖そでがくいっと引っ張られた。

　振ふり向くと、金髪碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハと眼が合った。

「あのぅ……ミソラさん。そのぅ……こ、ここはいちおうまだわたし名義なんですけど」

「えっ!?　ち、違ちがうの。レクティのことを無視してるわけじゃ……」

　居い候そうろうだったはずが、いつの間にか居ついてしまったミソラが、しどろもどろになり弁解する。

　そんな中、月の光を集めたかのように輝く銀色の髪を持つ少女──ブレア・アイゼナッハが、開きっぱなしの戸棚をがさごそと漁り、

「うむ、ポテチばかりだな」

　ミソラの夜食セット──ポテチの各種取り揃そろえを見つけ、ひとつ取り出す。

「私は薄うす塩しおが好みなのだが、このコンソメ味を試してみるか」

「こら、ブレア。それはあたしの夜食……っ!?」

　ポテチを貪むさぼろうとするブレアから、それを取り上げる。

　むっ……とブレアがもの欲しそうに見やるが、ミソラはしらん顔だ。

　どうも最近は、夜食のポテチにご執しゆう心しんらしい。

「あのぅ……ミソラさん。いくら体を動かしているとはいえ、夜寝ねる前にポテチ食べる習慣は……」

「大だい丈じよう夫ぶだって。最近は訓練量を増やしてるから」

　やんわりとレクティに注意されるが、ミソラは得意げに頷うなずいた。ここ最近生活習慣が乱れがちで、スナック菓が子しを夜食代わりにしているのだ。

「さて、みなさん。家や捜さがしは中断して、そろそろリビングに移動してください。わたしがオレンジジュースとお菓子を持参していますので、今回はそれで我が慢まんしてくださいね。ちゃんとリコさん用に、アールグレイも用意してあります」

「ふむ、さすがユーリだな。どこぞの使えない隊長とは大違いだ」

　なんだかユーリさんが……リコの執しつ事じみたいね。

　呆あつ気けに取られながら、ミソラたちはリビングに戻もどり、それぞれソファーや椅子に腰かけた。しばやく歓かん談だんしたあと、おもむろにミソラが切り出す。

「それで、みんな。もう荷造りはちゃんと終えたのよね」

　ミソラが仲間たちに確認する。

　明日あしたからは《ミストガン》を離はなれ、《ベベル》へ向かう。そして、そこで開かれる空戦武踏祭エリアルソードに出場する。

　Ｆランク小隊と馬鹿にされる彼女たちが、世界最強を決める舞ぶ台たいへ旅立つときが来たのだ。

　ミソラは仲間たちの貌を見み渡わたし、

「出発前にあいつの事情について確認しておきたいと思って、みんなを呼んだの」

　自分たちを、夢の舞台へと導いてくれた教官のことを脳のう裏りに浮かべる。

　カナタに呪じゆ力りよくが宿っていること。そのせいかどうか知らないが、魔ま力りよくがほとんどなくなっていることは、この場の全員が認知している。

「あたしたちが、あいつのチカラ──呪じゆ力りよくに気づいてることは、もうあいつも知っていると思う。でも、あいつはまだあたしたちに何も教えてくれてない。呪力を宿した経けい緯いも、呪力についてどれだけ知っているのかも。だからこそ、あたしたちはあいつの為にできることを全部やっておきたいと思う」

　仲間たちが同じ想おもいであることは、眼を見ればわかった。

　その直後のことだ。ミソラの口元へ、ひょんっと黒い丸薬のようなものが入ってくる。長ちよう舌ぜつがとまり、口の中にほんわかとした甘みが広がった。

「な、なにするのよリコ……っ!?」

　チョコボールを味わいながら、ミソラが咎とがめる。

「ミソラのくせに、真しん剣けんな話ばかりをするな。アールグレイが不ま味ずくなる」

「リ、リコっ!?　あ、あんたね～～～～っ!?」

「違いますよミソラさん。リコさんは、あまり難しく考えすぎるなって言いたかったんです」

　怒いかれるミソラをなだめたのは、ユーリだった。

「えっ!?　そうなんですかユーリさん……っ!?」

「ふふっ、そうですよね。リコさん」

「さあな」

　ユーリに微ほほ笑えまれると、ぷいっとリコはそっぽを向く。

　リコの反応から察するに、どうもユーリの言う通りらしい。

　どうすればカナタに事情を説明してもらえるか。カナタの為に何ができるか。それらのことは、ミソラ以外の全員も考えていたことだった。

「あのぅ……カナタさんはチカラについて教えてくれないですけど。でも、わたしたちが教えてもらいやすいような雰ふん囲い気きを作ることはできると思います」

「そうよね、あたしたちから何か働きかけていかないと」

　レクティの考えを、ミソラが肯こう定ていした。

　続いて、残りの仲間たちが発言する。

「《ベベル》の中央図書館に行けば、カナタ先せん輩ぱいのチカラについて情報収集ができると思います。自由行動の時間での分担を決めておいた方がいいかもしれませんね。優勝しなくても、カナタ先輩の知らない知識を得られるかもしれません」

「そうだな。空戦武踏祭エリアルソードの優勝特典で教えられるのは、『世界創世の真実』だ。呪力について理解を深められるだろうが、人の身に宿る呪力を取り除く方法がある可能性はあるとは言い切れない。同時進行で《ベベル》にある資料を調べておいた方が得策だろう」

「私はすでにアイゼナッハの伝つ手てを使って、探さぐらせておるぞ。《ベベル》では、私の妹がアイゼナッハにある情報を持ってくる手て筈はずになっておる。歴史がある家ゆえ、それなりの情報があるはずだ」

　ユーリ、リコ、ブレアの発言を聞き、ミソラが呆気に取られた。

　ふふっと微笑んで、ユーリが告げる。

「ほら、ミソラさん。みんなもちゃんと考えてるんです。ミソラさんだけで、思い悩なやむ必要はありませんよ」

「あの……ありがと、みんな」

　そう言って、ミソラは仲間たちに小さくお礼を述べた。

　教官の幼おさな馴な染じみである少女から、ミソラは彼を任されたのだ。気負いがあった。でも、ミソラには志を共ともにする仲間がいる。

　Ｅ６０１小隊は、ひとつの家族のようなものになっていた。

　この仲間たちとなら、空の果てまでも飛んでいけるとすら思った。

「じゃあまずは、明日からどう行動すればいいか。効果的に活動できるように、これから相談をしましょうよ」

　などと具体案を練ろうとしたとき、ブレアが言う。

「ところで、ミソラ」

「なによブレア？」

「ポテチが足りないぞ、もっと食べさせてくれ。できれば、次は薄塩味が食べたい」

　遠慮のない客人に対し、ミソラがこつんと躾しつけを施ほどこした。







　翌朝。《ミストガン》。十一番区の発着場。

　広大な発着場では、一隻せきの連れん絡らく艇ていが発進態勢を整えつつあった。

　真っ白な流線形の船体には、五角形の盾たてに鷲獅子グリフオンが描えがかれている。

《ベベル》から派は遣けんされたスクィーラ級連絡艇が、空戦武踏祭エリアルソードへの参加者たちを送りとどけるためにやってきたのだ。

　いま発着場には、代表小隊であるＡ１７７小隊や学園統とう括かつ長などを見送るために、各学科の長をはじめとした大勢の人々の姿があった。

「ミーナ、《ミストガン》の代表として恥はずかしくない戦いをしてきなさい」

「はい、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー」

　返事をしたのは、くるくると巻かれたブロンドの髪に、奥深い紫色バイオレツトの瞳ひとみの少女。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科二年──ミーナ・パープルトンだ。

　学内選せん抜ばつ戦で九勝一敗という好成績を残した彼女に向かって、フロンが言う。

「ただし、危なくなったらすぐに逃にげなさい。隊員の生命を第一に考えること。もし余力があれば、Ｅ６０１小隊の隊員たちもお願いするわ」

「？　どういう意味でしょうか？」

　問いに答えぬまま、フロンは右みぎ隣どなりに歩みを進める。そこには、濃紺色のさらっとした髪に、エメラルドブルーの瞳ひとみの少女──ユーリ・フロストルの姿があった。

「ユーリ、あなたはわかってるわね？」

「心得ています」

　と。この場にユーリがいるのには事情がある。

　じつは《ミストガン》の代表小隊は、もう一個あるのだ。とはいえ、人々からは選抜理由が曖あい昧まいすぎて、学園統括長を脅きよう迫はくしたのやら、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに賄わい賂ろを贈おくったのやらあらぬ噂うわさを立てられている。

　見送りに来た人々の中で、Ｅ６０１小隊に声をかける者は超ちよう少数派だ。選抜事情を知っている者に限定される。

「リコ」

　続いてフロンが声をかけたのは、ビーナス像の写し身のような少女──リコ・フラメルだ。

　問題ばかり起こしている妹に、フロンは皮肉混じりに言う。

「あなたも悪わる知ぢ恵えだけは回るんだから、全力でみんなを護まもりなさい」

「ふっ、誰だれに向かってものを言っている」

　さっと後うしろ髪がみを搔かきあげて、リコが言った。

「女め神がみは仲間を見捨てない。そんなことは決まっているだろう」

　それを聞き、フロンは口の端はしをつりあげた。

　とある男が教官に赴ふ任にんしてから、ずいぶんと成長したなと思う。人間的にも、能力的にも、妹を含ふくめＦランク小隊は成長してきた。それこそ、奇き跡せきと呼ばれる現象すら起こせるほどに──

　教官としての指導力は、最も早はや疑う余地がない。フロンは、実績を作った教官──カナタ・エイジを見やる。そこにはフロン以外、唯ゆい一いつの見送り人であるクロエ・セヴェニーの姿があった。

「さてと、じゃあそろそろ出発だけど。なにかわたしに、言いたいことはあるかな？」

「ま、行ってくるよ」

「それだけ？」

「んっ、気をつけて行ってくる」

「それだけ？」

「ミソラたちと一いつ緒しよに優勝してくるよ」

「それだけ？」

　天使のような微笑みを浮うかべながら、クロエが右手の人差し指を向けてくる。その指先に、漏もれなく指向性魔ま力りよく弾だんを伴ともなって。

　やれやれ、と頭の後ろを搔き、カナタがクロエの眼めを見る。

「……全員揃そろって必ず帰ってくる。チカラについてもちゃんと調べてな」

「うん。よくできました」

　クロエの指先から魔力光が消える。彼女は天使のように微笑んだあと、カナタの頭を撫なで始めた。

　そんなカナタの内心はというと、あぶねー。いま返事を間ま違ちがえてたら、俺死んでたかも……と冷や汗あせものだ。

「それとね。カナタ、これを渡わたしとくよ」

「なんだよこれ？」

　クロエから受け取った紙片には、幾いくつかの数字が書かれている。

「非常用無線の周波数コード。《ベベル》でどうにもならない事態に陥おちいったら、どうにか《ベベル》の無線を使ってここに連絡して。そうしたら、《ミストガン》から救助部隊を出しゆつ撃げきさせるから」

「……いいのか？」

「最悪の場合はね。もちろん《ミストガンこつち》の事情が問題なければだけど」

　カナタを託たくす決意をしたクロエだが、丸投げにするつもりはないのだろう。

　ちょうどそのとき。スクィーラ級連絡艇の搭とう乗じよう時刻を迎むかえる。
















　教え子たちを先に搭乗させ、一番最後にカナタが連絡艇のタラップを登った。

　内開きのドアを潜くぐる際、カナタは一度後ろを振ふり向く。

　自分に教官という職を与あたえてくれたクロエを一いち瞥べつすると、眼が合った。

　カナタは胸中でつぶやく。

　サンキュな、クロエ。

　かくして。カナタたちを乗せた連絡艇は世界最強を決める舞ぶ台たい──《ベベル》へ旅立った。







《ミストガン》出発から二日後。《ベベル》付近の空域。

　スクィーラ級連絡艇の会議室。

　なんかこいつら、妙みように忙せわしないんだよな……

　ホワイトボードを駆く使しして、初歩的な運動力学を説明した直後のことだ。

　間借りした会議室で座学を施ほどこすカナタの視線の先には、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような貌かおをする教え子たちの姿があった。勉強が苦手な子は前の席、する必要がない子は後ろの席に配置されている。

　履り修しゆうの理解度を試すプリントを解かせている最中さなかのことだ。

「あーもう、どうしてこんなに勉強する必要があるのよ」

　計算式がわからず、苛いら立だちが募つのったミソラが嘆なげいた。

「せっかく学内選抜戦を勝ち抜ぬいて、空戦武踏祭エリアルソードへの出場を決めたっていうのに。盛もりさがるじゃないの。ねえ、あんたたちもそう思わない？」

　ミソラは両隣に座る少女たちに尋たずねた。

　右隣に座るレクティが、口を開く。

「あ、あのぅ……一勝九敗なのに、空戦武踏祭エリアルソードに出場が決まったので。そのぅ……なんといいますか、ミソラさんほど逞たくましくは……」

　左隣に座るブレアが、深く頷うなずく。

「うぬ。なんというか、ミソラ。そなた、図太いな」

「………………っ!?」

　ブレアから図太いと称しようされ、ミソラが貌を歪ゆがめた。

「私でさえも、空戦武踏祭エリアルソードへの出場は疑念を抱いだくところであるぞ。そなたは警けい戒かい心しんという言葉を知らぬのではないか？」

「あのぅ……ブレアさんの言う通りだと思います」

　そっとレクティが言い添そえる。

「本当なら、空戦武踏祭エリアルソードに出場していたのは、ミーナさんが率いるＡ１７７小隊だけだったはずですし」

　そう。本来ならば、ミソラたちの戦績で出場できるものではないのだ。

「う……っ!?」

　言葉に詰つまるミソラ。そこへブレアが、

「それに学生の本分は勉強することであろう。そなたはお馬ば鹿かなのだから、勉強をサボろうとするでない。他ほかに勉強したいことがあってもだ」

　ホワイトボードの前に立つカナタが「うん」と頷き、

「よく言ったブレア。ほら、ミソラ。お前はお馬鹿なんだから集中してプリントを解けよ」

「あ、あたしだけお馬鹿扱あつかいしてっ!?　レクティもブレアも勉強面じゃ同じようなものじゃないの……っ!?」

「最下位争いとは、みっともないぞ」

　そう口を挟はさんだのは、後ろの席で読書にふけるリコだ。

　後ろを振り向いたミソラがむっと睨にらみつけた直後に、カナタが尋ねる。

「そういやリコ。なんだかすごく幸せそうな貌をしてるんだな？」

「ふっ、わかるか」

　優ゆう雅がに紅茶を啜すすったあと、リコが言い放つ。

「周りの凡ぼん人じんどもが授業を受けている中、一人こうしてティータイムを愉たのしめるんだ。しかもこれで怒おこられることもなく、出席扱いだぞ。わたしは常々なぜ学校に行かなければならないのか疑問に思っていたからな。この時間が、一生続けばいいと心こころの底そこから思っているくらいだ」

　そう言って、クッキーを啄ついばみながら、読書にふけるリコ。彼女は頭脳明めい晰せきの為ため、なんとカナタから授業免めん除じよの許可を受けていた。ゆえにミソラたちが座学を受けている中、自由に時間を使っていた。

　しかし、飲食までは許可されていない。

　かたっ苦しいのが嫌きらいなため、カナタはこれといって注意していないが……この状じよう況きようを快く思わない良識派の隊員が一人だけいた。

「こらこらダメですよ、リコさん。最近のリコさんは、怠たい惰だに磨みがきがかかってます」

　そう声をかけたのは、同じ自習組のユーリだ。

　リコの性格を矯きよう正せいしようとは思わない。が、少しだけいいほうに持っていきたいと思っている。

　ここは、そろそろあれの出番ですね。

　怠惰なリコを鍛きたえ上げるための特製グッズを、ユーリは鞄かばんから取り出した。

「でも、普ふ段だんから面めん倒どくさがりなリコさんを鍛えるために、便利な道具アイテムがあるんです。はい、これを使ってください」

「なんだこれは？」

　ユーリから受け取った黒いリストバンドを手に取るリコ。見た目に反し、ずしりとした重みが伝わってきた。

　しかも、なぜか幼児向けの猫ねこの刺し繡しゆうが入っている。

「わたし特製のパワーリストです。日常生活を通じて、体を鍛えることができます」

「おお……っ！　な、なんですかそれは……っ!?」

　プリントから眼を離はなし、ブレアが勢いよく後ろを向く。

　しかし、当のリコは浮かぬ表情だ。気に入らないモノを見るかのように、にゃんこたんの刺繡を眺ながめ、

「……………………」

　無言のまま、ぽいっと後ろにあるゴミ箱へ放り捨てた。

「ちょ、ちょっとなにするんですか……っ!?　かわいくできたのに……っ!?」

「んっ？　ゴミをゴミ箱に捨てただけだがなにか問題なのか？」

「そ、そんなゴミだなんて……。せっかくわたし特製のにゃんこたんイラストの刺繡をしたのに。身につけるだけで、筋力とスタミナがアップするんですよ」

「実用性どうこうの前に、デザイン性の時点で却きやつ下かだ。日常的に身につけるものならなおさら大事だろう」

「そのぅ……元気を出してくださいユーリさん」

　リコとユーリのやり取りに気づいたレクティがフォローを入れ、

「そうですユーリ先せん輩ぱい。よければ、私が使わせて頂きます」

　ゴミ箱を漁あさり、パワーリストを回収したブレアが声を弾はずませていた。




　そんな脱だつ線せんも交えつつ、座学の終しゆう了りよう五分前になった頃ころだ。

　読書にふけっていたリコがぱたんと本を閉じ、つぶやく。

「そろそろいいんじゃないか」

　その瞬しゆん間かん、ミソラたちが急にそわそわしだした。

　やはりなにかあるらしい、と思いカナタが尋ねる。

「どうしたんだ？」

「その……だ、誰だれからいくっ!?」

　ミソラが仲間たちの顔色を窺うかがうように見み渡わたすと、レクティと視線が合った。

　レクティは目線を左右に泳がせたあと、意を決して椅い子すから立ち上がる。

「あ、あのぅ……カ、カカカ、カナタさん」

　カナタのもとまで歩み寄ると、半はん透とう明めいのビニール袋ぶくろに包まれた便びん箋せん一式を手渡す。

「こ、これをどうぞ。レ、レターセットです」

「レターセット？」

　怪け訝げん顔でカナタが訊きき返す。

「なあレクティ、これっていったい……」

　カナタが尋ね終わるより先──

「あ、主あるじよ。これをお使いください」

　カナタのもとへ歩み寄ってきたブレアが恭うやうやしく巻物を手渡してきた。

「書簡でございます。レターセットより多くのことを書けます」

「いや、だからさ。これを使ってどうするんだ？」

　しかし、謎なぞのプレゼント攻こう勢せいはまだ続く。

「はい、あたしからはこれ」

　今度は、ミソラがノートを手渡してきた。カナタが中を検あらためると、なにも書かれていない。白紙だ。

　怪訝に思い、ミソラを見やる。すると彼女はかあっと貌を紅あからめて俯うつむき、もぞもぞと言う。

「──…………をしましょうよ」

　歯切れが悪く、なんと言ったか聞き取れなかった。

　ミソラにしては珍めずらしいな、と思いながら、カナタは訊き返す。

　するとミソラが上うわ擦ずった声でこう言った。

「こ、交こう換かん日記をしましょうよ……っ!?」

「げっ!?　なんでお前と交換日記をするようなんだよ……っ!?」

　思わず嘆くと、ミソラが怒いかりで唇くちびるを尖とがらせる。

　ど、どうしてこういうことを言うかなこいつは……っ！　という内心が透すけて見えるようだった。

「だから言っただろう。やり方が回りくどすぎると」

　静かにリコが指し摘てきし、ユーリがうんうんと頷いた。

　その時点になって、カナタはようやく気づく。ミソラたちの奇き行こうの意図に。

　なぜなら彼女たちが手渡しているものは全すべて──

「こんなに書きつけるもんばっか寄こしたのは、もしかして……」

「うん。回りくどいことしてごめん。でも、こうでもしないとあんたが言ってくれそうになかったから……」

　ミソラ発案の、雰ふん囲い気きを作り出して秘密を語ってもらおう作戦は、敢あえなく失敗した。

　辛つらそうにこちらを見るミソラたちに気づき、カナタがつぶやく。

「そっか。やっぱ……あの件か」

　あの件──カナタが呪じゆ力りよくを宿した経緯いきさつについては、幾いくつか伝え方について考えてあるのだ。重苦しい雰囲気で伝えるのは、性しように合わない。伝えるにしても、教官らしくミソラたちに伝えたい。

　それに加えて……ミソラたちには、なるべく俺の事情に関わってほしくない。空戦武踏祭エリアルソードで勝つことだけを考えてほしいという想おもいもあった。

　ゆっくりと首しゆ肯こうし、カナタが口を開く。

「あの件については《ベベル》に着いてからちゃんと伝えるよ」

「隠かくしたりとかしない？　いつもみたいに『んっ、言わなかったか？』って恍とぼけたりとかは？」

「ここまで来て、そんな不義理な真ま似ねはしねーよ」

　その一言で、教え子たちはふうっと安心する。

「それとさ、お前らはこれから空戦武踏祭エリアルソード──世界最強を決める舞ぶ台たいに出場するんだ。だからさ、俺の事情に気を取られず、ただひたすら勝つことだけを考えとけよ」

「「「「「……………………」」」」」

　カナタの言葉を聞き、ミソラたちは沈ちん黙もくする。

　おいおい、俺が出たくても出られなかった世界最強の舞台なんだぜ。俺の事情なんか気にせず、貪どん欲よくに勝利だけを目指せよ。

　内心で語りかけるが、返事などあるわけがない。

　空戦武踏祭エリアルソードはここ数年開かい催さいされていない。直近の開催は、カナタが幼年学校の学生だったときだ。

　ミソラたちが忙せわしなくしていた理由はわかった。しかしカナタは、ミソラたちにもっと自分たちのことだけを考えていてほしかった。ミソラたちはまだ世界の広さを知らない。別格の強さを持つ強敵を相手に、不ふ屈くつの心を持ち続けられるだろうか。

　そのとき、会議室の時計が十二時ちょうどを指す。

「じゃ時間になったから、昼食に行くぞ。午前中の座学はこれで終了な」

　さて、どうしたものか。自分の事情が、ミソラたちの成長の妨さまたげになっていることを苦く慮りよしながら、カナタは机の上を片付け始めた。







　お昼頃。スクィーラ級連れん絡らく艇ていの食堂。

　満員の食堂には、教え子たちと一いつ緒しよに食事するカナタの姿があった。他校の学生たちも交まざっている。狭せま苦くるしい空間での食事は誰だって嫌いだが、勝手に時間をずらすわけにもいかない。

　というのも。連絡艇の食堂というのは搭とう乗じよう員いん数に反して狭く、一度に全員を収容できない。そのため食事に関しては、決められた時間に、決められた人だけが摂とる仕組みになっているからだ。

　ミートソースたっぷりのスパゲッティを食べながら、カナタが言う。

「そういやさ、連絡艇生活が始まって二日目だけど。他ほかの学生と交流する機会はあったのか？」

「ああ。《ファルシオン》の皆みなさんのことですね」

　ユーリが返事をした。

　この飛空艇には《ミストガン》の関係者のほかに、もう一つ。学園浮ふ遊ゆう都市《ファルシオン》の学生たちも搭乗していた。ミソラたちには、あまり馴な染じみがない学校だが。昨年短期留学生を受け入れる機会があり、カナタやユーリとは因いん縁ねんがある学校だった。

　ミソラを見やり、カナタが言う。

「相変わらず、馴なれ合いは好まない主義なのか？」

「だって……空戦武踏祭エリアルソードで戦うかもしれないのよ」

　フォークでぐるぐる巻きにしたパスタを口に運び、ミソラが黙だまり込む。

　いまだ空戦武踏祭エリアルソードの試合形式は、明らかにされていない。出場条件が一個小隊であること以外は、全て不明だ。トーナメントか、リーグか。はたまた別の何かか。

　ま、戦う可能性があるからって必要以上に警けい戒かいする必要はないと思うんだけどな……

　そんなことを考えていると、不意に声がかかる。

「カナタ・エイジ」

　見ると、ミーナが単独でこちらに歩み寄ってきていた。

　過日の学内選せん抜ばつ戦では、ミソラたちの戦術の前に辛しん酸さんを嘗なめさせられた少女だ。

　この前のお礼参りか、とミソラが身構える。だが、

「先日の非礼を詫わびるわ。ごめんなさい」

　そう言って、ミーナは深々と頭をさげた。

「あなたたちを侮あなどっていたのは、わたしみたい。お詫びに、わたしにできることがあれば言って。なにか一つぐらいなら、お手伝いさせてもらうから。パープルトンの騎き士しの誇ほこりにかけて最善を尽つくすわ」

「えっ!?　あ、あの……っ!?」

　予想外の展開に戸と惑まどうミソラ。

「べつに謝られることじゃねーよ。認にん識しきの食い違ちがいがあった。それだけのことだろ」

　取りたてて気にせず、カナタが言う。

「でも、お前に頭をさげられると調子が狂くるうな。俺のことが嫌きらいだったんじゃないのか？」

「好きか嫌いかで言えば、いまのあなたは嫌いよ。前線で戦えるだけのチカラがあるのに、教官として指導者に徹てつして。《ミストガン》最強だった面おも影かげがまるでないわ」

　毅き然ぜんと指摘したあと、ミーナは少し恥はずかしそうに視線を逸そらし、

「でも聞いた話じゃ、あなたは先日の遭そう遇ぐう戦せんで、一いち撃げき離り脱だつ戦法を駆く使しして変キ異メ種ラに痛打を与あたえたそうじゃないの。真しん偽ぎは不明だけど、最前線に向かったあなたのことは噂うわさになってるわよ」

　情報の出所は指令センターのオペレーターや、最前線で戦っていた空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生だろう。

「それだけのチカラを持ちながら、あなたがなぜ己おのれの鍛たん錬れんの時間を割さいて、その子たちの育成に注力するか。わたしは詳くわしい事情を知らないわ。少なくともわたしの知る《黒クのロ剣ノ聖ス》はもっと上を目指す人間だった。正直、裏切り者になる前とあとじゃイメージが大きく違っていて違い和わ感かんを覚えるわね。それと、これだけは訊かせてほしいの」

「……………………」

「あなたは空士としてやり残したことはないの？」

　ミーナの問いを聞き、ミソラたちが静まり返る。

　カナタが教官になった経緯と事情について、ミソラたちはすでに把は握あくしている。魔ま力りよくをほとんど失ったカナタに対し、その問いは、ミソラたちからは訊けぬことだったのだ。

「うん、あるよ」

　カナタの返事を聞き、ミソラたちは人知れず緊きん張ちよう感かんを覚えた。

「最近思ったことで言えばさ、空戦武踏祭エリアルソードに出場したかった。そんで世界中の代表小隊を相手に、最高の戦いを繰くり広げたかった」

　そう語るカナタの表情からは、憧しよう憬けいが覗のぞいていた。

　彼は本心から、出場したかったのだろう。

「ま、思っていたのと形は違うけど。こいつらが俺を最高の舞台に連れて来てくれた。俺はさ、世界最強を決める舞台に来れたことを感謝してるよ。そしていまの自分にできる最大限の努力をしている。やり残したことはあるけど、受け入れてる。これで答えになってるか？」

　カナタの眼めをじっと覗き込み、ミーナは小さく頷うなずいた。

「……大いに。でも、まだまだチカラがあるのに育成者としての道を選んだあなたのことは嫌いよ。けれど暴言は撤てつ回かいするし、非礼はきちんとお詫びさせてもらうわ。用があれば、声をかけてちょうだい」

「ま、必要があればＥ６０１小隊のお手伝いをお願いするかもな」

「うむ。詳しい事情は知りませんが、ミーナ先せん輩ぱいはじつに清すが々すがしいですな。さすがは騎士を名乗られるだけはあります」

「ありがとうブレア。あなたも、さすがアイゼナッハの出身ね」

　和なごやかな雰囲気を漂ただよわせ、ブレアがミーナと雑談する。

　このときになってミソラは初めて知ったのだが、ミーナの家系は空士という言葉が登場する以前、騎士として魔ま甲こう蟲ちゆうから人々を守っていたらしい。

　武人と騎士で通ずるものがあるのか。ブレアとミーナは朗ほがらかな笑えみを浮うかべ、話し込んでいる。

　そうこうしているうちに、食後のデザートをレクティが運んできてくれた。

「そのぅ……カナタさん。これ、昨日作ったんですけどチーズタルトです。そのぅ……お口に合えばいいんですけど」

「ああ。ひとつ頂くよ」

　レクティが作ったお菓か子しに外れはない。チーズタルトを手て摑づかみで口に運ぶカナタ。まず爽さわやかなレモンの風味が口へ広がり、続いて濃のう厚こうなレアチーズが口の中へ溶とけだしてきた。

「すっげー旨うまいじゃんか。さすがレクティだな」

「そ、そのぅ……ど、どういたしまして」

　嬉うれしそうに、両手の人差し指をつんつんとくっつけるレクティ。そんな彼女に、カナタはなにやら耳打ちした。するとレクティはこくりと頷き、やや緊張した面おも持もちで別のテーブルへ歩き出した。

「そのぅ……学園統とう括かつ長、エリスさん。おひとついかがですか？」

　そのテーブルに居たのは、丁てい寧ねいに結ゆわえられた紫むらさき髪がみの少女──クリスティーナ・バルクホルンと、《ベベル》に所属する魔甲蟲の研究者。白いワンピースを纏まとい、西洋人形のような美び貌ぼうを持つ金きん髪ぱつの少女──エリス・ヴィーゲルトだ。

「レクティさん、学園統括長ではなくクリスとお呼びください。……では、ひとつ頂きましょう」

　一言断ったあと、クリスはチーズタルトを手に取る。エリスもそれに倣ならった。そして二人とも、レクティのチーズタルトを口々に誉ほめる。

　照れた顔つきで、レクティがカナタのもとへ戻ってきた。

「どうだったレクティ？」

「あのぅ……『おいしい』って言っていただけました」

「そっか。よかったじゃんか」

　レクティの前髪を、カナタがくしゃくしゃに撫なであげる。

「あうあう、くすぐったいですカナタさん」

　気持ちよさそうな微ほほ笑えみを零こぼすレクティ。

　穏おだやかな昼食を過ごしたあとは、午後も座学が待っている。

　さすがに連絡艇での移動時間中に、実技訓練はしがたい。

「ねえ、ちょっと甲板デツキに出てみない？　昨日からずっと艇内だから、息が詰つまっちゃった」

「ああ、そうだな」

　ミソラに誘さそわれ、甲板デツキに向かう為ために食堂を出ていくカナタたち。

　そんな彼らを見やり、エリスが紅茶を啜すすってからつぶやく。

「ふーん、まだまだあまったるい平和を満まん喫きつしてるみたいね」

「エリス、またなにかを仕組んだのですか？」

「さあね。でも《ベベル》に着いたら、彼はとんでもないことになるでしょうね」

　悪戯いたずら好きな笑えみを零しながら、エリスが言った。




　　　　＊＊＊




　連絡艇上空。高度四〇〇〇。

　もうすぐ《ベベル》の防空圏けん内ないとなるその空域には、小型種を中心とした魔甲蟲の群れの姿があった。

　無数の瞬しゆん影えいがひしめく中。とりわけ眼を引くのは、一体の変キ異メ種ラと一人の幼女だ。

　驚おどろくべきことに、四枚翅ばねの生えた中型変キ異メ種ラの背には、一人の幼女が乗っていた。

　色素が抜ぬけきったかのように真っ白な髪。

　エリスやクリスに似た白い肌はだ。

　整った小さな鼻び梁りように、これまた小さく柔やわらかそうな桃もも色いろの唇くちびる。

　あどけないその容姿は、まるで白い妖よう精せいのようだった。

　変キ異メ種ラの背の上だというのに防護服プロテクターを纏まとわず、淡あわいピンク色のシャツに、紺こん色いろのフリルスカートに、黒のニーソックスを履はいている。

　変キ異メ種ラに乗った幼女──リーゼリット・フラワーチャイルドが満面の笑みを浮かべた。

「あのお方のご指示だから、歓かん迎げいの挨あい拶さつは任せるわ」

　そう言って、リーゼリットは変キ異メ種ラの硬こう皮ひを撫でる。

「もうすぐ襲しゆう撃げきの時間よ。そしたら精せい一いつ杯ぱい暴れていいからね」

　まるで愛玩動物ペツトでもかわいがるかのように、リーゼリットは中型変キ異メ種ラに優やさしく語りかけた。




　　　　＊＊＊




　連れん絡らく艇ていの甲板デツキ。

「うーん、久しぶりに外に出ると気持ちいいわね」

　外部へと繫つながるドアから姿を現したミソラ。陽ひの光を浴びながら、彼女は気持ちよさそうに笑みを零した。

　連絡艇での長ちよう距きよ離り移動と、閉へい鎖さ環かん境きようによるストレスは意外と大きいようだ。

　柵つきの広い甲板デッキでは、リコとユーリ、レクティとブレアが談だん笑しようしながら歩き回っている。

　と。最後にカナタがドアから姿を見せ、うーんと伸のびをしようとしたときだった。

「邪じや魔まよ、どきなさい」

　気位とプライドの高さが滲にじみ出る声。

　その声がしたとき、カナタが後ろからどつかれた。

　よろめいたカナタが後ろを見やると、儀ぎ仗じよう兵へいのような恰かつ好こうをした小こ柄がらな少女が立っていた。

　金色のモールなどの装そう飾しよくが施ほどこされた青あお袖そでのベストに、真っ白なボトムス。

　若じやつ干かん天然パーマがかかったふわふわの桃色の髪に、きゅっと引き締しまった桜色の唇。

　体格は小柄で、背せ丈たけも女の子の平均身長より大分低い。

　それでも存在感を感じてしまうのは、その少女が纏う風格によるところが大きい。

　気高く咲さき誇る一輪の薔ば薇らのように。来るものを寄せつけぬ棘とげのような雰ふん囲い気きと、誇りの高さを窺うかがわせた。

　こいつは……

　だが、カナタが口を開くより先に──

「ちょっと！　なにしてるのよ……っ！」

　大事な教官がどつかれたことに気づき、ミソラが声を荒あらげた。

　そのままミソラは、つんとした少女の前に立ち塞ふさがる。

「？　誰だれよあなた？」

「《ミストガン》の《深紅の矢レツドアロー》こと、ミソラ・ホイットテールよ……っ！」

「ふーん、二つ名持ちなんだ」

　そう言って、つんとした少女は品定めするようにミソラを見る。

　も、盛り過ぎたかな……っ!?　と内心で焦あせるミソラ。《深紅の矢レツドアロー》なんて二つ名など、即そつ興きように過ぎない。

　舐なめられると恰好悪いと思って、口から出まかせを言ったのだが……

「な、なによ、そんなジロジロ見て……？」

　つんとした少女はふっと息を吐き、腰こしに手を当て言う。

「《深紅の矢レツドアロー》ね。ただのチビじゃないの」

「～～～～っ！　な、なんですって……っ!?」

　図星を突つかれたミソラがこめかみをひきつらせる。

　いくらなんでも、自分と同じ背丈の学生にチビ扱あつかいされたくはない。

　ミソラがムキになって言い返す。
















「あんたのほうがチビじゃないのよ……っ！」

「あら、わたしのほうが二センチ背が大きいけど」

　そう言って、つんとした少女は胸を張った。

「ム、ムカつくっ！　あんたいったい誰よっ！　名前ぐらい教えなさいよ……っ！」

　ミソラに尋たずねられ、その少女が名乗りを上げる。

「わたしの名前は、ノエル・ル・サンスーシ・デア・ランシール・ド・ワーフ。学園浮ふ遊ゆう都市《ファルシオン》の代表よ」

　言動の端はし々ばしから刺とげ々とげしさと誇りが滲み出る様は、気高く咲き誇る薔薇のようだった。

「ノ、ノエル、る、さんすーし、であら……どわーふ？」

「誰が小人ドワーフよ……っ！」

　がつんっ！　と、怒ど鳴なり返すノエル。

「ノエル・ル・サンスーシ・デア・ランシール・ド・ワーフよ。頭悪いんじゃないの、《ミストガン》の空くう士しは」

　ぐぬぬぬぬぬぬ……っ！　と黙だまり込むミソラ。

　妙みように長ったらしい名前で。しかも後半なんて、不ふ可か抗こう力りよくじゃないのっ!?　頭にきたミソラがきっ！　と摑つかみかかろうとした直後──

「わりーわりー。うちのお馬ば鹿かが迷めい惑わくをかけちまったみたいだな」

　ばっ！　と、カナタの左ひだり腕うでが高ぶるミソラを制した。

「ちょ、ちょっと……っ！　このチビの前で、あたしをお馬鹿扱いしないでくれる……っ!?」

「チビじゃないって言ってるでしょ。わたしの名前は──」

「ノエル・ル・サンスーシ・デア・ランシール・ド・ワーフ。久しぶりだな」

「ふん、どうやら覚えてたみたいね」

　そう言って、不敵な笑みを零しながら見つめ合うカナタとノエル。二人が放つ雰囲気から、それなりの知人であることはミソラも感じ取れた。

　と、次の瞬間。カナタが無言でノエルに歩み寄ると、その頭にぽんっと手を置いた。

「って、なによこの手は……っ!?」

「……………………」

「あなたね、わたしを侮ぶ辱じよくしてるの……っ！」

「いや、侮辱なんてしてねーよ。あれから一年近く経たつのに、相変わらず小人ドワーフのままだなって納なつ得とくを……」

「誰が小人ドワーフよ……っ!?」

　鋭するどいアッパーカットを放つノエル。しかし、すっと身を引いて、カナタは躱かわしてみせた。どうやら見み越こしていたらしい。

　ちっと舌打ちしたあと、ノエルは恨うらみがましそうにカナタを睨にらみつけ、

「あなたと同い年なのに、子ガ供キ扱いするんじゃないわよ」

　刺々しい口調で、カナタを咎とがめた。

　こ、こいつと同い年っ!?　傍かたわらで話を聞いていたミソラが仰ぎよう天てんする。うそっ!?　じゃあ、この人先せん輩ぱいだったの……っ!?　あたしと体型変わらないのに……っ!?

　小こ柄がらな先輩の姿に、驚きよう愕がくするミソラ。

　一方で。ノエルは不ふ機き嫌げんそうに、カナタに問いかける。

「それで、どうして《黒クのロ剣ノ聖ス》のあなたが、《ミストガン》の代表小隊じゃないのよっ！　この連絡艇であなたの姿を見かけて、フロストルに訊きいたら、あなたは選手じゃないって話じゃないの……っ！　わたしはあなたと戦えるのを愉たのしみにしていたのよ……っ!?」

「そういや。お前が《ミストガン》に短期留学に来たときは、チカラ比べする機会がなかったな」

「空戦武踏祭エリアルソードに《黒クのロ剣ノ聖ス》が出場しないなんて……。《ミストガン》代表は、いったいどうしたのよ？」

「さーな……」

「『さーな』じゃない」

　気を取り直し、ノエルはミソラに尋ねる。

「ねえ紅あかチビ。カナタに代わって、あなたがわたしに事情を説明しなさい」

「そ、それは……」

　言葉に詰つまるミソラ。彼女自身、カナタからの説明を待っている状態だ。

　そんなとき。不意に轟ごう音おんが鳴り響ひびき、連絡艇が激しく揺ゆれた。




　突とつ然ぜんの大きな揺れに、甲板デツキにいたカナタたちはあっさりと姿勢を崩くずし、倒たおれた。

　いったいどうしたんだ？

　急に視界が真っ暗になり、焦じれるカナタ。

　するとカナタの耳に、よく聞きなれた翅は音おとが聞こえてくる。

　小型種の翅音だ。どうやら魔ま甲こう蟲ちゆうの奇き襲しゆうを受けたらしい。

　さきほどの激しい揺れは、エンジンか船体に魔甲蟲の攻こう撃げきを受けたことが原因だろう。

　と。貌かおの上にもぎゅっとした、なにやら柔らかい感かん触しよくがあった。邪魔なので両手を使って払はらいのけようとすると、

「ちょ、ちょっと。誰がお尻しりを触さわって……って、きゃあああっ！」

　ようやく視界が明らかになったときには、貌を真っ赤にしてこちらを見下ろすノエルの姿があった。

「……………………」

　自分が何をしたか理解したカナタは、しれっと視線を逸そらす。すると、何事もなく起きあがっていたミソラが、不満そうにこちらを睨みつけていた。

　だが、状じよう況きようが状況だ。カナタはすぐに戦せん闘とうへ思考を切り替かえる。

　というのも。いつの間にか、連絡艇の周囲が見慣れた黒い影かげ──アルケナル級の姿に囲まれていたからだ。さらに上空の雲の切れ目からは、異様な重圧を放つ中型変キ異メ種ラの姿が確認できた。

　こんな内ない空くうで敵の襲撃かよ。もうすぐ《ベベル》の防空圏けん内ないのはずだろ……っ!?

　カナタが疑念を抱いだいていると、教え子たちが素す早ばやく集合してきた。ミソラが判断を仰あおいでくる。

「ど、どうするのよ……っ!?」

「なにも迷うことはないでしょ。やることはひとつしかないわ。先に行くわよ……っ！」

　そう言い放ったのは、ノエルだ。彼女は、虚こ空くうからサーベル状の魔ま剣けんを取り出すと、魔甲蟲の迎げい撃げきへ向かった。

　どうやら《ファルシオン》の仲間を待つ猶ゆう予よはないと判断したらしい。

　適切な判断だ、とカナタは頷うなずく。

「たしかにノエルの言うとおりだな。俺たちも行くぞ」







　高度三〇〇〇。《ベベル》の防空圏内付近。

　奇襲した魔甲蟲たちは、まだスクィーラ級連れん絡らく艇ていを撃げき沈ちんできていなかった。

「はああああ……っ！」

　魔ま戦せん斧ぷが一いつ閃せん。

　視界に入ったアルケナル級を叩たたき斬きり、ミーナは次の獲え物ものを探す。

　船室で休んでいたときに襲撃があり、慌あわてて出撃した。そのため、まだ状況を把は握あくしきれていない。

「カナタ・エイジ？」

　つぶやくミーナの視線の先には、ダガーを片手に素早く翅し翼よくを斬り落とすカナタの姿があった。飛行魔術を発動したカナタがミソラとともに迎撃している。

　即そく応おうした空士は、通信結けつ晶しようを所持しておらず、連れん携けいが取りづらい。

　死角からの攻撃危険リスクを分散させるため、ミーナはカナタのもとへ合流する。

「なんであなたは魔ま砲ほう剣けんを使わないの？　選手でもないのに出し惜おしみ？」

「状況が読めないからな、なるべく魔力の消費を抑おさえてるんだよ」

　なぜそんな些さ細さいな魔力消費を抑える必要があるの？　ミーナはふと疑問を抱くが、すぐに思考を切り替える。

「まあいいわ。状況を教えて」

「敵の規模は、おそらく中隊規模。ちょうど敵の第二波を退けたところだな」

「ねえ。雲の切れ目から、敵が降下してくるわよ……っ！」

　カナタの傍らで、砲撃を放つミソラが叫さけんだ。

　連絡艇の上空にはカナタ、ミソラ、ノエル、ミーナの姿があった。連絡艇の腹側に回り込んだ敵を倒すため、一時的にリコたちを派は遣けんしてある。

　上空の戦力を薄うすくしたのは、連絡艇から出撃した戦力を吸収できるためだ。

　と。敵の第三波が雲の切れ目から降りてきた。その中に、中型の変キ異メ種ラの姿を確認できる。おそらくは指令型だろう。

「あれは《キメラ・ブロッケン》……っ!?」

　迎撃中のノエルは、その個体を知っているらしい。

　カナタが尋ねる。

「知ってるのか？」

「まあね。簡単な攻撃じゃ貫つらぬけないわ。硬こう皮ひが厚くて、正面から貫くのは戦技でも厳しいわ。攻撃手段は主に突進よ。まあ少なくとも、あなたみたいに手て抜ぬきして戦ってるようじゃ無理ね」

「あの……こいつは手を抜いてるわけじゃ……」

　ミソラがなにか言おうとするが、それより先──

「仕方ねーなー。じゃあ、ここにいるメンバーで迎撃するぞ」

　そう告げ、自然とカナタが指揮を執とる。

「俺とノエルが《キメラ・ブロッケン》の相手を務めるよ。ミソラとミーナはここで連絡艇に近づく敵を迎撃してくれ。通信ができないから、お互たがいの動きには充じゆう分ぶんに気を配れよ」

「ちょ、ちょっとあたしもあんたと一いつ緒しよに……っ！」

「お前は前衛向きじゃねーだろ。ミーナと仲良くゴールキーパーだ。……いくぞ、ノエルっ！」

「はんっ！　誰だれに向かって言ってんのよ……っ!?」

　カナタとノエルが距きよ離りを詰めたまま、迎撃する。

「ふんっ！　〈シルファリオン〉の錆さびになりなさい……っ！」

　ノエルが真っ先に敵てき陣じんへと斬り込み、アルケナル級を斬り刻む。

　一体目は翅翼の付け根を斬り裂さき、二体目は頭部と胴どう体たいの体節を削そぎ落とし、三体目は胴体へと刺し突とつ。胸神経節を切断してみせた。

　飛び交かうアルケナル級を見やり、ノエルが言う。

「動きが鈍どん重じゆうでキレがないわね。止まって見えるわ」

　手数で圧あつ倒とうするのでもなければ、剣けん戟げきの威い力りよくで圧倒するのでもない。ノエルの魔剣術は、もっと種類の異なる滑なめらかな剣筋だった。対してカナタは、ダガーでアルケナル級を排はい除じよしている。そのことが、ノエルの癪しやくに障さわっていた。

「カナタ・エイジ。あなたいい加減、本気を出しなさいよっ!?　っていうか、この状況でダガーって……出し惜しみせずに魔砲剣を使いなさい……っ！」

　カナタをどやしたが、彼はなおも魔砲剣を握にぎろうとはしない。

　どうして全力を出さないのかしら？　《黒クのロ剣ノ聖ス》が本気を出せば、この程度のアルケナル級などものの数ではないのに……

　疑念を抱きながら、ノエルはカナタとともに戦線を突破。

　こちらへ降下してくる《キメラ・ブロッケン》に接近する。

　下した顎あごの左右からぐんっと突つき出た牙きばが印象的な変キ異メ種ラだった。地ち竜りゆうを思わせるような筋肉質のフォルムに、四枚翅ばね。体表は禍まが々まがしい紫むらさき色いろに染め上げられ、ごつごつしている。

「生半可な攻撃じゃ通らないわ。覚かく悟ごして挑いどみなさい……っ！」

　そう言って、斬ざん撃げきを浴びせるノエル。アルケナル級を一撃で仕留めていた刃やいばさえ、《キメラ・ブロッケン》の硬皮は貫けない。

「なんだよ。お前、貫けてないじゃんか」

「そうみたいね。ほら、カナタ。全力を出さないとこいつは墜おとせないわよ」

「……ああ、そうみたいだな」

　返事をしたにもかかわらず、カナタは魔砲剣を使おうとしなかった。

「馬ば鹿か、あなたが攻撃しないと抜かれるじゃないの……っ!?」

　その指し摘てきと同時に《キメラ・ブロッケン》は二人の間を抜け、ミソラとミーナが護まもる後衛へと突き進んだ……！







「体当たりするみたいね」

　そうつぶやいたのは、後衛で様子を見守っていたミーナだ。

　中型変キ異メ種ラに衝しよう突とつされれば、非武装の連絡艇などひとたまりもない。

　つまり。ここを突破されれば、もう後がないのだ。

「あいつもノエルさんも、結局足止めできてないじゃないの……っ!?」

「でも、アルケナル級は足止めしてくれているわ。いまなら、わたしたちが《キメラ・ブロッケン》に攻せめ込める」

「ミーナさん、じつはあたし護るより攻める方が好きなんです」

「奇き遇ぐうね。それはわたしもよ。……先手はわたしで行くわ。後手が必要になるかわからないけど、念のため魔力充塡チヤージをお願い」

　一度刃を交えたからだろう。ミーナの言葉には、ミソラに対する信しん頼らいが感じられた。

「了りよう解かいです。ミーナさん」

　ミソラを一いち瞥べつし頷くと、ミーナは《キメラ・ブロッケン》へ飛行した。

「パープルトンの騎き士しの名にかけて、ここは通さないわ」

　標的は一体。間合いも距離も充分詰つまっている。

　手に持つ巨きよ大だいな魔戦斧に魔力を注ぎ込み、ミーナは最大限の戦技を放つ。




　魔戦斧戦技──雷電衝斬サンダーアツクス




　雷らい撃げきを帯びた斧撃が《キメラ・ブロッケン》の横っ腹へと叩き込まれる。さすがにその一撃には耐たえきれず、硬皮が切り裂かれる。

　だが、致ち命めい傷しようには遠かったらしい。

　強撃に構わず、《キメラ・ブロッケン》は連絡艇へ突っ込んでくる。

　そのとき。ミソラが気合とともに叫ぶ。

「連絡艇は墜とさせないわ……っ！」

　連絡艇を背にした彼女は、魔砲剣を腰こしだめに構え、狙ねらいを付ける。




　魔砲剣戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター




　白はく銀ぎん色の光こう渦かが《キメラ・ブロッケン》の頭部へ突き刺ささり、爆ばく発はつ。爆ばく煙えんが標的を包み込む。

　やった……っ！

　直撃のはずだ。これで墜ちないわけが──

「………………っ!?」

　しかし、次の瞬しゆん間かん。爆煙が晴れた中から姿を現したのは、片方の牙が粉ふん砕さいされた《キメラ・ブロッケン》の姿だ。

　狙いが甘かったのか、強固な牙で防いでみせたのか。詳しよう細さいは不明だが、ミソラに突きつけられた事実がひとつある。

　彼女の眼めと鼻の先に、中型変キ異メ種ラが迫せまっているということだ。

　ま、まずい……っ!?　このままじゃ避よけられない……っ

　ミソラの背後には、連絡艇がある。ここで躱かわしたところで、連絡艇への突撃コースを変へん更こうすることはできない。ちょうどそのとき、連絡艇の腹側に派遣されたリコたちが戻もどりつつあったが、間に合う距離ではない。

　どうすればいい？　──悩なやんだ挙句、ミソラは魔術障しよう壁へきを展開。決死の覚悟で、それを受け止めようとする。

　そんなとき、不意に声がした。

「この状じよう況きようでよく逃にげなかったな、ミソラ」

　そう言って、カナタとノエルが舞まい降りてきた。

「でも、状況判断がぬる過ぎね。この巨体の突撃を、魔術障壁で受け止めようだなんて。《ミストガン》の空士は馬鹿なんじゃないの……っ！」

「ば、馬鹿って……。《ファルシオン》の代表小隊だからって、ノエルさんの攻こう撃げきは効かなかったじゃないですか……っ！」

「落ち着けよミソラ。ノエルはまだ本気を出してねーよ」

「えっ!?　ど、どういう意味よ……っ!?」

「俺が魔砲剣を握らなかったから、こいつも出し惜しみしてたんだろうぜ」

「だ、出し惜しみ……っ!?」

　ミソラが見やると、ノエルは冷静に言う。

「カナタが全力を出さないのが悪いのよ。それに《ミストガン》の二つ名持ちが、まさかこの程度の変キ異メ種ラを倒たおせないなんて思わなかったし……。《深紅の矢レツドアロー》も大したことないのね。やっぱりあなたは紅あかチビで充分だわ」

　わりーな。そいつの二つ名は自じ称しようだよ、とカナタは内心で補足する。

「た、大したことないって……。この状況で何を余よ裕ゆうぶってるんですか…っ!?」

　侮あなどられたと思ったミソラが叫さけぶが、ノエルは聞く耳を持たない。

　猛もう進しんしてくる《キメラ・ブロッケン》を見やり、ノエルがくるくる髪がみをさっと搔かきあげ、

「見てなさい紅チビ」

　そう言って直後、眼前へと迫る《キメラ・ブロッケン》へ接近するノエル。彼女が握るサーベルに膨ぼう大だいな縮退魔ま力りよくが宿り始めた。それは凝ぎよう縮しゆくされた大気の刃となって、サーベルを軸じくに螺ら旋せん状に回転し始めた。

「もしかして戦せん闘とう中に縮退魔力を錬れん成せいしてるのっ!?　魔力縮しゆく退たい炉ろ抜きで……っ!?」

　非常に高度な技能に、ミソラが呆あつ気けに取られる。

　縮退魔力の錬成には、繊せん細さいな魔力制御コントロールが必ひつ須すだ。ゆえに戦闘中の錬成は、極きわめて困難なはずなのだ。

　一方で。縮退魔力による螺旋の槍やりを構築したノエルは、それを宿らせたサーベルを容よう赦しやなく《キメラ・ブロッケン》に叩たたきつけた。

「攻撃ってのは、こうやるのよ……っ！」




　魔ま剣けん戦技──螺旋龍風破ドラグ・トルナード




　縮退魔力の螺旋槍が直撃した刹せつ那な、一気に突風が吹ふき荒あれた。

《キメラ・ブロッケン》の頭部に亀き裂れつが入った直後、一いつ瞬しゆんで頭部が螺旋状に吹き飛ばされた。

　神経系を司つかさどる器官を破は壊かいされ、《キメラ・ブロッケン》はチカラなく降下していった。変キ異メ種ラの撃破と同時に、小型種は撤てつ退たいしていく。

「どう？　これが本当の攻撃よ」

　気高く咲さき誇ほこる一輪の薔ば薇らのように、ノエルが勝ち誇ってみせた。

　ミーナの雷電衝斬サンダーアツクスより、ミソラの収束ストラ魔イクブ砲ラスターよりも強きよう烈れつな一撃だ。

　驚きよう愕がくに、ミソラが唇くちびるを震ふるわせる。

「つ、強いっ！　これが《ファルシオン》の代表小隊の実力なの……っ!?」

《ミストガン》最さい高こう峰ほうの攻撃力を持つミーナの斧ふ撃げきでも破壊できなかった変キ異メ種ラを、いとも容易たやすく貫つらぬいてみせた。しかも、カナタと一いつ緒しよに平然と戦うことといい……明らかに空士としての格が違ちがう。

　これが空戦武踏祭エリアルソードの出場者の実力っ!?　不安がミソラの脳のう裏りを過よぎり、彼女は悔くやしそうにスカートの裾すそをぎゅっと握った。

　そんなミソラの仕草を観察し、眼を細めるカナタ。そのあと彼は何事もなかったかのように、ノエルへ向き直り、

「へー、戦闘中に縮退魔力を錬成し、指向性の大爆発を引き起こす。接近戦なら、最上級の攻撃力だな」

　感かん嘆たんしたように漏もらしたあと、カナタが告げる。

「でも、その右手は大だい丈じよう夫ぶか？　サーベル越ごしとはいえ、伝わる反動も相当なもんだろ」

「あなたに気にされるようなことじゃないわよ」

　そう言って、クールに澄すまして見せるノエル。

「《ファルシオン》の空士は気に入らない奴やつの教え子でも、相手が弱者なら助けるの。その流りゆう儀ぎに則のつとっただけよ。……それに言っとくけど、あれでまだ全力じゃないわよ。わたしが全力を出したら、たとえ相手が誰だれであろうと灰かい燼じんに帰すわ」

　傲ごう慢まんな話し方だが、不思議と嫌いやみは感じなかった。

　おそらくノエルの根底には、本当に助け合いの精神があるのだろう。

「ミソラ、助けてもらったときはなんて言うんだ？」

「……その、あ、ありがとうございました。ノエルさん」

　年上ということも考こう慮りよし、ミソラは丁てい寧ねいに頭をさげた。

　ノエルの戦闘を見て、同じ空士としてなにか感じることがあったのだろう。

　殊しゆ勝しような態度のミソラに、ノエルのほうが面喰くらった様子だ。

「調子狂くるうわね。べつにあなたを助けたくて頑がん張ばったわけじゃない。《ミストガン》の代表に絞しぼりカスしかいなかったから、仕方なく手助けしただけよ」

　嫌みったらしく言い残して、連れん絡らく艇ていへ帰き還かんするノエル。しかしミソラは不思議と不快感を覚えず、ノエルの強さばかりが脳裏に焼きついていた。







《ベベル》の防空圏けん内ない。高度四〇〇〇。

「うーん、弱い子。もう少し戦えると思ったのになー」

《ベベル》へ撤収するリーゼリットが、拗すねたようにぷくっと頰ほおを膨ふくらませた。

　中型変キ異メ種ラを誘ゆう導どうし、戦闘の推移を見守るのがあのお方からの指示なのだ。

　ぜんぜん暴れたりないが、今回は見み逃のがしてやることにする。

　無論、リーゼリット自身が全力を出せば、連絡艇の撃げき墜ついは容易い。だが、それをしてしまうと、あのお方からの歓かん迎げい内容に反してしまう。

　それだけは絶対にまずい。

　下手をすれば、《ベベル》の排はい除じよ対象者リストに名が加わる可能性があるからだ。

　戦いの行く末を見届けたリーゼリットは、すぐに《ベベル》への帰路に就つく。

　と。リーゼリットがいなくなった空域の上空にある積雲から、姿を現した者がいた。

　鳶とび色いろの瞳ひとみに金きん髪ぱつの美少年──リバー・エンディケウスである。

　リバーは予定通りだというようににこりと笑い、リーゼリットと同じく《ベベル》の方向へ撤収した。




　　　　＊＊＊




　教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。ノエシス宮きゆう殿でん。議事室。

　浮遊都市連合評議会会場。

　そこに、教皇陛下アークビシヨツプの代理として出席するハルトマン・エンディケウス議長の姿があった。彼をＵ字に囲むように並べられた机には、民意によって選ばれた《ベベル》の評議員たちと行政府のトップたちの姿もある。

　ハルトマンの後ろには、教皇陛下アークビシヨツプが着くべき高たか御み座くらが用意されているが、空席のままだ。

「次は《ベベル》の人事局と都市警察から報告を受けた件です」

　手元にある資料をめくり、ハルトマンが議事を進める。

「行方ゆくえ不明になったクライド・マッケンジー評議員の自宅を捜そう索さくしたところ、玄げん関かんに血の跡あとのようなものを発見したとのことです。また近年の《ベベル》での失しつ踪そう者たちをリストアップしたところ──」

　ハルトマンが話を進めると、《ベベル》の評議員たちの貌かおが明らかに曇くもった。

「ふむ、ここ数カ月の失踪者の数が圧あつ倒とう的てきだな」

「集団失踪じゃないのかね、これは」

「マッケンジー評議員も犠ぎ牲せいになった可能性があるとは」

「あり得ないことだが、組織犯罪の可能性も考えられる。これは大事件だぞ。事実確認が取れるまで、空戦武踏祭エリアルソードを中止するべきだ……っ！」

　評議員たちの批判を浴びながら、ハルトマンが言う。

「空戦武踏祭エリアルソードを中止するつもりはない」

「ば、馬ば鹿かなっ!?　空戦武踏祭エリアルソードの参加者が犠牲になったらどう責任を取るつもりだ……っ!?」

「ハルトマン・エンディケウス議長っ！　貴様、気でも狂くるったかっ!?」

「犠牲になったマッケンジー評議員は、貴様と犬けん猿えんの仲だったからな……っ!?」

「黙だまれ。議長であるわたしは、教皇陛下アークビシヨツプの代理として申し上げているのだ」

　集つどった一同を睨ねめまわし、ハルトマンが進言する。

「空戦武踏祭エリアルソードを中止することは罷まかりならぬ。教皇陛下アークビシヨツプの御ご意い向こうに、逆らうつもりか……っ！」

　教皇陛下アークビシヨツプとは、浮遊都市連合の全権総代のことだ。各浮遊都市の市議会の上位に位置する、この浮遊都市連合評議会のさらに上位存在である。

　簡単に言うと、人類の全権代理者だ。

「だが、如い何かに教皇陛下アークビシヨツプの御意向とはいえ、こればかりは……」

「そもそも教皇陛下アークビシヨツプの口から直接聞かねば信用できかねる」

「そうだ。なにゆえ教皇陛下アークビシヨツプはお出いでにならぬのだ……っ！」

　数名の評議員が告げた。

　事が事だけに、彼らの主張は理解できる。自分も裏の事情を知らねば、彼らと同じことを言っていたに違いない、とハルトマンは思う。

　だが、それは罷り通らぬ。

「落ち着いてください、みなさん」

　そんなとき、若い青年の声がした。出席者たちの視線をその身に集め、エリスと同じ髪の色をした、若手の実業家のような青年が言う。

「我われ々われがここにいるのは争うためではなく、教皇陛下アークビシヨツプの御ぎよ意いを叶かなえるためにいるのです」

　青水晶ブルークオーツのような輝かがやきを持つ瞳に、強くつりあがった眉まゆ。

　背はカナタと同じくらい高く、隙すきのない雰ふん囲い気きを纏まといながら、黒いスーツを着こなしている。

　その者は評議会会長──ゼス・ヴィーゲルトだ。若くして評議会入りを果たしただけでなく、会長職に就く彼は、対魔ま甲こう蟲ちゆう戦において絶大な功績を挙げた空士でもある。政治面でも有能で、浮遊都市間の諍いさかい事を水面下で幾いくつか解決していた。

　評議員の中でもかなりの切れ者であり、黒い噂うわさもあって周囲から怖おそれられていた。

「ここまで来て空戦武踏祭エリアルソードを中止するわけにはいきません。空戦武踏祭エリアルソード自体も無理を言って、各学園浮遊都市に参加を募つのったのです。それをいまさら中止などと。そんなことをすれば他ほかの浮遊都市には、浮遊都市連合の長である《ベベル》がわがままを言っているようにしか映らないでしょう」

　評議員の一人が問う。

「ですが、ヴィーゲルト会長。行方不明者が頻ひん出しゆつするこの状じよう況きようをどうするというのです？」

「空戦武踏祭エリアルソードの出場者は、全員が戦闘訓練を積んだウィザードです。仮にこの集団失踪事件が人じん為い的なものだとして、空戦魔導士候補生である彼らなら充じゆう分ぶんに対処が可能でしょう。むろん我々《ベベル》としても集団失踪事件の解決に向けて最大限の努力をします」

　そう言って、ゼスがハルトマンに視線を送ってくる。

　任せろと言うことらしい。

「議長として問う。結果として、失踪者が出たらどうするのだ？」

「そのときはわたしが責任を取りましょう。僭せん越えつながら、わたしを警備責任者にして頂きたい」

「けっこう。では、警備の責任者はヴィーゲルト会長になってもらおう」

　その後も、評議会はしばし続いた。







《ベベル》。ノエシス宮殿。議長の執しつ務む室。

　会議が終しゆう了りようして間もなくのことだ。

　執務室のドアがノックされ、リバーが貌を出した。

「ただ今戻もどりました議長。こちらが報告書になります」

　リバーからの報告書を受け取り、ハルトマンは整えられた髭ひげを撫なでる。

「ふむ、カナタ・エイジに対する歓迎は、予想以上にいいものになったようだな。実力のほどはどうだった？」

「まだチカラを上う手まく扱あつかえていないようですね」

　連絡艇が襲しゆう撃げきされた際、カナタはほとんど魔ま力りよくを使っていなかった。裏の事情に通じる者が観戦すれば、それは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「ですが彼の戦せん闘とうセンス、戦いの嗅きゆう覚かくについては悪くないです。チカラの扱い方さえ覚えられれば、いい戦力になるでしょう」

「ふむ、ご苦労だった。ついでにもう一人歓迎しておきたい者がいる。次はこの写真の人物だ」

　ハルトマンから手て渡わたされた写真に、リバーは眼めを通す。

「クリスティーナ・バルクホルン、ですか」

「ああ。その人物は今日中に行方不明になることになっている。言いたいことはわかるな、リバー」

「はっ、了解です……っ！」







　　　第二章　《ベベル》で為なすべきこと……







　魔甲蟲の群れとの戦闘のあと、連れん絡らく艇ていは船体チェックを済ませた。

　幸いにして航行に支障はない。《ベベル》が近いこともあって、すぐに航行が再開され、そこへ辿たどりついた。

　甲板デツキから眺ながめるミソラたちの瞳に、教皇浮遊都市《ベベル》の姿が映る。

「うわーっ！　おっきい……っ!?」

　そこに映る巨きよ大だいな浮遊都市を見やり、ミソラが啞あ然ぜんとした。

　それはいままで見たどの浮遊都市より大きい。都市中央には、教皇陛下アークビシヨツプが住むといわれる荘そう厳ごんな宮殿が見て取れる。明日あしたの空戦武踏祭エリアルソードの前夜祭で招かれる予定になっているノエシス宮殿だ。宮殿がある都市中央部を囲うように、幾つもの高層ビルが立ち並び、オフィス街を構築していた。

「都市中心部に宮殿を持つなんて、さすがは教皇陛下アークビシヨツプね」

「知っておるかミソラ？　《ベベル》は教皇陛下アークビシヨツプの所有物なのだぞ」

「馬鹿にしないでよブレア。それくらい知ってるわよ。教皇陛下アークビシヨツプは世界中で唯ゆい一いつ浮遊都市の所有が赦ゆるされた人物なんでしょ」

「では、なぜ《ベベル》が教皇陛下アークビシヨツプの所有物か知っておるか？」

「え、えーっと……そ、それは……」

「教皇陛下アークビシヨツプの絶対的権力の象しよう徴ちようという意味です」

　横で話を聞いていたクリスが補足する。

「浮遊都市連合の行動は、全すべて教皇陛下アークビシヨツプの御意志によって決定されます。言うなれば、教皇陛下アークビシヨツプは人類の全権代理者なのです。それゆえ権力の象徴として《ベベル》を教皇陛下アークビシヨツプの所有物としています。また形式上住民たちは教皇陛下アークビシヨツプのご許可をいただき、住まうことを赦されているということになっています」

　丁てい寧ねいな説明に感心するミソラ。《ベベル》の周辺空域には、鎖くさりで繫つながれた幾つかの巨大な浮遊石の姿があった。大きさは大小様々だが、中には一面緑で覆おおわれた《ミストガン》と同程度の大きさの浮遊石もある。見慣れぬ設備に、レクティが首をかしげた。

「そのぅ……あの周りに浮ういてるのはなんでしょうか？」

「あれも《ベベル》の一部なのです。人工空島メガフロートと呼ばれております」

　おっとりと説明してくれるのは、クリスだ。

「人工空島メガフロートは主にプラント施し設せつが設置されております。いざというとき他の浮ふ遊ゆう都市を支し援えんするための、食料やエネルギーなどのプラントが主です。他には環かん境きよう試験のために密林を再現したものもあり、合計で十三の人工空島メガフロートを抱かかえております」

「うぬ、さすがは《ベベル》であるな」

　得心顔のブレア。

　浮遊都市連合の本部である《ベベル》の規模は、相当なものらしい。

「そういえばクリス。明日の前夜祭では、女め神がみなわたしが教皇陛下アークビシヨツプに謁えつ見けんしてやることはできるのか？」

「それは……どうでしょうか」

　リコの問いに、クリスは僅わずかに表情を曇くもらせる。失礼なもの言いが気に障さわったというより、もっと別のことに気を取られているようだった。

「じつは……《ベベル》では教皇陛下アークビシヨツプが表おもて舞ぶ台たいに貌を出すことは殆ほとんどございません。公おおやけの場にはハルトマン・エンディケウス議長が教皇陛下アークビシヨツプの代理として貌を出しております」

「つまりそれは、長いこと教皇陛下アークビシヨツプの貌を見た者はいないということなのだろう」

　クリスの言げんの裏を読み、リコが言う。

「教皇陛下アークビシヨツプは本当に生きているのか？　じつは崩ほう御ぎよされていて、とっくに本人はいませんでしたというオチじゃないだろうな」

「まさかそのような……」

「そうですよリコさん。不敬ですよ」

　クリスが驚おどろき、ユーリが咎とがめた。

「ふっ、冗じよう談だんだ。あまり難しい貌かおをするな」

　その後、連絡艇は発着場へと到とう着ちやく。《ベベル》に入るための手続きを済ませたカナタたちは、ひとまずホテルを目指すことにした。滞たい在ざい先のホテルについては、《ベベル》が手配済みとのことだ。荷物も別べつ途と、届けてくれるという。

　世界中の学園浮遊都市の代表者たちが集まるということで、明晩には空戦武踏祭エリアルソードの出場者歓かん迎げいを兼かね、前夜祭がある。カナタたちが予定よりも一日早く着いたのは、スケジュールに余裕をもたせていたからだ。魔甲蟲が支配する世界では、予定通り連絡艇が運航できることは少ないのである。

　と。発着場を出たカナタとミソラたち教え子、それに同行するクリスとエリスの八人は、《ベベル》の郊こう外がい──七番街の市街地を歩いていた。

　教皇浮遊都市《ベベル》。世界中に多数ある浮遊都市の中で、魔甲蟲の脅きよう威いから最も遠い空域にある人類の要よう衝しようだ。

　しかし、その《ベベル》の空域で。カナタたちは魔ま甲こう蟲ちゆうの襲撃を受けた。

　これは異常事態だ。いったい《ベベル》でなにが起こってるんだ？

　そういう疑念を抱いだいていたからだろう。彼はすぐに違い和わ感かんを覚えた。

「なんつーか、思ったより活気が少ないんだな。《ベベル》ってどこもこんなもんなのか？」

　七番街の市街地。そこには多くの住居がひしめき、住宅街になっていた。だが、居住区にあるべき人の気配が感じられない。

　住人全員が疎そ開かいしたかのように、静まり返っている。

「それは……」

　一いつ瞬しゆんだけ、クリスが言葉に詰つまった。

「どうかしたのか？」

「いえ。なんでもございません」

　どこか逡しゆん巡じゆんしたような素そ振ぶりを見せたあと、クリスが言った。

「おそらくは、この地区の市民の大半が行政部での仕事に従事しているせいでしょう。ここは《ベベル》の中でも古くから住んでいる住人たちが多いので、行政府との繫がりが強いのです。行政府や繁はん華か街がいがある都市中心部に行けば、活気も感じられるはずです」

「ふーん、ま。それもそうか」

　相あい槌づちを打って、カナタたちは中心部へ向かった。

　中心部に近づくにつれて、次し第だいに活気が出てきた。オフィスビルが立ち並び、私服姿の学生たちや、主婦やサラリーマンの姿も確認できる。

　ここの人々は、九割以上がナチュラルだ。

《ミストガン》の人々のように、魔甲蟲との戦闘訓練を受けていない。

　そのせいだろうか。《ミストガン》の制服姿のミソラたちを見やり、ときたま頭をさげられることがあるのだ。それは軽く会え釈しやくされる程度だったが、いままでそういう尊敬とは無む縁えんだったために、教え子たちの反応も様々だ。

「な、なんかくすぐったいわね……っ!?」

「ふっ、女め神がみなわたしを崇あがめるのはいいことだ」

「あのぅ……わたしたち、なにかしたんでしょうか？」

　ミソラが戸と惑まどい、リコが当然のように勝ち誇ほこり、レクティがおどおどする。

　ナチュラルが大多数を占しめる《ベベル》では、魔甲蟲と戦う空戦魔導士は尊敬されているのだ。

　ユーリとブレアは、クリスとエリスとなにやら話し込んでいる。

「ええ。ユーリさんのご質問の件ですが、《ベベル》の図書館は市民以外の方でも利用できる制度になっています」

「そうですか。答えて頂き、ありがとうございます」

「その……エリス殿どの。セントラルホテルへ行かれたことはございますか？」

「ええ、そこならよく行く劇場が近くにあるから知ってるわ。場所は──」

　などと、《ベベル》の地理について質問していた。

　その後、カナタたちは宿しゆく泊はく先のホテルを確認。このときの時刻は、午後二時半頃ごろ。明晩の前夜祭以外は、これといって予定がなかった。

「さてと。じゃあホテルに荷物を置いたら、早さつ速そく訓練するぞ」

　カナタが飄ひよう々ひようと言い放った。










　訓練グラウンドの近くにある更こう衣い棟とうで着き替がえを済ませ、地上で軽くアップをさせようとする。ミソラたちを連れて、《ベベル》の訓練グラウンドに貌を出すと、すでに先客で埋うめ尽つくされていた。

　他校の代表小隊の学生たちが、空に上がる前の準備体操や軽いランニングをしている。上空の演習空域では、激しく動き回る空士たちの姿もあった。

　訓練に充じゆう分ぶんな広さの空間が見当たらないため、カナタは随ずい伴はんしていたエリスとクリスに相談していた。二人は担当部署にかけ合いに行っていた。

《ベベル》に集つどった強きよう豪ごうたちを、防護服プロテクター姿のミソラが見み渡わたし、

「みんな、自信のありそうな顔つきをしてるわね……っ!?」

「そうか？　わたしにはそうは見えないが」

　さっと後うしろ髪がみを搔かきあげて、リコが言う。

「たかが人間如ごときが集まったところで、女神の足元にすら及およばないぞ」

「あはは、リコさんは相変わらずですね」

　苦笑いするユーリをよそに、自信満々に胸を張るリコ。と、リコはミソラが羨うらやましそうな視線を向けていることに気づいた。

「？　どうしたミソラ？」

「な、なんでもない……っ!?」

　慌あわてて視線を逸そらすミソラ。

　この大舞台であっても、微み塵じんも揺ゆるがぬリコに羨せん望ぼうしてしまったのだ。

　ミソラとて自信がないわけではないが、リコほどではない。

　そんなときだった。

「ふむ。あの者、どうせならいまこの場で手合わせしてみたいものだな」

　ブレアが厳いかつい学生を見やり、好戦的な笑えみを浮かべる。直後、虚こ空くうから魔ま双そう剣けんを出現させ、ブレアはその柄つかを握にぎった。

　周りの仲間たちが怪け訝げん貌がおをする中。レクティだけは──

「あ、あのぅ……ダ、ダメですよブレアさん……っ!?」

　ブレアの意図に気づき、レクティが慌てて袖そでを摑つかむ。

「こ、ここは野の良ら試合禁止です。いくら強い人が多いからって、《オエキス》じゃないですから決けつ闘とうしたら罰ばつせられますよ……っ!?」

「むぅ～、ダメなのか？」

　そう言って、ブレアは瞳ひとみをきらきらと潤うるませ、レクティを見やる。

　まるで大好物を目の前に、飼い主からお預けを喰くらったチワワのような瞳だ。

「そ、そんなだだっ子の眼めで見ても……ダ、ダメです」

「本当にダメなのか？」

「そのぅ……ダ、ダメです」

「本当の本当にダメなのか？」

「あ、あのぅ……そ、そのぅ……ダ、ダメなものはダメなんです」

「うぬぅ～、一人や二人なら斬きりあっても問題にならぬ気がするが」

　レクティに懇こん願がんされ、ブレアはしぶしぶ魔双剣を霧む消しようさせる。

　傍かたわらで二人のやり取りを見守っていたミソラたちが思う。

　まさか野良試合で決闘をしようとするとは……アイゼナッハ流本家の思考、恐るべしっ!?

「見てください、みなさん。空で模も擬ぎ戦をしてますよ」

　ユーリの指し摘てきに、全員が空を見上げる。

　そこには、息の合った見事な連れん携けいを披ひ露ろうする小隊の姿があった。ボタンのない麻あさ製せいの制服を纏まとった学生と黒い防護服プロテクターを着た学生たちが、大気を打ち震ふるわせ、風を踊おどり狂くるわせ、激しい衝しよう撃げきをぶつけ合う。

　組織として統とう率そつのとれた二つの小隊は、無数の空戦機動を駆く使しし、相手の裏をかくために奔ほん走そうした。ときおり一ひと際きわ激しい衝撃が奔はしり抜ぬけ、チカラ尽きた空士がゆっくりと地上へ降下してくる。

　訓練のため、両小隊とも全力ではないだろう。だが空中で奏かなでられる雄ゆう大だいな戦闘交響曲に、ミソラたちは衝撃を覚えていた。

「この人たち全員より強いことを、証明しなくちゃならないのよね……っ!?」

「あ、あのぅ……こんな人たち相手に本当に勝ち続けられるんでしょうかっ!?」

「ふっ、厄やつ介かいな相手のようだな」

「《ミストガン》のＡランク以上の実力者たちですね。しかもその中に各学園のトップの実力者が交ざってます」

「うぬ。これが世界の実力か」

　そう。世界の実力を、彼女たちは揃そろって目まの当たりにしたのだ。

　そんなミソラたちの横顔を覗のぞき込み、カナタは思う。

　不安を覚えているようだな。

　多少の相手なら、動じなかっただろう。だが、ここにいるのは各学園浮ふ遊ゆう都市のトップクラスの実力者たち。

《ミストガン》で完全に負け越こしているミソラたちが、引け目を感じるのも無理はない。

　だがミソラたちの目標は、優勝。

　言い換かえれば、世界最強の証明だ。

　ならば、他ほかの出場者たちより優すぐれたものがなければならない。

　そのとき。訓練スペースを融ゆう通ずうしてくれるようにかけ合いに行ってくれた、エリスとクリスが帰ってくる。

　二人の話によると、交こう渉しようの結果、闘技場を訓練の為ために借りてきたらしい。他校の小隊には秘密にする代わり、明日あしたも訓練に使用していいとのことだ。

　気前のいい対応に、カナタは驚おどろきを覚えながら闘技場へ移動する。そこで、ミソラたちに軽くランニングをさせたあと、集合をかけた。

「今日と明日に訓練したあと、お前らは空戦武踏祭エリアルソードに出場することになってるんだけど」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで、カナタが問いかける。

「この中でクロエやノエルみたいなずば抜けた実力者──Ｓランクに勝てるイメージを持ってる奴やつはいる？」

「さすがにまだそこまでは……」

　ミソラが言葉を濁にごした。

　魔甲蟲を群れごと殲せん滅めつする砲ほう撃げき能力を持つクロエや、ミソラが知る限り世界最強の近接破は壊かい能力を持つノエル。戦闘スキルだけでなく、状じよう況きよう判断力にも優すぐれる二人は、戦いの流れを変えるチカラを持つ存在だ。

　あんなレベルの空士に勝つイメージなんて……ミソラには想像がつかない。

　しかし、カナタは険しい貌かおで言う。

「お前らが優勝を目指すってことは、世界最強になるってことだ。だからさ、いま自分が目標とするべき『最強の存在』をイメージしながら、訓練に臨のぞんでみろよ……っ！」

　世界の頂を取るために、彼は課題を提示した。







　闘技場。観戦席。最前列──

　そこには闘技場で訓練するカナタたちを見守る、エリスとクリスの姿があった。

「ありがとうございました、エリス」

「あら、なんのことかしら？」

「貴方あなたがコネを利用して、ミソラさんたちの為に闘技場を斡あつ旋せんしてくれたことです」

　空戦武踏祭エリアルソードに際し、闘技場は不ふ審しん物などが置かれないように警備態勢が敷しかれている。

　本来ならば、一介の学園浮遊都市の小隊が訓練に使用できるものではない。

「その程度のこと、どうということはないわ。わたしはあの子たちのファン一号だもの。それにわたしではなく、お兄様のチカラがあってこそだし」

　とある事情から、エリスはミソラたちのファンということになっている。

　実際、ファンだからどうこうという約束はしていないが。カナタと賭かけをして負けた以上、Ｅ６０１小隊のファンとして便べん宜ぎを図はかるつもりなのだろう。

　悪戯いたずらっ子の誇りプライドとでもいうのか。こと賭けごとで負けた場合、エリスはきちんと約束を履り行こうしてくるのを、クリスは知っている。

　どこか和やわらいだ心で、クリスはエリスの貌を覗く。

　エリスは宙を舞まうミソラたちを見やり、

「もちろんわたしはファンだから、《ベベル》にいる限りあの子たちが連続失しつ踪そう事件に巻き込まれることはないわよ。謎なぞの犯人によって、行方ゆくえ不明にされることもないわ。もちろん、あの子たちが引き際を弁わきまえればの話だけど」

「引き際……？」

「そう。例えば教官がいなくなったら、あの子たちはそれを捜そう索さくせず、空気を読んで帰ってくれるかしら？」

「………………っ!?」

　とんでもないことを口にされ、絶句するクリス。

「これから不幸が待ち受けるとも知らず、あの子たちものんきなものね。訓練に身が入っていないわ。カナタ・エイジもずいぶんと苦労してるみたい」

　そう言って、エリスはふふっと悪戯っ子の笑みを浮うかべる。

　ここでエリスを諫いさめることは容易たやすいが、彼女の心を変えることはできない。

　エリスの心の闇は深い、とクリスは思う。その上で、なるべくならぶつかり合うことなく彼女を諭さとせたらいいとも。

　幼おさな馴な染じみであるエリスとの関係を崩くずすのは、忍しのびない。

「エリス。貴方あなたは、カナタさんの件で御ご報ほう告こくに向かわなくてよろしいのですか？」

「お兄様には、今日中にお会いするわ。カナタ・エイジを引き連れてね」

「……わたくしも一いつ緒しよに伺うかがわせて頂きましょう」

「かまわないわよ。でも、あなたも気をつけたほうがいいわ。謎の犯人によって、あなたも行方不明にされちゃうかもしれないから」

「……………………」

　エリスの闇やみは根深く、搔き消す光はいまのクリスにはない。

「あら、なにか動きがあるみたいよ」

　沈ちん黙もくするクリスをよそに、エリスは空を見上げて微ほほ笑えんでみせた。







　闘技場。フィールド──

　小隊を二チームに分けて、試合形式で訓練させていたときのことだ。

『レクティ、ブレア。もっと激しく飛び回って……っ！』

　ミソラが指揮するチームが攻せめ込み、

『ユーリ、わたしが援護してやるから自由に動け…っ！』

　リコが指揮するチームが受けて立つ。

　全員、やる気は充じゆう分ぶん。強きよう豪ごうたちを目の当たりにしたことで、モチベーションが高くなっているらしい。

『ミソラ、ユーリ先せん輩ぱいはわたしとレクティで対処する。そなたはリコを頼たのむ』

『わかったわ……っ！』

『リコさん、ミソラさんがそちらへ向かいました』

『わかっている。タイミングを図はかって、ユーリはブレアとレクティから距きよ離りを取れ。一いつ瞬しゆんだけミソラを挟きよう撃げきするぞ』

　激しく飛び回るミソラたち。

　相手の動きに即そく応おうして、対処する動きもできている。

　なによりその一いつ生しよう懸けん命めいさは、これまでずっと彼女たちを見守ってきたカナタにも伝わってきた。

　しかし、〈ホウキ〉に乗って様子を見守るカナタは険しい表情を崩さない。

　普ふ段だんと同じイメージの動きなんだよな。

　宙を舞うミソラたちの動き。仲間同士の声のかけ方。戦術についての考え方。それら全すべての言動が《ミストガン》で訓練していたときと大差ない。

　……一生懸命なのは伝わってくるよ。けどさ、他の代表小隊だってそれは同じなんだぜ。

　さきほど目撃した他校の学生たちは、ほぼ本科生で構成されている。ミソラたちより戦せん闘とう経験豊富で、戦術も幅はば広ひろく、状況判断も早いことだろう。

　本科生中心の小隊相手に、経験値が少ない予科生中心のＥ６０１小隊が勝ち続けるためには……もっと新しい息い吹ぶきを取り込み、Ｅ６０１小隊をさらなる次元に押し上げる必要がある。だからこそ──

『ストップ。一いつ旦たん訓練を中止して、みんな集まってくれ』

　不意にカナタが集合をかけた。

　その指示に従いミソラが集合するも尋たずねてくる。

『ねえ、いきなりどうしたのよ？』

　集まってきた教え子たちは、全員が怪け訝げんそうな貌をしている。

　しかし、カナタは飄ひよう々ひようと言った。

『今日はさ、訓練を中止しよう。みんな、まだイメージが固まってないだろ』

『で、でも訓練をしなくちゃ……』

『焦あせるなよ。イメージトレーニングだって大事なんだぜ。……なあ、さっきはどんな相手を想定して動いてた？　ミーナか？　ノエルか？　クロエか？　その強い相手にどうやって勝つ？　どう練習すれば勝てる？　そこまでイメージできているか？』

『そ、そこまではできてないけど……』

『ですがカナタ先輩。いまは少しでも多く訓練に時間を割さくべきじゃ……』

『あのぅ……中断するのはまずいんじゃないでしょうか？』

　ミソラ、ユーリ、レクティが口を挟はさむ。だが、カナタは──

『焦るなよ。ここで焦ったら、台無しだぜ。お前らが空戦武踏祭エリアルソードで優勝するためにはこれは必要なことだ』

　内心で、カナタが語りかける。

　空戦武踏祭エリアルソードで優勝するっていうのは、世界最強になるってことだぜ。

　変キ異メ種ラを一撃で屠ほふったノエルの姿が、カナタの脳のう裏りに浮かぶ。

　かつて短期留学で《ミストガン》にやってきたノエルは、あれほどまで強力な空士ではなかった。だが、さきほどの連れん絡らく艇ていでは別人のように強くなっていた。

　カナタを強く意識していることといい……おそらく短期留学の際に出会ったカナタのことを、宿敵ライバル視ししているのだ。

　そのことで、ノエルは格段に成長した。

　だが、ミソラたちには宿敵ライバルといえる存在がいない。

　これまで様々な相手と戦ってきたが、互たがいに切せつ磋さ琢たく磨まして、こいつを越こえたいと心から思った相手がいないのだ。

　ミソラたちはこれまで常に格上の者と対たい峙じしてきた。相手の油断を利用したり、隙すきを突つく戦い方もこなせるようになったが、《ベベル》ではそう上う手まくいかない。なぜなら空戦武踏祭エリアルソードでは、対戦相手の事前情報すらない裸はだかの状態で、世界トップクラスの実力者たち───Ｓランクの実力者たちと渡わたり合わなければいけないかもしれないのだ。

　強敵と渡り合うには、自分の中に確固たる目標が必要だ。ノエルが強くなった、カナタに負けたくないという宿敵ライバル心のようなものを湧わき起こさせてくれる目標が……

『お前らが空戦武踏祭エリアルソードで優勝するためには、越えるべき相手が必要だよ。そしてその相手を常に意識し、強くあろうと思い続けなくちゃならない。他の代表小隊の強さを見て、戸と惑まどう気持ちもわかるけどな』

　不安そうなミソラたちを見やり、カナタが言う。

『目標とするべき「最強の存在」をイメージするっていうのは、強敵相手の戦いじゃ必ず励はげみになる。だからさ、一度ゆっくりと目指すべき「最強の存在」のイメージを固めてみろよ』







　訓練中断後。《ベベル》。闘技場の外。

「明日あしたは強敵を前にしたときの対処法について、模も擬ぎ戦を通じて教えてやるよ。今日の課題が必要になるかもしれないから、よく考えておくこと。じゃ、そういうことで。お前らはこれから社会科見学な。自由に見たいところを回ってこい」

　更こう衣い棟とうで着き替がえを済ませたミソラたちに、カナタが言った。

　どうやら社会科見学と称しようして《ベベル》を観光させ、クリスには一旦里帰りをさせるつもりらしい。エリスとはここでお別れということになりそうだ。

「そういえば、大事なことを言い忘れておりました」

　不意にクリスが切り出した。

「《ベベル》を歩くときは、なるべくおひとりにならないようにお気をつけください。それと人目が少ないところは避さけることを心がけてください」

「んっ、どうしてだよ？」

　課外活動の一いつ環かんとして捉とらえれば、それぐらいの縛しばりがあるのは当然だ。しかし、カナタが尋ねたのはクリスの言葉に、それ以上の重みを。なにかそれ以上にもっと伝えたい意図を感じ取ったからだろう。

「その……たまに暴漢がでるらしいのです。空戦武踏祭エリアルソードの出場者が、慣れぬ土地で眼めをつけられてはたまりませんから」

　ちらりとエリスの顔色を窺うかがったあと、クリスが言った。その仕草を、カナタは見み逃のがさなかった。

　怪訝貌でリコが問う。

「暴漢がでるとは、都市警察があまり機能していないのか？」

「……いえ、そのようなことはないのですが。その……みなさまの安全を第一に考えるためです」

　やや言葉に詰つまりながら返すクリス。

　そのとき、エリスがカナタの前に立ち、淑しゆく女じよの微笑みを装よそおう。

「ねえ、カナタ」

「？　なんだよエリス？」

　怪訝貌をするカナタの前で、エリスは淑女の笑みを崩さず告げる。

「三さん位み一体の変キ異メ種ラから助けて頂いたお礼をまだしていなかったわ。せっかく《ベベル》まで来たのだから、わたしの家でお礼をさせて頂けないかしら？」

「んー、べつに礼とかは要いらないけど」

「そんなこと言わずに、人助けだと思って来なさいな」

　裏表のある貌を、エリスはきちんと使い分ける。

「それに浮ふ遊ゆう都市連合評議会の会長をしているわたしのお兄様がぜひ、あなたにお会いしたいと言っているの」

「？　浮遊都市連合評議会の会長……？」

「《ベベル》の教皇陛下アークビシヨツプの御意志を、浮遊都市連合としての行動に反映するのが浮遊都市連合評議会です。その会長ということは、教皇陛下アークビシヨツプに次ぐ権力の持ち主でもあります。現会長のゼス・ヴィーゲルト様は史上最年少で、その役職に就つかれています。空士として莫ばく大だいな戦功を挙げただけでなく、政治家としても非常に優ゆう秀しゆうな方ですよ」

　クリスが説明してくれた。

　エリスが交こう渉しようして闘技場を借りられたのは、兄の威い厳げんのお陰かげだったのだろう。

　そんなことを一いつ切さい知らなかったミソラたちは、

「う、うそっ!?　エリスさんって、そんなにすごい人の妹だったんですか……っ!?」

　当然驚おどろきを露あらわにした。

　ミソラ以外にも、教え子たちは口々に驚きよう嘆たんの言葉を漏もらす。カナタはというと、無言のままエリスを凝ぎよう視しするだけだ。

　そんな視線を受け止め、エリスは恍とぼけたように口元に手を当て、

「あら、教えなかったかしら？」

「き、聞いてません……っ!?」

　ミソラが反論するが、エリスは悪戯いたずらが成功したかのように微ほほ笑えんでみせた。その微笑みを見て、何か企たくらみごとがあるようだとクリスは感じ取り、

「では、わたくしもご挨あい拶さつに伺うかがわせてもらいましょう」

「いいのか？　クリスは家族に挨拶しなくて？」

「その……評議員へのご挨拶も同じくらい大事なことですから。かまいませんよね、エリス」

「ええ、もちろんだわ。あとはそうね……」

　エリスはミソラたちを見やる。

　ミソラたちが眼を輝かせ、わたしも一緒に行きたいと訴えてきた。

「さすがに教え子のみなさん全員は無理よ。誰だれか一人だけ代表として来てくださると助かりますわ」

　指し摘てきを受けたミソラたちは、お互いに貌を見やり、相談を始める。

「そういうことでしたら仕方ありません」

　最初に口を開いたのは、ユーリだ。

「ミソラさん。代表をお願いしていいですか」

　その一声に応じ、リコ、レクティ、ブレアの三人も口を開く。

「ふっ、不本意だが代表といえばミソラだな。エリスの兄とやらに、わたしの偉い大だいさを伝えておいてくれ」

「そのぅ……ミソラさん。カナタさんを、お願いします」

「うぬ、主あるじを頼たのむぞミソラ」

　小隊を率いる者として、ミソラが信しん頼らいを勝ち取っているらしい。

　これまでの努力が、実を結んだ結果といえるだろう。

　そんな光景を見やり、カナタが内心でつぶやく。

　へっ、よかったじゃんかミソラ。お前はもう小隊長であることを悩なやむ必要はねーよ。

　どこか満足そうに頷うなずき、カナタが言う。

「わかった。んじゃ少しの間、別行動を取ろう。俺のお供は、Ｅ６０１小隊を代表してミソラ。よろしくな」

「うん、わかったわ」

「残りのみんなは、一人で行動しないようにしてくれよ」

　するとリコとユーリ、レクティとブレアはそれぞれ貌かおを見合わせ、どこかへ歩き出す。

　かくしてカナタたちは、それぞれの目的を抱いだきながら、《ベベル》を散策することになった。







《ベベル》行政府管かん轄かつ下、中央図書館。

　世界中の浮遊都市で出版された書物が集められる、最さい高こう峰ほうの図書館には、リコとユーリの姿があった。彼女たち二人は、机に向かって借りてきた蔵書を読み漁あさっている。

　この中央図書館は一階から十二階までの全すべてが蔵書で埋うめ尽つくされ、価値あるものも多く眠ねむっている。そのため、《ミストガン》の図書館とは比べようがないほど大きい。ユーリが本を借りる際、図書の迷宮ダンジヨンかも、と思ったほどだ。

　蔵書に眼を通し始めてしばらくし、ユーリが口を開いた。

「リコさん。カナタ先せん輩ぱいから出された課題の件なんですが」

「ああ、そちらもこなさなければならないな。そういえばユーリ、質問がある。訓練中にキミは誰の姿をイメージしていた？」

「最初は、一いつ緒しよに戦っていたときのカナタ先輩の姿をイメージしました。ですが……」

「ああ。いまのあの男は魔ま力りよくがほとんどない。最強とは程ほど遠とおいな」

　ユーリが濁にごした先を、リコが声にした。

　飛行魔術の使用すら避けるカナタは、継けい戦せん能力の面で明らかに劣おとっている。

　空士として致ち命めい的てきな欠点だ。

「最強という言葉を戦せん闘とう力で捉えれば、そういうことになるんでしょうね。リコさんは誰をイメージしたんですか？」

「ふっ、端たん的てきに言えば──わたしだ」

　や、やはりそう来ましたか……っ!?　動じぬリコを見やり、ユーリは驚き呆あきれかけるが、

「冗じよう談だんだ。最初はフロンの姿をイメージした。だが、しっくりこなくてな。次にイメージしたのはわたし自身だ。しかし、それもしっくりこなかった」

　結局、リコもユーリも「最強の存在」をイメージして訓練に臨のぞめなかったようだ。

「リコさんも上う手まくイメージできなかったんですか」

　相あい槌づちを打ちながら、ユーリは思う。以前のリコさんだったら、お姉さんのことを「最強の存在」と考えたはずだ。しかし、そのお姉さんでさえ敵かなわなかった三位一体の変キ異メ種ラを、リコさんは撃げき破はした。

　そのことで「最強の存在」の基準が変わったのだろう。

　圧あつ倒とう的てきな敵であっても、戦い方次し第だいではなんとかなる。カナタという教官のもとで、全員が学びとったことだ。

　おもむろにユーリが言う。

「最強といえば、カナタ先輩のあのチカラ。あれはおそらく《崩ほう力りよく》というものではないでしょうか？」

　世間では、《崩力》は都市伝説の類たぐいとして扱あつかわれている。

　だが《ミストガン》における、連続傷害事件の犯人──レアルとの戦闘。その際ユーリは、《崩力》の存在を確かに感じていた。

「そうかもしれないな。これにさっと眼を通してみてくれ」

　そう言って、先程まで眼を通していた専門書をリコが手て渡わたした。この二人が図書館にいるのは、きちんとした理由があるのだ。

　ぱらぱらとページを捲めくるユーリに、リコが言う。

「いまキミが持っている本には、《崩力》についての考察が書かれている」

　そう前置きして、リコはさきほど吸収した知識を伝える。

「本の内容を要約するとだ。捕ほ獲かくしたアルケナル級に対し、ある特とく殊しゆな条件下で人類の魔力を注ぎ込んだところ、呪じゆ力りよくと反応し、大規模な爆ばく発はつが起こった。そこから研究を進め、呪力とは魔力と反発する位相を持つ事象干かん渉しよう力同士であることが判明した。そのため、呪力と魔力を合成させると対つい消しよう滅めつを起こし、エネルギーが生じるという仮説が生まれたという経けい緯いが書いてある」

「対消滅……？」

「この世界で最も効率のいいエネルギーの変へん換かん方法だ」

　淡たん々たんとリコが説明する。

「《崩力》のケースだと、反発する位相を持つ事象干渉力同士を繊せん細さいに合成させることで、それぞれの位相を消滅させて、究極的に昇しよう華かされた事象干渉力のみを取り出しているんだ。もっとも《崩力》……世界の理ことわりを崩くずす膨ぼう大だいなチカラの存在は、仮説で証明されているに過ぎないがな」

「なぜ仮説どまりなんですか？」

「簡単な話だ。二に力りきの合成が少しでも乱れれば、即そく座ざに大爆発する。野生のアルケナル級の意思で操あやつる呪力と、人間が意思で操る魔力を、繊細に合成させるなんて不可能だ。ゆえに万融錬金士アルケミストたちは、いまだに《崩力》の存在を証明できていない。その本に書いてあるのはそんなところだ」

　興味深い話だと思いながら、ユーリも自分の読んだ本の内容を要約して伝える。

「わたしが読んだ本には、呪力の歴史に関する考察が──」

　呪力に関する情報は、ほとんど知られていない。各浮遊都市で知り得た情報は《ベベル》へ集積されるが、そこから外部に伝わることはないのだ。

　新種の変キ異メ種ラやその特性に関する情報は降りてくるというのに……呪力とはなんなのか？　魔ま甲こう蟲ちゆうとはなんなのか？　その根源的な情報は、全く降りてこない。

　何も判明していないということはないだろう。

　現に空戦武踏祭エリアルソードの優勝者には、『世界創世の真実』が明かされるらしい。しかしその事こと柄がらに、呪力の情報がどの程度含ふくまれるかは不明のままだ。だからこそ二人は、世界中の情報が集まる《ベベル》の図書館で、カナタのチカラの源を調べようとしているのだ。

「ふぅ、さすがにこれだけの蔵書を漁ると疲つかれるな」

「少し休きゆう憩けいしましょう。これ以上続けても効率が悪くなる一方ですし、『最強の存在』についても考察しなければいけません」

　ユーリの提案を受け、二人は揃そろって席を立った。




　中央図書館の一階。談話室。

　書しよ籍せきに眼めを通すのに疲れた二人が、ソファーに腰こしかけてうーんと伸のびをした。自じ販はん機きで買ったお茶に口をつけながら、二人は談話室に設置されたモニターを見やる。

　アナウンサーが《ベベル》で起きたニュースを伝えていた。

　禿はげ頭あたまの中年男性の写真と、行方ゆくえ不明のテロップ。そして自宅の映像が流れる。

『行方不明となったマッケンジー評議員宅では、血けつ痕こんのようなものが見つかっており、都市警察ではマッケンジー評議員が何らかの事件に巻き込まれた可能性があると見て──』

「ふっ、わたしより大々的に扱われるとは。誰だ？　あれは？」

「浮ふ遊ゆう都市連合評議会の評議員ですよ。浮遊都市連合の行動について審しん議ぎする要人です」

「ふむ。それが、この《ベベル》で行方不明になるとはな……」

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　犯人が早く捕つかまるといいですね」

「なあ。果たして捕まえられる犯人なのか？」

「どういう意味ですか？」

「この世界の人間が評議員を襲おそうメリットとデメリットを比ひ較かくしてみろ。如い何かに政治的思想イデオロギーの違ちがいがあれ、結果として世界秩ちつ序じよを貶おとしめる行こう為いになるんだぞ。魔甲蟲の襲しゆう撃げきにあったと考えるほうが、わたしには納なつ得とくできるな」

「あのですねリコさん。そちらのほうがあり得ませんよ」

　突とつ拍ぴよう子しもない考えを否定し、ユーリが言う。

「まず第一に《ベベル》は、他ほかの浮遊都市によって安全が確認された空域を飛行しています。だからこそ魔甲蟲が正確ピンポイントでマッケンジー評議員を襲ったというのは不自然です。それにです。仮に魔甲蟲によってマッケンジー評議員が殺害されたとしましょう。そうしたら、世界中の人々の記き憶おくからマッケンジー評議員の記憶が消えるはずです。ですが、少なくともこのアナウンサーは覚えています」

「ふむ。まず《ベベル》が極きわめて安全な空域を飛行しているとの件だが、現にわたしたちは《ベベル》の周辺で魔甲蟲の襲撃を受けている。次に魔甲蟲がレアルのように知性ある存在だとしたら、道具を使って人を殺害することが可能だ。その場合、記憶はどうなる？」

「それは……消去されません。呪力以外とは関係ない方法で殺害されていますから。例えば飛空艇ていが魔甲蟲に襲われた場合でも、飛空艇の墜つい落らく事故で死亡した人間についての記憶は、消失しないのと同じです。……ですが、リコさんの発言は突拍子もなさすぎです。それだと魔甲蟲が敢あえて人間の振ふりをして、マッケンジー評議員を殺害したことになります。人間に偽ぎ装そうした魔甲蟲がいる可能性を考えているんですか？」

「わたしも極論だとは思っている。だが、どうも《ベベル》に来てから胡う散さん臭くさくてな。空戦武踏祭エリアルソードの開かい催さいされる時期に、魔甲蟲の襲撃、評議員の失しつ踪そう。どうも良くないことが続きすぎていないか？」

「……その点に関しては、わたしも同じことを感じていました。ですが、それはいま考えても仕方ないことです。わたしたちが調査するには情報が不足しすぎています」

　言い切ってから、さっきからリコさんと難しい話をしてばかりだな、とユーリは思う。これでは休憩すらままならない。うーん、どうすべきか？　ユーリが悩むと、不意に赤あかん坊ぼうの泣き声が聞こえてきた。

　ユーリが声のするほうを見やると、談話室の端はしにぽつんと置かれたベビーカーがあった。その周囲に保護者の姿は見当たらない。

「どうやら親おや御ごさんが近くにいないようですね」

　ソファーから立ち上がり、ユーリが言う。

「さて、行きますよリコさん」

「行くとは……どこにだ？」

「あの赤ん坊のところに決まってるじゃないですか。こらこら、面めん倒どくさがらないでください」

　談話室には他に何人かの市民の姿があった。だが、突然の事態に思考がフリーズしているらしい。嫌いやがるリコの腕うでを引っ張り、ユーリはベビーカーへ歩み寄った。

「ほら、怖こわくないですよ」

　それから泣きわめく赤ん坊に向かって、いないいないばあーをしてみせる。貌かおを手で覆おおったあと現れるユーリの貌に、赤ん坊は一いつ旦たん安心感を覚える。しかしすぐに、声をあげて泣き出した。

　このままでは……と、困こん窮きゆうしたユーリが助けを求める。

「リ、リコさんっ!?　リコさんも手伝ってください……っ!?」

「面倒くさいのは嫌きらいだ。断る」

　リコは断固として関かかわるつもりがないらしい。

　正せい攻こう法ほうでは無む駄だだと悟さとったユーリが一計を案じる。

「おやおや、女め神がみのチカラは困っている赤ん坊一人救うことができないんですか」

　リコの眉まゆが一いつ瞬しゆんぴくっとはねたのを、ユーリは見み逃のがさなかった。

「困りましたね。女神なリコさんでも救えないものがあるとは……。この世界に女神なリコさんの加護が届かない存在がいるなんて、知りませんでした」

「むっ、女神なわたしの加護は世界にあまねく行きわたる」

　腕を組んだリコが鼻で笑った。

「ふっ、見ているがいいユーリ。女神なわたしのチカラを披ひ露ろうしてやる」

　そう言って、リコは自信満々に赤ん坊のもとへ歩み寄る。優やさしく赤ん坊を抱だき上げ、そっと腕の中で優しくあやす。

　ぴたりと赤ん坊が泣きやんだ。ビーナス像のように美しい、リコの貌を眺ながめている。

　これは効果があったか、とユーリが思いかけたとき──

「やっぱりダメですねリコさん。ぜんぜん通じてませんよ」

　三み度たび泣き出した赤ん坊を見やり、ユーリが告げた。どうやらリコの美び貌ぼうでも、効果がないらしい。

「貸してください。こうですよこう。よしよし、よしよし」

　泣き続ける赤ん坊をリコの腕から奪うばい取り、ユーリが必死にあやす。だが、ユーリの腕の中でも赤ん坊は泣きやまない。

「ぜんぜんダメみたいだな」

「リ、リコさんに言われたくありません……っ!?」

「あやしてダメだというなら、そうだ……お腹なかが空すいてるんじゃないか？」

「お腹、ですか？」

　近くにベビー食などあるわけがない。どうすれば、と困窮するユーリに、リコがとんでもないことを言い放つ。

「………………ユーリ、おっぱいだ」

「……………………」

　きょとんとしたユーリが振り向くと、僅わずかに頰ほおを朱しゆに染めたリコの姿があった。

「聞こえなかったのか？　お、おっぱいだと言ったんだが……」

「き、聞こえてますよっ!?　というか……お、おおお、おっぱいって……っ!?」

　貌を真っ赤にして、ユーリが聞き返す。だが、リコは気まずそうに視線を逸そらすだけだった。つまり──

「わ、わたしのですかっ!?」

　思わず声を荒あらげて、ユーリが主張する。

　えっ!?　えっ!?　わ、わたしがこんな人目のある場所で──お、おっぱいを……っ!?　ユーリの眼前には、泣きやまぬ赤ん坊の姿があった。

　な、なるほど。たしかにお腹が空いている可能性はあるかもしれません。で、ですがっ!?

　こ、ここでおっぱいは……っ!?　苦く渋じゆうのあと、ユーリが言う。

「リ、リコさんが使えばいいじゃないですかっ!?　わ、わたしは嫌です。こんな公衆の面前で……」

「じゃあキミはこの子を見捨てるというのか？　こんな慎つつましやかに生きている尊い命を」

「そ、それとこれとは話が別ですっ！　というかそこまで言うなら、リコさんがその……お、おっぱいを……」

「自分の代わりに愛すべき後こう輩はいのものを差しだそうとするとは……なんて先輩だ。あの男が聞いたら、悲しむな」

「こ、この件に関しては、先輩と後輩は関係ありませんっ!?　というか、こういうときばかり先輩扱あつかいしてリコさんはずるいです……っ!?」

　そのあと、リコとユーリのどちらのおっぱいを使うかで言い争う。結局二人で、交こう互ごに抱きかかえあやすこととなった。しばらくして保護者と思おぼしき女性が姿を現し、赤ん坊の件を説明した。

　どうやら本を借りるために、一時的に眼を離はなした際のトラブルだったらしい。

「……女神の威い厳げんもイマイチですね」

「……《空穿の閃跡ブリユーナク》が赤ん坊に振り回されるとは、情けないことだな」

　二人はソファーへと戻もどり、気まずそうに愚ぐ痴ちっていた。だが、いつまでもそうしているわけにはいかない。

　この二人にはカナタからの課題が残っているのだ。

「さてと、それじゃあ『最強の存在』について考え直しましょうか」

　ユーリが進言し、考察を再開しようとしたそのとき。唐とう突とつにおぎゃあという赤ん坊の泣き声が聞こえた。

　その瞬間、リコとユーリは二人揃って談話室の隅すみを見やる。

　赤ん坊が泣きだしていたが、すぐに母親があやし始める。すぐに泣きやみ、談話室が穏おだやかさを取り戻したときだ。

　どうやら談話室に居合わせた来館者たちも、赤ん坊へ視線を移していたらしい。大事には至らなかったことを確認し、全員が安あん堵どとともに視線を戻した。

「あの赤ん坊、なかなかやるな」

　リコが認めたように言う。

「ミルクを与あたえなければ生きていけないし、自分ひとりではトイレにすら行けないのに、このわたしを使ってみせる」

「ええ。泣き声一つで、わたしたちを動かすチカラがありますね」

「ひょっとしたら……隊長であるミソラより、女神なわたしを動かすチカラがあるかもしれない。自分では立つことすらままならないというのに、不思議なものだな」

「そうですね。リコさんの言う通り、赤ん坊は身体的には弱者です。ですが、わたしたちはあの赤ん坊の為ために動こうと思いました」

　二人の実力ある空士を含ふくめた談話室の全員が、赤ん坊の為に動かされてしまった。あの赤ん坊は、この場の誰だれよりも強い。

　なぜならば──

「あの赤ん坊には、きっとこの場の全員を動かすチカラがあるんだと思います。弱いけど、周りの人の心を動かすことができる。赤ん坊ってそういう存在ですよね」

「なるほど。たしかにそういうものかもしれないな」

　相あい槌づちを打つリコは、過去に想おもいを馳はせるかのように神しん妙みような表情だった。

「どうしたんですかリコさん、どこか遠い眼めをして？」

「まあ、こういう経験は以前にもあったからな」

　ぼそっとつぶやいたあと、おもむろにリコは言葉を繫つなぐ。

「なあユーリ。三さん位み一体の変キ異メ種ラのとき、わたしは〝神憑きツヌグイ〟を発動できず、あの戦場において足あし手で纏まといに他ほかならなかった。だがそんなわたしのために、ミソラたちは救きゆう援えんに駆かけつけてくれた。そしてそのお陰かげで……」

〝神憑きツヌグイ〟を発動できた。

　そのことはユーリもよく知っている。

「あのときのミソラさんたちにとって、リコさんは心の原動力になっていたと思います。そうでなければ、あの変キ異メ種ラとの戦場に駆けつけてくれなかったでしょう。弱い誰かが心の原動力になった経験は、わたしにもあります」

　その経験と「最強の存在」は大いに関係がある、とユーリは思う。

　カナタが言った「最強の存在」とは、強者と戦う上で励はげみになる存在。それが強いか強くないかには触ふれられていない。

「この段階まで来れば、キミなら察しはつくと思うが。あの男が言う『最強の存在』というのは、ひょっとしたら……」

「ええ。ひょっとしたら、強くなくてもいいのかもしれません」

　強くなくていい「最強の存在」。その人物の姿を二人は思い浮うかべ、

「わたしはもう決まったぞ」

「ええ。わたしもです、リコさん」

　お互たがいに笑えみを零こぼし合った。







　リコとユーリが調べものに奔ほん走そうする一方──

　レクティとブレアの姿は、大きな劇場に面した通りにあった。

　街灯と高層ビルが覗のぞく都会的な雰ふん囲い気きの通りを歩きながら、訓練が中断された原因を考えていたレクティが口を開く。

「あのぅ……ブレアさん。ブレアさんは誰を『最強の存在』としてイメージしていましたか？」

「私がイメージしたのは、アイゼナッハ流魔ま双そう剣けん術じゆつの創始者であり初代当主でもあるアルバート・アイゼナッハだ。おそらくはそなたも同じであろう」

「はい。わたしたちにとって、子供の頃ころからずっと初代当主を越こえるように教え込まれてきましたから。ですけど……」

「うぬ。あらためて考えると難しいものであるな」

　臆おく面めんもなく、ブレアが言う。

「初代当主の実力など、正直知らん。それにアイゼナッハ流は、最強の魔双剣術と称しようされることはあっても、最強の戦せん闘とう術と称されることはない」

「たしかにブレアさんの言う通りですよね。戦い方次し第だいでは、アイゼナッハ流だって無力化されちゃいます。単純なチカラでは測れるものじゃないですよね」

「うぬぅ～～～～～～……っ！」

　ブレアの眼がぐるぐるになる。

　なにが最強で、なにが最強でないのかわからない。

　かつての自分だったら……手当たり次し第だいに強者を倒たおし、自分より強い者がいなくなれば、最強だと答えたことだろう。

　世界で一番強いこと。それは間ま違ちがいなく最強だろう。

　しかし、一方でブレアはこう思うのだ。

　主あるじが求める最強の基準は、そんなに安っぽいものなのか。もっと意図が隠かくされているのではないかと。

「あのぅ……ブレアさん。わたし、最強はわからないんですけど、最弱はわかる気がします」

「むぅ、どういう意味だ？」

「あのぅ……《メルキア》との交流戦のときなんですけど……」

　レクティがなにか言いかけたとき、

「待て、レクティ。話は中断だ。着いたぞ」

　目的の場所へ着いたブレアが足を止める。

　二人の視線の先には、九階建ての立派なホテルがあった。

「そのぅ……ここのホテルなんですね」

「う、うぬ。入るぞ」

　やけに緊きん張ちようした面おも持もちで、レクティとブレアの二人がロビーへと入っていく。そのまま重い足取りでフロントへと向かい、ここのホテルへ滞たい在ざいしているある人物との連れん絡らくを頼たのんだ。

　ソファーへは腰こし掛かけず、二人はそわそわとした面持ちで待ち続ける。レクティはまだしも、大だい胆たんなブレアがそわそわするのは妙みようだ。

　しかし、その答えはすぐに明らかになった。

　一階のエレベーターのドアが開き、中からずっと気になっていた少女が現れたのだ。

　薄うす緑みどり色のウィンドブレーカーに、デニムを纏まとった少女だ。髪かみの色は、ブレアと同じ白はく銀ぎん色。しかし、似ているのは髪の色だけ。それ以外は、まるでブレアと異なった。

　くりくりとした愛くるしい瞳ひとみに、幼げでかわいらしい顔立ち。年ねん齢れいはレクティやブレアより、一歳年下。その割にもっと年下に感じられてしまうのは、肩かたを負傷し戦闘から遠ざかっているためだろうか。

　その少女の名は、アリア・アイゼナッハ。諸事情で疎そ遠えんになっていた、ブレアの妹だ。

　諸事情でレクティやブレアと生き別れになっていたが、この度たび、空戦武踏祭エリアルソードの応おう援えんという名目で会うことが赦ゆるされたらしい。

　強者に対して、アイゼナッハ家は寛かん容ようなのだ。

「あっ！　お姉ちゃん」

「おおっ、アリア……っ!?」

　ブレアの相そう貌ぼうからは、険しさがすっかり抜ぬけ落ちていた。

　長年生き別れだった溺でき愛あいする妹にようやく出会え、感動で瞳を潤うるませてすらいる。

　そして、こちらに向かって駆けてくるアリアをブレアが抱きしめようとした途と端たん。感かん涙るいにむせぶブレアを自然な仕草で無視スルーし、アリアはレクティへ駆け寄った。

「あの、レクティお姉ちゃん。お姉ちゃんが色々と酷ひどいことをして、ごめんなさいっ！」

　そう言って、さっと頭をさげてきた。

　どうやら妹離ばなれできないブレアと違い、アリアは相当なしっかり者らしい。しかも、アイゼナッハ本家のヘンな常識にも毒されていないようだ。
















　これで長年の不安が解消されるはずだった。

　しかし、問題はもうひとつあった。普ふ段だんは大人しく小動物のようなレクティが、このときばかりは、

「[image: う濁点]ぅっ、その[image: ぅ濁点]……アリ[image: ア濁点]ざん───っ!?」

　貌かおをくしゃくしゃにして、いきなりアリアへ抱だきついたのだ。

「お、落ち着いて。レクティお姉ちゃん」

　レクティの背中を優やさしく摩さすり、なだめるアリア。

　もしこの場にカナタがいたら、どっちが年上かわかんねーな、と鼻で笑ったことだろう。

「ぬぅ。ア、アリア……っ!?」

「ダメだよお姉ちゃん。レクティお姉ちゃんのほうがいまは大事。どうせいつもみたいに、周りの人たちを振ふり回して、迷めい惑わくをかけてるんでしょ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ。わ、私は一いつ切さいそんなことなどしておらんぞ」

「ホントかな？　同じ小隊の人に暴力を振るったり、自分勝手な理り屈くつを捏こねて横暴なこととかしてない？」

「も、もちろんだ。わ、私はアイゼナッハの魔双剣士として恥はずべきことは一切しておらぬ……っ!?」

「ねえレクティお姉ちゃん、ホント？」

「そ、そのぅ……」

　ようやく泣きじゃくるのをやめたレクティへ話を振る。

　ど、どう答えたらっ!?　実際、ブレアさんの暴走はよくあることですし……っ!?　困こん惑わくしていると、アリアの背後でブレアが拝む仕草をしてみせる。

「は、はいっ！　も、もちろんです……っ!?」

「ホントにホント？」

　じーっとアリアが、瞳を覗いてくる。

　レクティは困ったように俯うつむき、視線を逸そらしていた。

　そのことをアリアが追つい及きゆうするより先に──慌あわててブレアが口を開いた。

「そ、そうだ。そんなことより、例の件で助力してほしいのだ。場所を移すぞ……っ!?」




《ベベル》の市街地。ファミレス。

　紅茶とケーキを味わいながら、レクティたちはテーブルに着いていた。

　道中、アリアの負傷の件にも触れたが、鋭えい意いリハビリ中とのことだ。痛めていない右みぎ肩かたで魔剣を握にぎり、鍛たん錬れんをすることもあるらしい。

　一通り旧交を温めたあと、アリアが鞄かばんから数冊の書物を取り出す。

「それとお姉ちゃん、はいこれ。頼まれていたもの」

「うぬ、助かったぞ。アリア」

　ブレアが受け取ったのは、アイゼナッハの本家に伝わる古文書だ。大陸時代から続くアイゼナッハ一族の歴史と、その当時の出来事が大まかに記されている。ここにカナタの事情に関するヒントが書かれているのでは、とレクティとブレアは考えたのだ。

「お姉ちゃんが古文書に眼めを通すなんて珍めずらしいね。いまさら歴史の勉強をしたいなんて」

「う、うぬ。わ、私もアイゼナッハの一員として歴史を学びたいと思ったのだ」

　まさかカナタの事情を話すわけにもいかない。

　苦し紛まぎれに建前を口にしたあと、ブレアが気を取り直して言う。

「さて、二人で眼を通すぞ。レクティ」

「はい、頑がん張ばりましょう」

　アリアが見守る中、二人は真しん剣けんに古文書に眼を通した。

「あのぅ……何年にあった大規模な空戦で、誰だれそれが功績を挙げたという記述が多いですけど、少し気になる箇か所しよがあります。そのぅ……ここの部分なんですけど、初代当主様の時代になって初めて魔ま甲こう蟲ちゆうが確認され、呪じゆ力りよくという言葉が生まれたらしいです。それ以前の歴史において、人類は二大勢力に分かれて戦争していたとの記述がありました」

「うぬ。初代当主──アルバート・アイゼナッハは、大陸での戦争を始めとする激動の時代を生き抜いた人物だ。《オエキス》に武門を構えるまで、放ほう浪ろう生活を送っていたらしいので、見聞も広いことだろう。初代当主の手記に眼を通せればいいかもしれん。だが……」

　初代当主はアイゼナッハの創始者であり、剣けん神しんと称たたえられる伝説的な存在だ。その手記は神聖視され、本家の蔵に大事に保管されている。

《オエキス》を去った二人がそれに眼を通すのは、あまりにも難しい。

　そんなとき、アリアが口を開いた。

「あのさ。お姉ちゃん、それならちょうどいいのがあるけど見てみる？」

「ちょうどいいのとはなんだ？」

「これ」

　アリアが鞄から、さらに二冊の本を取り出した。

「アイゼナッハ初代当主の手記。ほら、持ち出し禁止の蔵に入ってるやつ」

「ア、アリアさんっ!?　な、なんてことを……っ!?」

「そっ、そのようなことをして大丈夫なのか……っ!?」

「大丈夫だよ。他ほかならぬお姉ちゃんの頼みだし。それにほら、うちの家族って戦いしか知らない人が多いっていうか。古文書の歴史的な価値なんてわかってないと思うし」

「で、ですけど、現当主様に怒おこられてしまいませんか……っ？」

「問題ないよレクティお姉ちゃん。だって、修行中のお姉ちゃんがもの頼むなんて、よっぽどのことだし。それにお姉ちゃんがわたしに歴史の勉強をするっていう噓うそをついてまで、知りたいことがあったんでしょ。だったら、少しぐらい協力しなくちゃね」

「その……気づかれていたのか。かたじけない」

「いいのいいの。ほら、遠えん慮りよせず調べてちょうだい」

　そう言って、アリアは初代当主の手記を渡わたしてくれた。

　門外不出であるその手記には、大地から大空へと人類が居を移す中で失われてしまった歴史が書かれていた。

「あ、あのぅ……大陸時代の戦争末期に、魔甲蟲という言葉が生まれたらしいですよ」

「うぬ。呪力という言葉もそうらしいな。当時の人々は、戦争で劣れつ勢せいになった勢力が生み出した生物兵器だと考えていたらしい」

「でも、初代当主はそうじゃないって書いています」

　手記に眼を通すレクティの貌が、一気に青ざめる。

「あ、あのぅ……ブ、ブレアさんっ!?　初代当主は目もく撃げきしたらしいです。大陸上空に生じた《ゲート》から魔甲蟲が出現したっていう記述が……っ!?」

「なんだそれは……っ!?」

　二人が驚おどろくのも無理はない。

　魔甲蟲の生態は未いまだに明らかになっていない。どこから来ているのか。どこから生まれているのかは、ここ数百年謎なぞのままなのだ。

　もし《ゲート》が意味するとおり『門』を指すなら、これは重大発見だ。

「レクティ、早く続きを教えてくれっ！」

「は、はいっ！　あ、あのぅ……初代当主は目撃した《ゲート》のことを周りに教えたらしいです。でも、当時の人類勢力では大陸のその地点に近づくことすらままならず、取り合ってもらえなかったとも書いてあります」

「取り合ってもらえなかったのか。当時の人類勢力は、混乱の極きわみにあったようだな」

　二大勢力に分かれて戦争中だったのが原因だろう。

　ブレアが読んでいる手記には、魔甲蟲が出現してから人類が徐じよ々じよに融ゆう和わに向かう道のりが書かれていた。

　現在の教皇陛下アークビシヨツプの一族が、率そつ先せんしてみんなを取りまとめていたらしい。

「むっ、レクティ。私が読んでいる本にも、《ゲート》の記述があった。初代当主は《ゲート》を発見した際、破は壊かいを試みたらしい。その際飛ひ炎えん衝しよう天てん撃げきを放ったが、障しよう壁へきに阻はばまれ、傷一つつけることができなかったそうだ」

「ひ、飛炎衝天撃で傷一つつけられなかったんですかっ!?　そのぅ……はっ！　ち、違ちがうっ!?　問題はそうじゃなくて……《ゲート》というのはつまり、あのぅ……初代当主が破壊を試みる必要があったということですよね……っ!?」

　その後幾いくつか古文書を読み、レクティが話を纏まとめる。

「そのぅ……魔甲蟲が出現する《ゲート》ってどういうのだか、イメージがよく……。ですけど、もしわたしが考えているものなら……」

「うぬ。もし《ゲート》が門であるならば、破壊すれば魔甲蟲の出現を止められるやもしれん。だが、大陸のどこにあるのか場所がわからん。それに主あるじのチカラの件と関かかわり合いがあるかは不明だ」

　謎は深まるばかりだ。

　だが、確実に世界の深しん奥おうに近づいている。

「だが、これである程度の情報は摑つかめた。……となれば問題は『最強の存在』についてだな」

「そうですね。あのぅ……『最強の存在』っていったい誰なんでしょうか？」

「あの……お姉ちゃんたち。いったいなんの話をしてるの？」

　怪け訝げんな表情をするアリアに、二人が説明しようとしたときだ。

　ガッシャーンっっっ！

　突とつ如じよとして店内にお皿が割れる音が響ひびき、ウェイトレスがお客に頭をさげ始める。

「すみません、すみませんっ！」

　ぺこぺこと頭をさげ、お客から手厳しい批判を受けるウェイトレス。

　なんだか可か哀わい想そうだなとアリアが様子を見守っていると、レクティとブレアがお互たがいに貌を見合わせたあと席を立った。

「えっ!?　レクティお姉ちゃんに、うちのお姉ちゃんも……っ!?」

　驚くアリアをよそに、レクティとブレアはトラブルがあったテーブルに歩み寄り、

「あのぅ……わたしが手伝います。ウェイトレスさんはちりとりを持ってきてくれませんか？　お客さんもお怪け我がはないようですし、もうすぐ代わりの料理が来ますから。それまで我が慢まんしててくださいね」

　毅き然ぜんと対応し、円えん滑かつにトラブルを収めようとしてみせる。

　なおもなにかもの言いたげな客に対しては、もう充じゆう分ぶん謝っただろうという意を込こめて、ブレアが三白眼で睨にらみつけた。

　しばしして、二人はテーブルに戻もどってきた。

「うぬ。平和的に解決できたな」

「そのぅ……き、緊きん張ちようしました～～～っ！」

　そう言って、レクティは脱だつ力りよくしたままテーブルに伏せる。

　そのとき、アリアが貌を綻ほころばせる。

「レクティお姉ちゃん、変わったね」

「そのぅ……そうですか？」

「うん。前は気き後おくれするところがあったけど、いまのレクティお姉ちゃんは恰かつ好こよかったよ……っ！」

　尊敬の眼まな差ざしでレクティを見るアリア。

　大事な妹を盗とられては……っ!?　と、ブレアが珍しく八の字眉まゆを浮かべそうになったところで、

「お姉ちゃんも変わった。前だったら、他人の問題に関かかわろうとしなかったし。解決するにしても暴力しか選せん択たく肢しがなかったと思う」

「レ、レクティっ!?　さ、『最強の存在』について考えるぞ……っ!?」

　意外なことで誉ほめられ、ブレアが貌を赤らめながら話題を変える。

　さきほどの対応は、サバゲー特訓で身につけた状じよう況きよう判断力の成果だろう。

「そうですね。カナタさんからの課題がまだ解決してませんね」

「ねえ、課題ってなんのこと？」

　アリアに尋たずねられ、レクティが課題について説明する。

　アイゼナッハにはない指導方法を、アリアは興味津しん々しんで聞き、

「ふーん、『最強の存在』かぁ」

　相あい槌づちを打ったあと、自らの考えを述べる。

「わたしさ、最強とか難しい言葉の意味はわからないけど。でも、さっきのお姉ちゃんたちはすごいって思ったよ。きっと助けてもらったウェイトレスさんから見たら、とても頼たよりになる人に映ったんじゃないの？」

「わ、わたしが頼りになる人ですか……っ!?」

「ア、アリア。姉たちをからかうでない……っ!?」

　意外な指し摘てきを受け、レクティとブレアは戸と惑まどう。

　むろん、誉められてこそばゆい気持ちもあった。

「そういえばレクティ。そなた、ホテルに行く途と中ちゆう、最強はわからぬが、最弱はわかるということを申しておったな」

「はい、そのぅ……ブレアさん。《メルキア》との交流戦の話になるんですが……」

　レクティとブレアが全力でぶつかりあった戦いのことだ。

「わたしとブレアさんが飛炎衝天撃を打ち合ったとき……あのときのわたしは最弱でした。満まん身しん創そう痍いで、ブレアさんが決けつ闘とうに応じてくれなければ負けていました」

「むぅ……そなたはそう考えるやもしれんが」

　レクティは最弱と言うが、ブレアは否定する。

「私にとって、あのときのそなたは手て強ごわかった。戦闘スキルうんぬんではなく、そなたの気き迫はくは尋じん常じようではなかった。あの最後の剣けん戟げきの際、そなたはなにを考えていたのだ？」

「最後の剣戟を交えた瞬しゆん間かん。わたしはそのぅ……ミソラさんたちに感謝し、ブレアさんと友達になりたいって思ってました」

　二人の話を聞いていたアリアがつぶやく。

「想おもいのチカラ……」

「アリア、なにかわかるのか？」

「あのさ、お姉ちゃんたちが考える『最強の存在』って……誰だれよりも強いイメージを描えがけて、誰よりも強い想いを抱いだかせてくれる人なんじゃないかな。……さっきレクティお姉ちゃんとお姉ちゃんは、ウェイトレスさんを庇かばう為ために勇気を振ふり絞しぼってたでしょ。その一瞬に放たれる迫力みたいなチカラ。それが最強の秘ひ訣けつなんじゃないの？」

　アリアの言葉を聞き、レクティとブレアは直感する。交流戦の際、確かにそのチカラを感じていた。

「想いの──」

「──チカラか」

　二人はお互いに貌を見やり、頷うなずき合ってみせた。







　教え子たちがそれぞれ行動する中で、カナタたちはヴィーゲルト邸ていへ移動中だった。

　高層ビルに囲まれた市街地から、閑かん静せいな住宅街である郊こう外がいへと歩きながら、ミソラは思う。

　あたしにとって「最強の存在」は──

　あの訓練のときイメージしたのは、母親──ソシエ・ホイットテール。

　ミソラの故郷《イリス》では指折りの空士だった。

　任務中に殉じゆん職しよくしてしまったが、いまなお彼女の目標としている人物である。

　母親を忘れ去りたくない一心で、ミソラは魔ま砲ほう剣けん士しを志してきた。

　だが、いざというときの励はげみになるかというと……どうも違うような気がする。これまで要所要所で彼女を支えてきたのは、いつも一いつ緒しよにいる──

　そんなとき、不意に声がした。

「ここがわたしの家よ」

　はたと気づいたミソラが周囲を見やると、いつの間にか閑静な住宅街を抜ぬけ、広大な敷しき地ちを持つ豪ごう邸ていばかりが建ち並ぶ区画へ移動していた。そしてその中でも一際大きな屋敷の前に、エリスが立っている。

　ミソラの瞳ひとみには、まず鉄てつ格ごう子しの門が映った。次にその向こう側には、大きな敷地が広がっている。来訪者の心を癒いやすかのように噴ふん水すいと薔ば薇ら園が覗のぞき、さらにその先には広大な屋敷が見えた。

「ご、豪邸じゃないですか……っ!?」

「ふーん、お金持ってそうだな」

　ヴィーゲルト邸を見て、ミソラは驚き、カナタは素す直なおな感想を漏もらす。

　小市民的な反応を漏らすミソラを見て、エリスはしてやったりと喜んでいることだろう。

　同行しているクリスが思う。

　昔からエリスは、悪戯いたずら好きだった。いつになっても、彼女の性格はあまり変わっていない。一方で、エリスの兄はそうではない。エリスの兄はなにかに取り憑つかれたかのように、人が変わってしまっている。

　彼に会うことは、クリスを憂ゆう鬱うつな気分にさせた。

　玄げん関かんに辿たどりつくと、整列していた使用人たちが深々と頭をさげてカナタたちを出で迎むかえる。そのあと、彼らは食堂へと案内される。漫まん画がでしか見たことがない、重じゆう厚こうなダイニングテーブルに感動するミソラ。

　そんなとき、テーブルの上座に座っていた若い男性が立ち上がった。

「初めまして。エリスの兄、ゼス・ヴィーゲルトと言います」

　青水晶ブルークオーツのような輝かがやきを持つ瞳に、強くつりあがった眉まゆ。

　背はカナタと同じくらい高く、髪かみはエリスと同じく金きん髪ぱつ。

　紳しん士し的な雰ふん囲い気きを纏まとい、こちらへ笑えみを浮かべるが、隙すきなくスーツを着こなすさまは、権力者の風格を帯びていた。

　さ、さすがは浮ふ遊ゆう都市連合評議会の会長ね……っ!?　恐きよう縮しゆくしたミソラが、ゼスの雰囲気に吞のまれる。

「先日は妹が危ないところを助けて頂き、ありがとうございました。どうぞお見知りおきを」

　そう言って、ゼスはカナタに握あく手しゆを求めてくる。教皇陛下アークビシヨツプに次ぐ権力者を前に、息を吞むミソラ。ここは失礼のない自己紹しよう介かいをしなければ……。そう思った矢先のことだ──

「カナタ・エイジだ。よろしく」

　ため口で、平然と返した不届き者の姿があった。

　な、なんて口を利きくのよ……っ!?　ビビったミソラが、思わず注意する。

「ちょ、ちょっとっ!?　言こと葉ば遣づかいに気をつけなさいよ……っ!?」

「かまいませんよ。よろしくお願いします」

　そう言って、ゼスはカナタと軽く握手を交かわした。

　どうやらカナタはミソラと違ちがい、感かん銘めいを覚えなかったらしい。

　そのあと、ミソラが挨あい拶さつするものだと思っていたのだが……

「じつは本日はお礼のほかに、もう一つ大事な話があってお呼び立てしたのです。アフタヌーンティーでも頂きながら、話をしましょうか」

　ミソラなど気にも留めないように、ゼスはカナタに席を勧すすめた。

　大事な話ね、とカナタは内心でつぶやく。むろん、ただお礼をするために呼び出すわけはないと思っていた。

　全員が席に着くと、使用人たちが軽食を運んできた。テーブルに、紅茶とケーキスタンドが運ばれてくる。ケーキスタンドに載のっているのは、サンドイッチにスコーンにショートケーキ。フルティー形式のようだ。

「どうぞお召めし上がりください」

「ま、せっかくだから頂くよ」

　ゼスに勧められ、カナタは遠えん慮りよなく軽食に手を伸のばした。そして食事をしながら、ゼスがおもむろに切り出す。

「それでお話があるのですが……」

「タイム」

　一いつ旦たん食事をする手を休め、カナタが言う。

「難しい話を聞くと紅茶が不ま味ずくなりそうだから、先にティータイムを済ませてからにする。大事な話っていうくらいだから、込み入ったもんなんだろ」

　そう言って、紅茶を啜すすり、軽食を摘つまむカナタ。時間帯的には三時のおやつみたいなものだが、昼食の後一度戦闘をしたため、思ったよりもお腹なかが空すいていたらしい。

「うん。久しぶりの我が家の味ね。落ち着くわ」

「ああ。キミは長いこと留守にしていたからね」

　エリスとゼスは平然とカップに手を伸ばし、優ゆう雅がに紅茶を嗜たしなむ。

　そんな中、ミソラだけが紅茶にも軽食にも口をつけず、がちがちに強こわ張ばった様子で席に着いていた。教皇陛下アークビシヨツプに次ぐ権力者との会食。高級そうな食器や調度品に囲まれた空間。優雅さや上品さが要求される応接環かん境きようだが、そもそもミソラは食事のマナー自体怪あやしいのだ。

　うぅ、粗そ相そうをしたらまずいわよね……

　最悪の場合は、《ミストガン》の品格が疑われてしまう。それは一大事だ。

　と。軽食を前に緊きん張ちようするミソラに、カナタが気づき、

「なんだ、食欲ないのか？　喰くわないなら俺が喰ってやるよ」

　手つかずのケーキスタンドの中から、ショートケーキを掠かすめ取っていこうとする。

　そのとき。突とつ如じよとして、ミソラに備わる女の子の防衛本能が覚かく醒せいした。

「ダ、ダメっ！　そ、それはあたしが食べるの……っ！」

　甘いものを奪うばわれそうになり、ミソラが慌あわててショートケーキを確保。カナタからショートケーキが載った小皿を奪だつ還かんすると、フォークで刺さして口に運んだ。

「こ、これ、おいしい……っ！」

　口の中ですっと溶とけていく甘味に感動しながら、ミソラが言う。
















「こ、こんなのいままで食べたことないわっ!?」

「使ってる食材も調理する職人の腕うでも一流なんだろうな。さすが金持ちの家だ。そんでショートケーキは食べ損そこねたけど、スコーンとサンドイッチは食べていいか？」

「いいわけないに決まってるでしょ。これはあたしの……っ！」

　カナタにかっさらわれないように、慌てて食事を始めるミソラ。スコーンもサンドイッチも絶品で、紅茶とともに瞬またたく間に完食した。

　そんな光景をカナタは眺ながめ、緊張がほぐれたようでなによりだな、と思う。

　がちがちに緊張したミソラには、このくらいがちょうどいいのだ。

「あら、どうしたのクリス？　さっきから紅茶しか飲んでないみたいだけど」

「ええ。食欲が少し……」

　クリスがやけに緊張しているのに気づき、エリスが尋たずねた。

　カナタがクリスを見やる。彼女の表情は、まるで何かを怖おそれるかのように青ざめているようだった。

　どうしたんだろうな？　学園統とう括かつ長なら、こういうのにも場ば馴なれしてるはずだけど……

　怪け訝げんに思いながらも、手つかずのケーキスタンドを目め敏ざとく見つけ、

「あのさクリス。そのケーキスタンド、俺がもらっていい？」

「……かまいません。どうぞ」

　スタンドごと器用に自分の席へと移動させる。するとミソラが、

「ねえ。あたしにもクリスさんの軽食を分けてよ」

　食欲一直線でお願いしてきた。かたっ苦しいのが嫌きらいなカナタの影えい響きようで、ミソラもマナーを無視していきいきと軽食を摂とっていた。

　そんな中、エリスが尋ねる。

「ねえお兄様、そういえばリーゼはいるの？」

「ああ。リーゼリットなら別館にいるよ」

「リーゼって誰だれなんだよ？」

「わたしの妹のようなものですわ。ペットを連れて遊びにきていると聞いていたので」

「ペットって犬とかですか？」

「犬、ね。……ええ、忠実な番犬のようなものですわ」

「へえー、シェパードとかかな。今度見てみたいですね」

「ふふっ、機会があればぜひ」

　無む邪じや気きな笑みを浮うかべるミソラを見て、エリスが内心で嘲あざ笑わらった。もしミソラがシェパードに会うことがあれば、二度と《ミストガン》の地を踏ふむことはないだろう。

　そしてティータイムを終えると、ゼスが再度話を切り出した。

「さて、話させて頂きたいことについてですが」

「……………………」

「まずは重ね重ね、妹を助けていただいてありがとうございます。不出来な妹でして、ときおり人様の御ご厄やつ介かいになることがあるのです」

「べつに厄介っていうほどじゃねーよ。空士として当然のことをしたまでだ」

「当然のこと、ですか」

　ゼスの青水晶ブルークオーツの瞳が、カナタを見み据すえる。

「困った弱者を助けること。それは強者の責務だということですか？」

「そんな難しく考えるようなことじゃねーよ。でも、困った人を助けるってのは当たり前の考え方だろ」

「ええ。強者が弱者を統すべ、脅きよう威いから護る。それはじつに素晴らしいことです。現在の浮遊都市の成り立ちから鑑かんがみるに、すでにこの仕組みシステムなくしては、成り立たなくなっているでしょう」

　話がすりかわったな……。俺がしているのは仕組みシステムの話じゃない、志の話だ。

　ゼスの話を聞きながら、カナタは意図を探さぐる。まさか学お生れ相手に、政治の話をしたいわけじゃないだろう。

　なおもゼスの話は続く。

「だからこそ《ベベル》は人々を護まもるための、より強いチカラの種を集めるために、空戦武踏祭エリアルソードの開かい催さいを決定したのです。より強いチカラを持つ者が弱者を護る世界を、我われ々われはこの世界を統治する者としての地位を確立したいと考えています。そしてその為ために、あなたのチカラを必要としているのです」

「………………っ!?」

　眼めを見開いたミソラが、カナタを見やる。彼は、ふーん、そういうことか、と得心した様子だ。

「チカラを持つ者が統治する世界、ね」

　小さく頷うなずき、カナタが言う。

「俺って世界のこととかぜんぜん興味ねーんだけどさ。仮にさ、チカラを持つ者が世界を統治したとして、チカラのない者はどうなるの？」

「強者によって庇ひ護ご下に置かれることでしょう」

「あー、そりゃダメだ。俺はさ、みんなと対等な付き合いが好きなんだよね。一いつ緒しよに同じものを見て、一緒に笑って、一緒に泣ける。どんな奴やつとも、そういう関係を築きたいと思ってる。ミソラとだって、教官と教え子っていう立場の違いはあるけどさ、俺が目指しているのはそういう関係だよ」

「あなたのおっしゃりたいことはわかります。ですが、この危機的な世界を強く導いていける能力を持った存在を、我々は必要としているのです。……我々と一緒に、この世界を統治してくれませんか？　カナタ・エイジ君。あなたの能力に相応ふさわしい地位ポストは用意するつもりですよ」

「あのさ、一つ質問いい？」

　ふと疑問に抱いだいたことを、カナタは尋ねる。

「なんで俺みたいな代表小隊の一員でもない奴に、声がかかったの？」

「あなたのことについては、妹からよく聞いています。なんでも……指揮官として非常に優ゆう秀しゆうな能力をお持ちだとか。特に相手の穴を突つく見事な戦術眼をお持ちらしいですね」

「それだけか？　他ほかにもなんかあるだろ？」

　険しい表情で、カナタがゼスを見やる。

「ええ、他にもあります。学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》で《黒クのロ剣ノ聖ス》という二つ名を持つとのこと。その実績も並々ならぬものだとか。すでに本科一年生のときには、周囲に敵なしと思われていたそうですね」

「洗いざらい、よく調べてあるな……」

　皮肉混じりに言って、カナタがエリスを見やる。こんなことは朝飯前よ、とでも言うかのように、エリスはふふっと微ほほ笑えんでみせた。

　ここまで徹てつ底てい的てきに調べ上げてあるなら、例の件も探さぐってあるのだろう。

「ですが、いまは前線を退いているらしいですね。その理由を聞かせていただけませんか？」

「さーな。任務中の事故で負傷しただけだよ」

「さて。わたしから見たら、特に不自由はないように見えますが……。先日も魔ま甲こう蟲ちゆうと戦せん闘とうをされたと伺うかがっていますよ」

「……………………」

　そんなことまで調べてあるのかよ。

　沈ちん黙もくするカナタに、ゼスが鋭するどく切り込んできた。

「ひょっとして、あなたが任務中に負傷したという遭そう遇ぐう戦。そこであなたは、なにか影響を受け、魔力が減げん衰すいしているのではありませんか？　負傷以後、あなたが魔力検査を受けていないことは、エリスから聞いています」

「ゼス様。その件につきましては《ミストガン》の個人情報保護法が適用され……」

「ただのお喋しやべりよ。そう目くじらを立てることでもないでしょう」

　クリスが庇かばおうとするが、エリスに窘たしなめられる。

　なんとなくだが、カナタはこの場に居る者たちの立場というものが見えてきた。

　左袖そでを引っ張られ、カナタがそちらを見やる。すると、ミソラが不安そうな貌かおでこちらを覗のぞき込んでいた。

　大だい丈じよう夫ぶだよとでもいうかのように、カナタはとんっとミソラの額を小突く。そのあと、ゼスに向き直った。

「ありえねーことだけどさ。仮に俺の魔力が減衰していたとして、あんたはどうするつもりなの？」

「その件に関しては、《ベベル》で治ち療りようを施ほどこすことも可能かもしれません。ご存じの通り、《ベベル》には世界中の情報が蓄ちく積せきしていますので」

　その言葉を聞き、ミソラが眉まゆをつり上げた。

　これはどう考えても好機チヤンスだ。空戦武踏祭エリアルソードで優勝する必要もない。ここで会長にお願いしさえすれば、カナタの呪じゆ力りよくをどうにかできるかもしれないのだ。

「どうですか？　これ以上にない高こう待たい遇ぐうだと思いますが」

　ゼスの提案を聞き、ミソラは眼めを輝かがやかせてカナタを見る。

「なるほど。確かにあんたの言うとおりだ。でも──」

　続くカナタの言葉を聞き、全員が首をかしげた。

　それから瞬く間に、話し合いは終しゆう焉えんを迎むかえた。

　玄げん関かんを抜ぬけ、正門へと向かうカナタとミソラとクリスの三人を見送りながら、エリスが言う。

「せっかくの好意を無下にされましたわね。……まったく。お兄様の意図を、きっと理解していなかったのでしょう」

「いや、彼は理解していたよ」

　傍かたわらに立つゼスが、さして悔くやしくもなさそうに言う。

「そのうえで、わたしからの誘さそいを断ったんだ。わたしの構想の全すべてを話さなかったにせよ、気づきつつあるだろうね」

　強者が弱者を統すべて護る世界。それは、人類を凌りよう駕がする力を持った者が統べる世界ということだ。

「それとエリス。クリスティーナさんの件だ。キミの友人であることは知っているが。カナタ君の件を報告しなかったことといい、さきほど彼を擁よう護ごしたことといい、そろそろ切りどきかな」

「……ええ。仕方ありませんわね。全てクリスが悪いのですから」

　せっかく警告してあげたのに馬ば鹿かな子、とエリスは内心で嘆なげいた。
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　ヴィーゲルト邸ていからの帰り道。

　滞たい在ざい先のホテルに向かうために、《ベベル》の閑かん静せいな住宅街を歩いている最中さなかの出来事だ。

　鳶とび色いろの瞳ひとみで金きん髪ぱつの美少年が、貧血でも起こしたかのように体勢を崩くずし、クリスのほうへ倒たおれ込んできたのだ。その際、金髪の美少年はクリスの腕うでを摑つかみ、彼女の掌てのひらにメモを握にぎらせた。

「………………っ!?」

　表情が強こわ張ばるクリスを見やり、金髪の美少年が何食わぬ貌で言う。

「失礼。お怪け我がはありませんか？」

「……いえ、なにも」

　短いやり取りを交かわすと、金髪の美少年は何事もなかったかのようにその場をあとにして行った。

「さっきの金髪の男に、なにかされたのか？」

「その……なんでもございません」

　カナタが尋たずねたが、クリスはさきほどの仔し細さいを伝えようとはせず、

「あのカナタさん。わたくしはここで失礼させて頂きます。明晩の前夜祭でお会いしましょう」

　そう断って、そそくさとカナタたちの傍そばを離はなれた。

　そのあとカナタとミソラは黙もく々もくと帰路を歩き、次し第だいに大通りへ近づいていた。

　むすっとしたミソラの脳のう裏りでは、ヴィーゲルト邸での最後の一幕が繰くり返される。




　──でも、わりーけど断るよ。俺に魔力減衰なんて症しよう状じようはねーし。それにさ、俺はあんたが言う弱者に強者が護られていることを知ってるんだよね。少なくとも《ミストガン》の人間は、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンをちゃんと支えてくれてるよ




　ゼスの申し出オフアーを聞き、カナタははっきりとそう言い放った。

　その後、まだ引きとめようとするゼスを無視し、カナタはすぐに席を立った。一応ティータイムに招いてもらった礼だけは述べ、お屋や敷しきを後にしたが……無礼であったことは否定しようもない。

「どうしたんだよ、さっきから黙だまり込んで？」

　買い物帰りの主婦やら学生やらがちらほらと見える中、カナタが話を振ふった。

「ど、どうして断っちゃったのよ……っ!?」

　堰せきを切ったように、ミソラが言う。

「いきなりあんたのチカラを解決できるっていう好機チヤンスだったのよっ!?　こんな機会もう二度とないかもしれないっていうのに……っ!?」

「さーな。でも、話がうますぎると思ったのは確かだ」

　エリス経由からだとは思うが、どうもゼスに眼をつけられているらしい。

　自分の事情について、エリスにどこまで調べられているかはわからない。

　だが、カナタの直感がこの申し出は危険だと告げていたのだ。

　そもそもだ。呪力を宿した人間を、やすやすと受け入れられるものだろうか。

《ミストガン》の連続傷害事件の犯人は、明らかに暴走していた。自分の注意をひく人間を、容よう赦しやなく狙ねらっていた。そのような凶きよう暴ぼう化の恐おそれがあるというのに、浮遊都市連合評議会の会長に警護もつけずに引き合わせるとは……どうにも納なつ得とくがいかない。

　事が事だけに、慎しん重ちようになり過ぎというわけではないだろう。

　エリスとゼスは、明らかにカナタを傍に置こうとしていた。その流れを、学園統とう括かつ長であるクリスが遮さえぎろうとしたことといい……思おも惑わくが異なる立場の者が動いている。

　魔ま窟くつにでも足を踏ふみ入れたように気持ち悪さが肌はだを突つく。《ベベル》に着いてからずっと感じている気持ち悪さだ。誰だれかにじっと見られているような。

「ま、なんだ。俺がチカラを宿した経けい緯いについて、お前らにちゃんと話をしてないだろ。どっかの誰かに話すより先に、お前らにまず話してからでも遅おそくないじゃんか」

「……あたしたちも、あんたに言わなきゃならないことがある」

　空戦武踏祭エリアルソードの《ミストガン》代表を決めるための、学内選せん抜ばつ戦。あのとき、ミソラたちはなぜ出場しようと思ったのか。

　その本当の理由を、カナタに話していない。

「せっかくだからさ、ちょっと寄り道していこうぜ」

「えっ!?　で、でも……っ!?」

「長旅のあとで疲つかれてるだろ。少しぐらい羽を伸のばしたって罰ばちは当たんねーんじゃねーか」

　カナタに導かれ、ミソラはアーケードをくぐり、活気ある商店街のほうへ。雑貨店や衣料品店や薬局などの商店が軒のきを連ねる中、二人でぶらぶらと歩く。ちょっと気になった店の中に入ったり、ショーケースを覗いたりしたあと、

「そういや、お前は『最強の存在』について考えてみたか？」

「うーん、まだはっきりとこの人だって言うのは。……そういえば、あんたにとっての『最強の存在』って誰なの？」

　問うと、じーっとカナタがこちらを見てきた。

「？　なによ？」

「……なんでもねーよ。そんなことより、そこの店のクレープ買ってやるよ。普ふ段だんから運動してるし、甘いものならまだ入るだろ」

　カナタからの好意に甘え、ミソラはストロベリークレープを注文する。

　すぐ近くにあったベンチに腰こしかけ、カナタと一いつ緒しよに往来を眺ながめながらクレープを齧かじった。

　そんなとき。アーケードの街路樹の上で、動けなくなっている猫ねこを見つけた。降りられなくなったのだろう。その街路樹の根本には、七歳くらいの少年と少女たちの姿があった。不安そうに猫を見上げる子供たちの中から、一人の男の子が木登りを始めた。

　危なっかしくて見てられないわね……

　細い枝に少年の重量が加われば、折れるかもしれない。

　ミソラがカナタの顔色を窺うかがうと、カナタは頷うなずいてみせた。

「行ってこいよ」

　その言葉を聞いた途と端たん、さっとクレープを口に放り込み、ミソラは駆かけ出した。勢いをつけて跳ちよう躍やくしながら、飛行魔術を発動。滑なめらかに空へ舞まいあがる。しかしその直後、猫がいる枝が折れた。猫と助けに来た少年の荷か重じゆうに耐たえきれなかったらしい。

　急接近したミソラが、慌あわてて少年をキャッチした。襟えり首くびを摑んだまま、ゆっくりと地上に降下する。

「猫は？」

　ミソラが尋ねると、少年が抱だきかかえた猫を誇ほこらしげにみせた。

「あんたね。猫を助けるのはいいけど、落ちて自分が怪我をしたら元も子もないのよ」

「へっちゃらだよ。だってさ、俺の将来の夢は強い空戦魔導士になることなんだもん」

　おそらくナチュラルであろう、少年が言った。

　少年の瞳に曇くもりはなく、自分の言葉を疑ってすらいない。

　空戦魔導士に強い憧しよう憬けいを抱いだいているのだろう。人々を魔ま甲こう蟲ちゆうから護まもる空士は、子供たちにとって正義の味方のような存在だ。

「あのね。あんたはナチュラルだから空士には……」

「ううん。俺は絶対なるって決めてるから」

　少年が透すき通る瞳で言い放った。

　強い子なんだ、とミソラは思う。

　信じればなんにでもなれると、心の底から想おもっている。

「ねえ。あんたが思う最強の空士って──」

　ミソラが尋ねようとした刹せつ那な。街路樹の下にいた子供たちが、一いつ斉せいにわっと駆け寄ってきた。

「うわー、すっげー。本当に空飛べるんだ……っ!?」

「かっこいー。もう一回。もう一回空を飛んで」

「すっごい、初めて空士見た……っ!?」

「ねえ、空の上ってどこまでいけるの……っ!?」

　えっ!?　な、なにこの歓かん迎げいムードは……っ!?　七、八人の子供たちから尊敬の眼まな差ざしとともに囲まれ、ミソラが困こん惑わくする。

「ちょ、ちょっと。いったいどうしたのよ？」

　ミソラが尋ねると、一人の少年が眼を輝かせて言う。

「だってお姉ちゃん、空戦魔導士なんでしょ。すっげーじゃんか」

　まるでミソラのことを、漫まん画がに出てくるヒーローと勘かん違ちがいしているかのようだった。

　傍かたわらの少女が無む邪じや気きに尋ねてくる。

「ねえ、お姉ちゃん。お姉ちゃんって強いの？」

「強い、か」

　即そく答とうできず、ミソラが考え込む。勝ったり負けたりで、強いのか強くないのかわからなかった。

　だが、隣となりにいた男の子が言う。

「ばかだなーお前。空士だから、強いに決まってるだろ」

「そうだよ。魔甲蟲と戦えるんだぜ」

「そっかー。そうだよね。空を飛んで、ジェイ君と猫さんを助けてくれたもんね」

「お姉ちゃんだもん。強いに決まってるよ。きっと最強なんだぜ」

　純じゆん粋すいな子供たちの言葉を聞きながら、ミソラはふと思った。

　かつて自分もこの子供たちのように、心の底から信じていたことがある。《イリス》で空士をしていた母親のことをだ。

　当時のミソラにとって母親とは、ヒーローだった。

　しかし、それは《イリス》で指折りの実力者だったからではない。

　ただ単に自由自在に空を飛べただけですごかったのだ。空士という肩かた書がきだけですごかったのだ。それだけの理由で幼きミソラは、魔甲蟲と戦う母親が絶対に負けないと信じ抜ぬけた。

　はしゃぐ子供たちを搔かきわけ、ミソラは猫を抱かかえた少年に尋ねる。

「ねえ。あんたは誰が一番強いと思う？」

「うん、お姉ちゃんかな。だって俺のことを助けてくれたし。空も飛ばせてくれたし」

　眼を輝かがやかせて、少年が言った。

　純じゆん粋すいに信じる少年に出会い、ミソラは大事なことを思い出す。

　昔ミソラは、母親のような強い空士になりたいと思っていた。

　そして自分もそうなりたいと信じ抜けた。

　たったそれだけのことで、母親は「最強の存在」たり得た。

　強いか強くないかは関係ない。

「最強の存在」の条件は別にある。

　どんなときも、こいつなら負けない。

　どんな障害があっても、こいつなら乗り越こえる。

　そうやって純粋に信じ抜けること。

　だからこそ、この子たちにとってあたしは「最強の存在ヒーロー」で、幼少のあたしにとってお母さんは「最強の存在ヒーロー」だった。

　その閃ひらめきが、カナタの課題に対する解を導き出す。

　あたしには、難局を一緒に潜くぐり抜けた仲間がいる。リコ、レクティ、ユーリさん、ブレア。このメンバーがいなければ、空戦武踏祭エリアルソードに出場することはできなかった。

　強いの？　と尋たずねてきた子供たちに、ミソラが答える。

「お姉ちゃんは最強だから、その辺の雑ざ魚こには負けないわよ」

　その後子供たちにアーケードの中で遊ばないように注意を促うながし、解散させる。猫を救助した少年の勇気を称たたえるのも忘れない。

　ベンチへ戻もどると、カナタがにやりと笑えみを浮うかべていた。

「どうだった？　人助けの成果は？」

「うん。ちょうどさっき、あんたからの課題を終わらせたとこ」

　ふふっと微ほほ笑えむミソラを見やり、カナタが不敵な笑みを零こぼした。

「なんかわかったみたいだな」

「さあね。まだよくわかんないけど、たぶんこれだと思う」

　それから滞たい在ざい先のホテルで別れる際、カナタが言った。

「じゃあ自由行動時間になる前に言った通り、明日あしたは強敵を前にしたときの、対処法について模も擬ぎ戦を通じて教えてやるよ。大事な模擬戦になると思うから、今日はよく休むようにリコたちにも言っておいてくれ。自由時間中のレポートを提出する件もよろしく」

　そういえば、訓練内容について教えてくれるなんてやけに親切ね。このときミソラは、その程度の認識しか持っていなかった。
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　夜間。《ベベル》外がい縁えん部。コンテナ倉庫街。

　角ばった巨きよ大だいな倉庫が幾いくつも建てられ、等とう間かん隔かくで配置されていた。

　輸送の利便性を考こう慮りよし、隣の区画には飛空艇ていの発着場がある。

　ほそぼそと灯ともる街灯の明かりを頼たよりに、クリスは倉庫街を歩いていた。

　ヴィーゲルト邸ていから帰宅する際にぶつかった、金きん髪ぱつの美少年から握にぎらされたメモ。そこに書かれていたのは、待ち合わせの時刻と場所。それと来なければ死ぬという警告文だ。

　七という数字が大きく書かれた倉庫を見つける。錠じよう前まえが破は壊かいされており、開き戸は半分開いていた。

　もう待ち合わせ相手が着いているのだろうか？　気になったクリスが中へと入る。

　窓から差し込んでくる月明かりを頼りに中を探す。広大なその空間には、ひんやりと冷たい空気がある以外、何もなかった。

　約束の時間にはまだ余よ裕ゆうがある、とクリスが剝むき出しの鉄柱を背に時間を潰つぶそうとしたときだ。

　倉庫の入り口のほうから、物音がした。

　クリスが見やると、そこには都市警察の黒い制服を纏まとった若い男性がいた。その男性は、錠前が破壊されていることに気づいたのだろう。半開きのドアから、順手に持ったライトでこちらを照らしてくれる。

「お嬢じようさん、こんなところでどうしたんですか？　少しお話を聞かせてもらってもいいですか？」

　抑よく揚ようのない声を発する若い都市警察だった。能面のような表情を浮かべて、こちらへ近づいてくる。

「その錠前が破壊されていたので、中を確かめたくなって……」

　我われながらセンスのない言い訳だな、と思いながらクリスが言い訳を述べる。

「そうですか。近ちか頃ごろは物ぶつ騒そうだから気をつけたほうがいいですよ」

「物騒なのですか？　《ベベル》ですのに」

「ええ。物騒なんですよ。じつは──」

　その返事を聞いた直後のことだ。

　クリスは素す早ばやく後ろに跳躍する。同時に、かつて彼女がいた空間を、鈍にび色いろの巨きよ腕わんが切り裂さいた。床ゆか面めんを食い破ったその巨腕の持ち主は、見る見るうちに人外へと変へん貌ぼうしていく。

　瞬またたく間に制服を纏う鈍にび色いろの怪かい物ぶつへと変貌を遂げたそれは、くぐもった声で言う。

「初しよ撃げきを避よけられるとは意外です。さすがにこちら側の人間だけはある」

　直後、鈍色の腕が伸のび、クリスを激しく突つき飛ばした。

　非戦闘員であるクリスが初撃を躱かわせたのは、呪じゆ力りよくの気配を感じ取れたのが大きい。床面を擦こするように吹ふき飛ばされたクリスは、倉庫の鉄柱へとぶつかりそこで止まった。激しく背中を打ちつけたクリスは呼吸ができず、身み悶もだえる。

「あのお方の御ご指し示じです。ここで死んでください」

　そう言って、殺意とともに近づいてくる怪物。

　傍らに近づいたそれを見上げるクリス。その鈍色の化物は、鋭するどい歯を覗のぞかせ薄うすら笑いを零していた。と、それよりさらに上。天てん井じようの梁はりには、腰こしかけてこちらを見下ろす、金髪の美少年がいることに気づく。

　そうか、この者が──

　クリスがなにか確信したとき、

「これで終わりです」

　そう言って身動きできぬクリスへ、鈍色の怪物が巨腕で握りしめた警棒を振ふり下ろす。直後、倉庫内に鮮せん血けつが飛び散った……！







　　　第三章　最強と最弱







　翌日。《ベベル》の闘技場。グラウンド──

《ミストガン》のグラウンドと違ちがい、《ベベル》のグラウンドには芝しば生ふが生えていた。空戦武踏祭エリアルソードに関連して、整備も丁てい寧ねいにしてあるらしい。

　防護服プロテクター姿のミソラたちが、カナタの到とう着ちやくを待っていると、

「よっ、みんな時間通り揃そろってるじゃん」

「Ｅ６０１小隊のみんな、今日はよろしくね」

《ミストガン》の制服姿のカナタとミーナがやってきた。

　合流した直後に、ミーナが言う。

「連れん絡らく艇ていで謝罪したとき『わたしにできることがあれば言って』とは言ったけど。早さつ速そく頼たよりにされるとは思わなかったわ」

「もしかしてミーナさんが、あたしたちの相手を務めてくれるんですか？」

　ミソラが尋ねた。

　たしか今回の模擬戦では……強敵を前にしたときの対処法ついて、教えてくれるらしい。

　なるほど。ミーナさんなら、充じゆう分ぶんに強敵だ。

　学内選せん抜ばつ戦で、ミソラたちはミーナとの直接戦闘を避け、持久策で疲ひ弊へいさせて勝利することを選んだ。ミソラの描えがく「最強の存在」とは異なるが、彼女の巨大な魔ま戦せん斧ぷの一撃は恐おそろしいほどに強きよう烈れつなのだ。

　だが、ミーナは首を横に振った。

「いいえ。わたしは審しん判ぱんを担当してほしいって聞いたけど……」

　じゃあ誰だれがあたしたちの相手をするんだろ？

　ミソラたちが怪け訝げんな表情をしていると、カナタが一歩前に出た。

「お前らの相手は、俺だよ」

「えっ!?　だって、あんたチカラが──」

　言いかけ、ミソラは慌あわてて口をふさぐ。

　ミーナの前で、チカラについて言げん及きゆうするわけにはいかない。

「ま、負傷してたからな。たしかに長期戦にはちょっと問題があるよ」

　仲間たちにしかわからない隠いん語ごを使いながら、カナタが説明する。

「でもさ、短期戦なら互ご角かく以上に戦えると思う。一個小隊相手だって、負けやしねーよ」

「あ、あたしたち全員を同時に相手にするっていうの……っ!?」

「ああ、当然だろ」

　そりゃいくらなんでも無茶よ、とミソラは思う。

　しかし、カナタはいつものように飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさない。

「これからするのは俺とお前らの模擬戦だ。もしお前らが俺に勝ったら、俺が今まで秘密にしていたことをお前らに教えてやるよ」

「あ、あのカナタ先せん輩ぱいっ!?　そんな回りくどいことをしなくても、直接教えて頂ければ」

「回りくどい？　ユーリ、ひょっとしてお前、なんか勘かん違ちがいしてない？」

　飄々とカナタが告げる。

「俺は負ける戦いはしない主義だよ。もちろん、お前らに勝つ自信があるからこそ、こうやって模擬戦を挑んでるんだ。相手が誰だろうと負けるつもりはない」

　そのあまりに平然とした態度に。

　こ、こいつなら本当にできるかもっ!?　とミソラたちは思う。

　なにせ教官であるカナタは、ミソラたちの長所も短所も知り尽つくしている。その上、彼の持つ戦術眼はミソラたちの想像も及およばないレベルだ。

　この二つの条件が、ミソラたちの警けい戒かい心しんを搔かき立てる。

　おどおどとレクティが尋たずねる。

「あ、あのぅ……カナタさんが勝ったときはどうするんですか？」

「ああ。そういや俺が勝ったときの条件を言ってなかったな」

「あんたが勝ったときの条件……？」

「そ。負けたらお前らに秘密を教えるんだから、勝ったら報ほう酬しゆうがあるのは当然だろ」

　そう前置きして、カナタはさらっととんでもないことを言う。

「もし俺が勝ったら、俺をＥ６０１小隊の隊員に加えてくれ。誰か一人を補欠にして、俺が空戦武踏祭エリアルソードに出場する」

「あ、あんたがＥ６０１隊員になるっていうの……っ!?」

　ミソラが呆あつ気けに取られた。

「あ、あのぅ……たしかにカナタさんがＥ６０１小隊に入ったら、強そうですけど……」

「ですが主あるじ。それでは例の件が……っ!?」

　そう。カナタが人目につく場で戦うということは、それだけチカラが露ろ見けんする危険リスクが高まるということだ。

「ふっ、わたしは賛成だ。代わりにわたしが外れることにしよう」

「リコ。そなたはサボりたいだけであろうっ！」

　ブレアがつっこみを入れた。

「べつに悪い条件じゃないだろ」

　動どう揺よう冷めやらぬミソラたちに、カナタははっきりと言う。

「俺が選手として出場すれば、不測の事態にも充じゆう分ぶん対処できる。いざというとき戦術で逆転勝ちを収めてきたＥ６０１小隊の戦闘スタイルだって崩さずにすむ。それどころか、フィールドから俺が作戦を直接指示することだってできるし、願ったり叶かなったりだろ」

　ミソラとレクティが戸と惑まどいがちに言う。

「で、でもっ!?　それだと、あんたが空戦武踏祭エリアルソードに出場すれば、チカラが発ば覚れる危険リスクが……っ!?」

「あ、あのぅ……カナタさん。カナタさんが出場することで、ここまで一緒に頑張ってきた仲間が出場できなくなるのは……」

　周りの仲間たちも不ふ審しんなり、怪訝な表情を浮うかべていた。

　この専横っぷり……彼女たちが知るカナタ・エイジらしくない。

「だからどうした？　俺は教官として勝つために必要なことをするだけだ」

「「「「「………………っ!?」」」」」

　驚おどろくミソラたちを一いち瞥べつしたあと、カナタはミーナを見やる。

「なあミーナ。代表小隊の選手変へん更こうは可能だったよな？」

「ええ、そのはずよ。うちは補欠を兼かねて偵てい察さつ要員を連れてきているわ」

　どうやらＡ１７７小隊は、よその代表小隊を偵察して回っているらしい。

　と。いよいよカナタの発言が信しん憑ぴよう性せいを帯びてきたところで、

「さて、フィールドで俺を打ちのめしてみろよ。制限時間は十五分だ。できるか？」

　不敵な笑えみを浮かべ、カナタが言い放った。







　闘技場。フィールド。教え子チーム──

『ねえ、なんであいつがあんなこと言ってきたと思う？』

　仲間たちに、ミソラが問いかける。

『あれって絶対おかしいわよね』

『あ、あのぅ……カナタさんはあんなことを言う人ではなかったはずです』

『うぬ。普ふ段だんの主あるじからは考えられぬな』

　ブレアの言葉に頷うなずきながら、ふとミソラが気づく。

『リコとユーリさんはやけに静かですけど、どうかしたんですか？』

『……いえ、なんでもありません』

『……………………』

　ユーリが返事をし、リコはむすっと黙だまったまま。二人とも険しい表情を崩さない。そのことが、ミソラの頭に引っかかった。

　二人の表情は、模も擬ぎ戦のものではなかった。魔ま甲こう蟲ちゆうとの戦せん闘とうに臨のぞむ、命いのち懸がけの覚かく悟ごに等しいレベルのものだった。

『あ、あのぅ……ミソラさん。作戦なんですけど、どうしますか？』

『えっ!?　あ、ああ。そうね……っ!?』

　うーんと顎あごに手をやりながら、ミソラが軽く考える。頭を使うのは、彼女の得意分野ではないのだ。

　やがてミソラが自分の考えを述べた。

『あいつは強敵だけど、手の出しようがないわけじゃないわ。こっちは五人で、向こうは一人。あたしたちがこれまで積み上げてきたことを出せば、いい勝負になると思う』

　なにせカナタが自分たちのことをよく知っているように。自分たちもカナタのことをよく知っているのだ。

　どう攻せめれば、カナタが苦しむか。

　その推測は難しくない。

『相手はあいつ一人なんだから、こっちは全員で連れん携けいして闘たたかうことを意識すればいいと思う。レクティ、ユーリさん、ブレアの前衛トリオが接近戦をしかけて、あたしとリコで援えん護ごするのが基本方針でどうかしら？　異論がないようなら、これで──』

　作戦が決定しかけたとき。

『ミソラ、頼たのみがある』

　リコが口を開いた。

『今日はわたしも前に出させてくれないか？』

『前に……？』

　一いつ瞬しゆん訳がわからず、オウム返ししてしまった。それから、

『あ、あんたっ!?　後衛じゃなくていいっていうこと……っ!?』

　その衝しよう撃げき的な内容に、ミソラが驚きよう愕がくする。

　リコ・フラメル。面めん倒どくさがりな彼女が、自分から動こうとしたことなど、これまで一度もなかったからだ。

『まあな。前衛と中衛でポジションを使い分けたい。今回はあの男一人だから、後衛は不要だろう。それとキミは戦術立案には不慣れだから、必要があればわたしがサポートしてもいい。だから今回は、わたしを自由に動かせてくれないか？』

『あたしは助かるけど、ホントにいいの？』

『ああ。今日はそういう気分なんだ』

　……やっぱりヘンだ、とミソラは思う。

　能動的にリコが動こうとするなど、ミソラが知る限り異常事態だ。

　リコが女め神がみ主義を曲げてまで動く価値が、この模擬戦にあるの？

　そんなとき。ユーリがリコに声をかけた。

『……辛つらい戦いになりますね』

『ああ、そうだな』

『あのぅ……辛い戦いって、どういう意味ですか？』

『その……なんでもありません。失言でした』

　ユーリさんも何かに気づいている、とミソラは思った。そんなミソラの視線に気づいたのか、ユーリが神しん妙みような表情で言う。

『ミソラさん。この勝負、何があっても必ずカナタ先輩を倒たおしましょう……っ！』










　闘技場。フィールド。上空。

『ずいぶんと失礼なことを言うのね』

　飛行魔術を発動したミーナが、カナタに語りかける。

　カナタ・エイジの人間性を見直しかけていたために、今回の件には驚いた。

　まさかこの状じよう況きようで、Ｅ６０１小隊に加入したがるとは……

　戦力補強の為ために、カナタが加入すること自体は悪手ではないだろう。

　だが。感情面でミソラたちが、やすやすと割り切れるはずもない。

　もしカナタに加入されたら、これまで自分たちが、必死に築きあげてきた小隊が崩されてしまうのだから……

『あなたね、せっかく教え子たちから信しん頼らいを勝ち取ってたのに……こんなことをしていたら嫌きらわれるわよ』

　わたしなら、とっくに教官を張り倒してもおかしくない。そう思いながら、ミーナは発はつ煙えん銃じゆうの銃口を上空に向ける。

『へっ、もとから俺は嫌われ者だからさ。これ以上嫌われても、べつに困らねーよ』

『せっかくあなたのことを見直していたのに残念ね』

　カナタの返事を聞き、やや落らく胆たんしながらミーナが引き金に指をかけると──

『いいんだよ。たとえ俺が嫌われても、この戦いであいつらが強くなれればな』

　えっ!?　とミーナが思うと同時に、引き金にかかった指が絞しぼられる。赤色発はつ煙えん弾だんが、上空に高々と撃うちあがった。

　試合開始の合図だ。ミソラたちが一いつ斉せいに動き出す。

　だが、ミーナの視線はただ一点。カナタにだけ注がれていた。

　微そよ風かぜに髪かみが靡なびき、漆しつ黒こくの瞳ひとみがよく覗のぞける。

　そこには殺気もなければ、怒ど気きもない。

　澄すみきった眼まな差ざしの奥に静かなる覇は気きを纏まとい、戦いくさ場ばに臨のぞむ空士の姿があった。

『なあミーナ。なにが起こっても、この戦いだけは絶対に止めるなよ。いいな、絶対にだぞ』

　この言葉の意味は、のちに明らかとなる。







　闘技場。フィールド。

　さて、ミソラたちはどう来る？

『行きますカナタさん……っ！』

『主あるじよ。一いち番ばん槍やりは私たちです……っ！』

　カナタの視界には、こちらへ真まっ直すぐに飛行するレクティとブレアの姿があった。その後方には、ユーリたちが控ひかえている。

　まずはレクティとブレアが相手か。

　世界最強の魔ま双そう剣けん術じゆつの使い手たちを見やり、カナタは口元をつり上げる。

　すっげーわくわくするじゃんか……っ!?

『ブレアさん』

『うぬ。同時に行くぞ、レクティ』

　ブレアの一声に応じ、二人が一気にカナタへ迫せまる。

　如い何かにカナタといえど、二に閃せん十じつ殺さつと名高き剣けん戟げきを同時相手にするのは骨が折れる。

　ゆえに、彼は一番楽な手で二人を無力化することにする。

『弱点はよく知ってるよ』

　魔ま砲ほう剣けんを両手持ちしたカナタは、容よう赦しやなく振ふりかざした。二人に、チカラ任せの斬ざん撃げきを一発ずつ叩たたき込む。

『う……っ!?』

『く……っ!?』

　カナタの剣圧を感じ取り、二人は魔双剣をＸ字に構え防ぼう御ぎよ。そのままカナタの剣勢に圧あつ倒とうされながら、二人とも吹ふき飛ばされた。

　一度しか剣戟を交えぬまま。

『いい判断だったな。お前らの持つ魔双剣じゃ、俺の全力を受けるのはキツイぜ』

『いまのは何をしたの？』

　後方から見守っていたミソラが問う。

『剣戟の威い力りよくの違ちがいだろう。あの男が持つ魔砲剣の破は壊かい力は大きい。レクティやブレアの魔双剣の強度では、受け方が下手だと折れたり吹き飛ばされたりする』

『じゃあ、あの二人の接近戦は封ふうじられたっていうことね』

　つぶやきながら、ミソラは打開策を考える。

　武器破壊攻こう撃げきをしてきたからといって、そうやすやすと諦あきらめるつもりはない。

『ですが、魔双剣の弱点を突ついたところで──』

　言いながら、ユーリがしかけていた。

　魔砲剣を中段に構えるカナタに対し、魔ま槍そうを構え、突とつ撃げきをしかける。むろん、カナタ相手に正面から攻めるつもりは微み塵じんもない。

『リコさんっ！』

　ユーリが名を呼んだ直後、急きゆう上じよう昇しようした。同時にユーリの背後から、三点バースト射撃された青白い魔力弾が襲おそい来る。

『スクリーンショット、か。やるじゃんか』

　とはいえ、カナタはやすやすと躱かわしてみせる。同時にユーリの動きに気を配る。すると彼女は魔槍を構え、カナタの斜ななめ上空から突き刺さすような鋭するどい突撃をしかけてきた。

　……進入角が急過ぎる。これは躱せるな。

　カナタは後方へ回かい避ひ。これでユーリの突撃は無力化されたはずである。しかしユーリは、予あらかじめ躱されることを想そう定ていしていたかのような軌き道どうをみせた。

　手に握にぎる魔槍〈トリシューラ〉の矛ほこ先さきをカナタへと向け、スラスターを起動。従来の飛行魔術にはない急制動をかけ、一瞬でカナタの後方を取ってみせた。同時にミソラたちがカナタを包囲するように展開していく。

『三方向……いや、五方向からの包囲か』

　カナタの正面にリコ、正面天頂方向にミソラ、後方地上方向にユーリ。

　左側面にレクティ、右側面にブレア。

　逃にげる隙すき間まもなく、包囲され、すでに勝負はついたかのように見えた。が、カナタは不敵な笑えみを零こぼした。

　同時にミソラが言う。

『みんな、いまよ……っ！』

　ミソラが殲せん滅めつを指示した直後、カナタはリコへ向かって飛行した。

　正面から迫る標的を見やり、リコが言う。

『ふっ、悪いな。これで終わりだ』




　魔銃戦技──拡散多弾頭射撃マルチプルバースト




　カナタに向かって、青白く巨きよ大だいな魔力弾が放たれる。それは彼に命中する直前に四分ぶん裂れつを二度繰くり返し、合計十六発の魔力弾となる。その全すべてがカナタを撃げき墜ついする軌道を描えがいた。

　全方向から迫る飽ほう和わ攻撃。しかし、カナタは風に舞まう荒あら鷲わしのように躱してみせた。

『馬ば鹿かなっ!?　全部躱しただと……っ!?』

　慌あわててリコが射撃を放ち、天頂方向からはミソラが砲撃を連射した。

　十字砲火が降り注ぐ中、カナタは先読みしているかのように躱しながら迫ってくる。

『あ、あたしの砲撃まで……っ!?』

　如い何かに連射しようと、カナタは墜おちない。

　ミソラはこの現象を何度か目撃していた。魔ま甲こう蟲ちゆうの群れを突破する際、カナタは恐おそろしいまでの速度を維い持じしたまま、敵てき陣じんを突破するのだ。

『なぜあの男は、こうも射砲撃を躱せるんだ？』

『あれはカナタ先せん輩ぱいのセンスが為なせる技わざです』

　ユーリが警告した。

『どういうことだ？』

『《黒クのロ剣ノ聖ス》は伊だ達てじゃないということです。カナタ先輩の戦いに対する嗅きゆう覚かくは、並なみ大たい抵ていのものではありません。その日の状態にも左右されますが、空戦中でも殺気が肌はだを突くのを捉とらえて反応し、攻撃を回避してみせます』

　激しい機動を維持したまま、殺気を感じ取れるとは……

　ふっ、それでこそわたしの教官に相応ふさわしい。気を引き締しめ、リコは狙ねらいを定める。銃先が捉えたのは、無理のない螺ら旋せん機動で迫り来るカナタの姿だ。

『だが、これまでだ』

　確実な照準で放たれた魔力弾が、カナタへ迫る。

　直撃コースだ、とリコが命中を確信した瞬間。

　魔力弾が消失した。

　あろうことか魔砲剣で切り裂さいてみせたのだ、とリコが認識したときには、彼女の体は大きく吹き飛ばされていた。

　そんな彼女を見やり、カナタが言う。

『ぎりぎり魔術障しよう壁へきが間にあったみたいだな』

『リコさん……っ!?』

　気き遣づかうユーリ。なおも戦いは続く。

『こ、これまでですカナタさん……っ！』

『主よ、リコの仇かたきを討うたせてもらいます』

　レクティとブレアが左右から挟きよう撃げき。

『援えん護ごするわ……っ！』

『わたしも行きます……っ！』

　ミソラとユーリも続く。

　まず最初にしかけたのは、レクティとブレアだった。

『行くぞレクティ』

『任せてくださいブレアさん』

　カナタを左右から挟はさみ込み、灼しやく熱ねつを纏まとう戦技を放つ。




　アイゼナッハ流魔双剣戦技──飛ひ炎えん衝しよう天てん撃げき

　アイゼナッハ流魔双剣戦技──飛炎衝天撃




　巨大な炎撃同士がぶつかり合い、爆ばく発はつ。カナタがいる空間ごと、容赦なく燃やし尽つくした。やがて爆ばく煙えんが晴れるが、そこにカナタの姿は見当たらない。

『下です……っ！』

　ユーリの声が聞こえ、レクティとブレアがその方向を見る。そこには、魔砲剣の狙いをつけたカナタの姿があった。

『こらこら、標的を見失っちゃダメだろ』

　言い終わると同時に、カナタが引き金を絞った。




　魔砲剣戦技──複数同時射撃マルチシヨツト




　四分裂した魔力弾がレクティとブレアを襲う。緊きん急きゆう回避を図はかった二人だが、それぞれ一発ずつ被ひ弾だんした。

『レクティ……っ!?』

『ブレアさん……っ!?』

　ミソラとユーリが叫さけびながらも、すでに攻撃態勢に入っていた。

　上空からミソラが発砲し、カナタが気を取られる。そこへ下方からユーリが攻撃をしかける。

『隙すきありです。カナタ先輩……っ！』

　背後から迫る槍撃がカナタの姿を捉えようとする。

　だが、カナタは後ろに眼めがあるかのように半身を逸そらして、躱してみせた。

『くっ!?　後ろすら見ずに……っ!?』

　驚きよう愕がくするユーリに、カナタは容赦なく戦技を放つ。




　魔砲剣戦技──閃せん光こう剣けん




　文字通り閃光の如ごとき一撃を浴び、ユーリは吹き飛ばされる。咄とつ嗟さに魔槍を盾たてにし、直撃を防いだのは流石さすがだろう。

『く……っ!?』

　急降下しながら、ミソラが断続的に砲ほう撃げきを放つ。それら全てをカナタは躱すが、なおもミソラは発砲する。

　すれ違う間ま際ぎわに一発浴びせてやる。ミソラはそう判断し、




　変則的加速チエンジオブペース──幻想イリユー加ジヨン速アクセル




　飛行軌道上に幻げん影えいを奔はしらせ、カナタの視界を惑まどわせる。

　だが、砲撃の際に放つ覇は気きだけは誤ご魔ま化かしようがない。すれ違いざまにカナタへ狙いをつけるつもりが、

『きゃあああっ！』

　逆にカナタから手痛い一撃を浴び、ミソラが落下していく。どうにか立ち直っていたユーリがミソラを回収し、一時退しりぞく。

　体勢を立て直し、ミソラが言う。

『たしかにあいつは強い。でも、こんな激しい戦いを続けたら──』

　魔力切れを起こす、とミソラが言いかけたそのとき。対たい峙じするカナタが持つ魔砲剣のシリンダーが素す早ばやく回転した。

　突とつ如じよとして、彼が持つ魔砲剣の切先から、




　魔砲剣戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター




　怒ど涛とうの如き漆しつ黒こくの奔ほん流りゆうが生まれ、ミソラたちを吞のみこもうとする。

『みんな、避よけて……っ!?』

　慌てて回避指示を出し、ミソラたちが散開する。

　眼と鼻の先を掠かすめていく漆黒の奔流を見やり、あいつの魔力が保もつわけがないと思う。

　どうにか全員が回避に成功。ミソラが、カナタのほうを見やる。

　するとそこには、普ふ段だんとなんら変わらぬ表情をしたカナタの姿があった。

　静けさを取り戻もどすフィールド。

　あらためて対峙する構図を取ったミソラたちを見み渡わたし、カナタが言う。

『どうした？　お前らの本気はこの程度か……っ!?』

　全身から滲にじみ出るような重圧プレツシヤーを放つ黒ずくめ空士は、まさにフィールドの支配者だった。







　闘とう技ぎ場。フィールド。

　つ、強いっ!?　これが《黒クのロ剣ノ聖ス》……っ!?

　圧あつ倒とうされるミソラの視線の先には、獅し子し奮ふん迅じんの働きをするカナタの姿があった。

『へっ、そっちから来ないなら、こっちから行くぜ……っ！』

　魔砲剣を構え、五人を相手にカナタが攻せめに回った。

《崩ほう力りよく》を扱あつかわず、魔力も殆ほとんどない男一人を、ミソラたちは五人相手で倒たおしきれない。

　むしろカナタの放つ重圧プレツシヤーに、吞みこまれそうな気がした。そんな中──

『一いつ旦たん護りを固めるわ。そうすれば、あいつだってやすやすと攻め込めないはずよ』

『いいえミソラさん。戦いを長引かせるつもりはありません。もう一度わたしが行きます。リコさん、援護を』

『任せろ。ユーリ、タイミングを合わせるぞ』

　ミソラの指示に反し、ユーリとリコが攻こう勢せいに移る。

『カナタ先輩、覚かく悟ごしてください……っ！』

『そう簡単に覚悟できるかよ』

　ユーリが槍撃を放ち、カナタが魔砲剣で受けて立つ。

　レクティやブレアと違ちがい、ユーリはカナタの斬ざん撃げきには慣れている。

　その剛ごう撃げきを受け流し、槍撃で逆ぎやく襲しゆうし続けた。

　ユーリの動きに連動して、リコの狙そ撃げきがカナタの動きを制限する。

　そんな光景を見やり、リコとユーリさん、すごい必死だとミソラは思う。

　ただの戦いで、あそこまで気き迫はくは出ない。

　でも、命令無視をしてまで必死に戦っているのはどうして？

　おかしい。ユーリさんたちは、明らかに攻め急いでいる。なぜ？　考えろ。あいつを倒したら、どうなる？　このまま戦いが長引けば、どうなる？

　そのとき。必死のユーリたちと戦うカナタが笑えみを零こぼしているのに気づく。

　……笑ってる。

　なぜこの戦いの最中さなか、カナタが笑うのか。そこにミソラが探し求める答えがあった。

　優勢であるとはいえ、カナタがすでに勝利を確信し、笑みを浮うかべているのか？　勝利条件としてＥ６０１小隊に加入できることを喜んでいるのか？　──違う。あいつはそんな性格じゃない、とミソラは断言できる。

　だからこそ、彼女は気づいた。

　カナタの行動の思おも惑わくに。
















　戦いの果てにあるものに。

　まさか、そういうことなの……っ!?

『レクティ、ブレア。あたしたちも行くわよ』

　カナタと必死で戦う二人の意図に気づき、ミソラが残りの仲間に声をかける。

『でも、カナタさんにはわたしのチカラが……』

『うぬ。主あるじにはアイゼナッハ流が通じぬ』

　全力で挑いどんでいるというのに、刃やいばを交えることさえ敵かなわない。

　そんな二人を、ミソラが鼓こ舞ぶする。

『それでも必死に戦い続けなくちゃならないのよ。あんたたちのチカラだけで通用しないなら、あたしのチカラも合わせてぶつければいいじゃない』

『？　どういう意味だ？』

『リコ、ユーリさんの動きに連れん携けいして、今度はあたしたちでしかける。具体的には──』

　ミソラが必死に仲間たちに呼びかける。

『リコとユーリさんも聞いてたわね。……レクティ、ブレア、全力で行くわよ……っ！』

『りょ、了りよう解かいですっ！　精せい一いつ杯ぱいのチカラをぶつけてみます……っ！』

『うぬ。任せるがよいっ！　ここが勝負どころだ……っ！』

　三人の視線の先には、ユーリとリコを翻ほん弄ろうするカナタの姿があった。

『へっ、この程度で俺を倒そうなんて百年早いぜ……っ！』







　フィールド。上空──

　笑っている、とミーナは内心でつぶやいた。

　さきほどまで教え子たちに不快感を露あらわにしていたカナタが、笑っているのだ。

　まるで教え子たちとじゃれ合うのを、愉たのしむみたいだった。

　それにしても、だ。

　ミソラとリコの射しや砲ほう撃げきを躱かわしながらレクティ、ユーリ、ブレアの三人に気を配り──配置、動き、意図を読み、その裏をかく。

　カナタの戦闘センスは、驚おどろきに溢あふれている。

　戦闘に対する嗅きゆう覚かくが桁けた違ちがいなのだ。

　たった独りで、戦いの流れを変えるカリスマ。まるで……あの頃ころのカナタ・エイジが帰ってきたみたいね。

《黒クのロ剣ノ聖ス》。かつて《ミストガン》の英雄とまで称たたえられていたエース。端はし々ばしまで冴さえ渡るその動きは、いまなお存在感に溢れている。

　これは勝負あったわね、とミーナが思ったときだ。

『え……っ!?』

　思わず、その言葉が口を衝ついて出た。

　その視線の先には、額から脂あぶら汗あせを浮かべ、苦しそうに呼吸するカナタの姿があった。

　さきほどまで。《ミストガン》のエースが再来したかのように振ふる舞まっていたのに……

　圧倒しているカナタのほうが、なぜか苦しげなのだ。

　このときになって。ミーナは、カナタが任務中の事故で負傷し、前線を退いたという事実を思い出す。

　ま、まさか本当に負傷していたの……っ!?

　そこから始まるのは、一方的な試合ワンサイドゲームだった。







　闘技場。フィールド。

『またレクティとブレアか。だが、アイゼナッハ流対策は万ばん全ぜんだぜ』

『でも、これならどう……っ!?』

　今度はミソラも前衛に加わった。ミソラ、レクティ、ブレアの三人でカナタの周囲を飛び回り、注意を散さん漫まんにさせる。

　面おも白しろい手を打ってきたな、とカナタは思う。

　レクティやブレアを無力化する際は、大ぶりの斬撃を確実に命中させる必要がある。威い力りよくと命中が絶対条件だ。半はん端ぱな攻撃では武器破は壊かいの威力を生み出せないし、大ぶりの攻撃を外せば、隙すきができて懐ふところに入り込まれてしまう。

　だが。至し近きん距きよ離りからの砲撃のせいで、カナタの注意力が殺そがれた。

　白はく銀ぎん色の砲撃が何度も視界を過ぎるせいで、肌はだを突く殺気を感じ取れない。

　いままでミソラと戦ってきた相手たちは、この砲撃に手を焼いたことだろう。

　ミソラと対峙することで、初めてカナタは実感した。だが──

『なら、ミソラから倒すだけだ』

　一気にカナタはミソラへと迫せまる。近接戦闘において、ミソラが無能であることは熟知していた。

『く……っ!?』

　眼前にカナタが迫り、ミソラが貌かおを歪ゆがませる。しかし、思ったより飛行速度が遅おそく、仲間たちの救きゆう援えんがどうにか間に合った。

『そう簡単に、ミソラさんを落とさせるわけにはいきません』

『うぬ。ミソラは隊長だからな……っ!?』

　レクティとブレアが立ちはだかる。その刹せつ那な、かかったな……っ！　とカナタは思う。彼はここぞとばかりに、二人へ斬撃を叩たたき込んだ。魔ま双そう剣けんを一本ずつ弾はじき飛ばされるレクティとブレア。だが二人の少女はどうにかその斬撃を堪こらえ、もう片方の手で素す早ばやく攻撃を仕掛けた。

『そうやすやすと通すわけにはいきませんっ！』

『せめて一ひと太た刀ち……っ！』

『ち……っ!?』

　レクティとブレアが予想以上の粘ねばりをみせ、回かい避ひに気を取られながらも、カナタはミソラへ迫ろうとする。

　思ったより、飛行速度が出ない。カナタの額には人知れず、脂汗が浮かんでいた。だが、構わず彼は空を舞う。そしてミソラの姿を剣の間合いに捉とらえようとした刹那、ミソラが急降下した。同時にカナタの視界には、魔ま銃じゆうを構えたリコが忽こつ然ぜんと現れた。

　そうか。ミソラが囮おとりか……っ!?

　感心するカナタの眼前で──

『これでどうよ……っ！』

『ああ。いい仕事だ』

　ミソラに返事をし、リコが狙撃を放つ。

『く……っ!?』

　急旋回ブレイクしようとするが、体が上う手まく言うことを聞かない。急な機動に必要な分の魔力を練ろうとしたら、不意に眩暈めまいに襲おそわれた。

　その刹那の時間にも、魔ま力りよく弾だんは迫ってくる。

　さすがにこれは躱せない。

　カナタは慌あわてて魔術障しよう壁へきを展開した。

　防ぼう御ぎよ成功。障壁が青白い魔力弾を防ぐ。

　ここまでで二段構えの作戦だ。

　複雑な作戦になるとミソラの頭じゃ無理だろうし、リコの入いれ知ぢ恵えかな。

　そんで、ユーリはどこだ……？　カナタが疑問に思う。すると──

『これで終わりです……っ！』

　カナタの直上から、ユーリが急降下してきた。

　不意を突いて間合いを詰つめたユーリが、全力の攻撃を叩き込んでくる。

　疾しつ風ぷう突づき、棒打ち、烈れつ槍そう返がえし、乱突き──

　基き礎そ的な戦せん闘とうスキルの組み合わせを、電光石火の如ごとく浴びせてくる。

　空をも穿うがつが如く、閃ひらめく刃の残像が見える。

《空穿の閃跡ブリユーナク》と彼女が呼ばれる所以ゆえんだ。

　へっ、二段構えじゃなくて三段構えの作戦か。

　しかし。それすら愉しむかのように、カナタが落ち着いて対処する。

　魔術士の宝石箱マギスフイアから、ダガーを展開。右手に持つ魔ま砲ほう剣けんと左手に持つダガーで、ユーリの全力を受け流してみせた。

『さすがはカナタ先せん輩ぱいですっ！　ですが、これならどうですか……っ！』




　魔槍戦技──裂翔槍エアレイド・スピア




『へっ、その程度……』

　想定の範はん囲い内だ。

　こちらも閃せん光こう剣けんで迎げい撃げきを、とカナタが魔力を高めようとしたとき。全身から一気にエネルギーを奪うばわれたかのように、カナタが脱だつ力りよくした。

『………………っ!?』

　ユーリが眼めを瞠みはる。ちょうど緩かん急きゆうをつけた動きとなり、ユーリの戦技を眼と鼻の先で躱すことには成功した。だが、ユーリが驚いたのはそのことではない。

　注視していた者たちの眼は誤ご魔ま化かせないのだ。

　激しい戦闘の最中さなか。そうか、あいつはもう……と、ミソラが思う。

　さきほどの連続攻撃で、すでに魔力切れを隠かくせぬほど疲ひ弊へいしてしまったのだ。

　結果として四段構えの作戦になってしまったが、それは本意ではない。

『ミソラさん、わたしはまだ行けます。予定を変へん更こうして、このまま攻せめさせてください』

『待てユーリ。わたしが止とどめを刺さす』

『ダメよっ！　それはあたしの役割……っ！』

　止めを刺そうとするユーリとリコを制止して、ミソラが砲撃を連射した。

　眼と鼻の先を掠かすめるような砲撃の連続を、カナタは必死に体を捻ひねって躱そうとする。

　一見、最小限の飛行魔術で躱す美しい動きに見える。

　だが、本質はそうではない。すでに最小限の飛行魔術しか発動できないのだ。

　やがてミソラの砲撃のひとつが、彼の胴どう体たいを捉える。

　カナタは魔術障壁を展開した。だが、その魔術障壁は槍撃に干かん渉しようせず、何事もなかったかのように攻撃を通した。

　砲撃が命中したのと、ミソラが下した唇くちびるを嚙かんだのはほぼ同時だった。

『………………っ!?』

　魔力砲撃の直撃を受け、カナタは呆あつ気けなく吹ふっ飛ばされる。

　砲撃に弾かれたカナタは飛行不能に陥おちいり、地上のグラウンドへと激しく叩きつけられた。

『カ、カナタさん……っ!?』

『あ、主あるじ……っ!?』

　驚きよう愕がくの声で叫さけぶレクティとブレア。

　二人の知る限り、カナタの実力ならさきほどの砲撃は避よけれたはずなのだ。

　だというのに、それが命中してしまった。

　最後に張った魔術障壁は意味をなしていなかった……

　このときになって、レクティとブレアはようやく気づく。

　カナタの魔力量がとっくに限界を迎むかえていたことを。自分たちの断続的に攻撃をしかける策が功を奏し、カナタを追い詰めていたことを。

　しかし、カナタは──

『へっ、この程度……どうってことねーよ』

　魔砲剣を杖つえ代わりにして、平然と起きあがろうとする。だが、ダメージがないわけがない。

　がくんっ！　途と中ちゆうで膝ひざに上手くチカラが入らず姿勢を崩くずした。

『あ、あのぅ……カ、カナタさん……っ!?』

『うぬ、主よ。もう限界では……っ!?』

　レクティとブレアが心配する。

『違ちがう──』

　それじゃダメなのよ、とミソラが言いかけたとき。

　不意に発砲音がし、一発の魔力弾がカナタの髪かみを掠めた。全員の視線が、Ｅ６０１小隊の魔銃士に注がれる。

『リコっ！　そなた、どういうつもりだ……っ!?』

　すでにカナタは地を這はい、この戦闘の目的は失われたというのに……

　なおも戦う姿勢を崩さないリコ。彼女の傍かたわらでは、沈ちん鬱うつな表情のユーリが俯うつむきながら、魔槍を携たずさえていた。

　空を飛ぶ仲間たちを見まわし、リコが澄すまし貌で言う。

『疲つかれたから休むというのは、女め神がみなわたしだけに赦ゆるされた専売特許であることを知らないのか？』

　そう言って、リコはカナタの足元へ、魔力弾を叩き込む。

　グラウンドが軽く爆はぜ、小さな土つち煙けむりが巻き起こる。

『いつまで休んでいるつもりだ。とっとと立ち上がれ』

　そのとき、

『そなた……っ!?』

　ぶちきれそうな貌で、ブレアが睨にらみつける。

　微み塵じんも気け圧おされず、リコが睨み返したときのことだ。

『おいおい、仲間同士で喧けん嘩かしてんじゃねーよ』

　不意に耳元の通信結けつ晶しようが鳴った。

　ミソラが、リコが、レクティが、ユーリが、ブレアが──Ｅ６０１小隊全員の視線が、その男へと注がれる。

『まだ勝負はついてねーのに、なに俺を無視してくれちゃってるんだよ』

　ハァーハァーと呼吸を荒あらげながら、魔砲剣を杖代わりにして。カナタはどうにか再び起きあがってみせた。

　生まれたばかりの牡お鹿じかのように、立ち上がることさえままならぬ弱々しい仕草だった。

『主よ。主がこの調子では、もう強敵役など……』

『そ、そうですよカナタさん。も、もう勝負はつきました……っ!?』

　ブレア、レクティが訴うつたえた。ミソラとユーリが真しん剣けんな眼まな差ざしでカナタを見守り、リコがゆっくりと口を開く。

『やれやれ。キミたちはこの男がなぜ模も擬ぎ戦をしているのか、本当に気づいていないんだな』

　口調こそ普ふ段だんのリコだが、冷めた眼差しが雄ゆう弁べんに語る。

　キミたちはこの戦いを侮ぶ辱じよくするつもりか、と。

『昨日この男は「強敵を前にしたときの対処法について、模擬戦を通じて教える」と言ったんだ。誰だれもこの男が強敵役を務めるとは言っていない』

『それって……』

　レクティの脳のう裏りで、幾いくつかのカナタの台詞せりふが再生される。




　──明日あしたは強敵を前にしたときの対処法について、模擬戦を通じて教えてやるよ。今日の課題が必要になるかもしれないから、よく考えておくこと




　──回りくどい？　ユーリ、ひょっとしてお前なんか勘かん違ちがいしてない？　俺は負ける戦いはしない主義だよ。もちろん、お前らに勝つ自信があるからこそ、こうやって模擬戦を挑んでるんだ。相手が誰だろうと負けるつもりはない




　──だからどうした？　俺は教官として勝つために必要なことをするだけだ




　この模擬戦。カナタが挑ちよう戦せん者で、自分たちが強敵役だと考えれば、辻つじ褄つまが合う。

『ま、まさか……っ!?』

　驚愕に震ふるえるレクティに、カナタは言う。

『へっ、言わなかったか？　強敵役は、お前らだよ』

　そう。彼は最初から、挑戦者だったのだ。

　そして挑戦者として、体を張って必死に何かを伝えようとしていた。

『えっ!?　あ、あのぅ……っ!?』

『あ、主よ……っ!?』

　動どう揺ようするレクティとブレア。揺ゆれ動く心の有あり様ようを、震える瞳ひとみが忠実に再現していた。

　カナタの意図に気づいていたユーリはあまり変わらない。

　リコとユーリの言動から、カナタを苦しませずに倒たおそうとする気き概がいを汲くみ取っていたミソラは、やはりこういうことだったのか、と思う。

　いまにして思えば、カナタが勝利条件としてＥ６０１小隊への加入を望んだのだって、ミソラたちをけしかける為ためだったのだろう。

　一方で。ぼろぼろのカナタは毅き然ぜんとミソラたちを見上げ、

『こんな俺にできることなんて、限られてる。だからさ、この戦いを通じてお前ら全員に見せておくことができて光栄に思うぜ。見届けてくれよ、俺の戦い方ってやつをさ』

　不敵な笑えみを浮うかべ、カナタは魔砲剣の切先をミソラたちに向ける。

　その様は、不ふ屈くつの闘志の象しよう徴ちように思えるほどに美しかった。

　それこそが、格上を倒す為に一番必要なもの──Ｓランクを倒す為のヒントだ。

『遠えん慮りよせずに全員でかかってこいよ。強敵相手にどう戦えばいいか、俺の身を以もつて示してやる……っ！』

　そんなカナタと対たい峙じするミソラたちは、指先一つ動かせなかった。

　いまのカナタは、最弱のはずだ。

　魔力をロクに練れず、空を飛ぶことすらままならない。

　なのに、ミソラたちは勝てないと感じていた。

　物理的な「強さ」ではなく、精神的な「強さ」で負けていた。

　いまのカナタは最弱のはずだ。

　でも──最強だ。

　そこに矛む盾じゆんは存在しない。

　考える必要などなく、ミソラたちはそう感じ取っていた。

　あの無力な男は、ここにいるミソラたちの心を惹ひきつける強い魅み力りよくを持っている。それはミソラたちの心に、この儚はかなく尊い者を護まもりたいという情念すら抱いだかせた。

　戦いの中で、戦いを忘れさせた。

　いまのカナタの有り様は無力であるというのに……

　強さの対極にある「弱者」とされる側にいながら、ミソラたちの全すべてを見守り、受け入れる器うつわを持っている。この絶望的な状じよう況きようで、こうまで輝かがやける空士をミソラたちは……まだ知らない。

　敢あえて言おう。カナタ・エイジこそが「最強の存在」なのだ。

『ミーナ、残り時間は？』

『……四分五十一秒よ』

　カナタに問われ、ミーナが答える。

　部外者のミーナすら、その心を動かされた。

　この戦いを止めたいとミーナは切に願う。だが、カナタに念押しされた以上、彼女にこの戦いを終しゆう焉えんに導く権利はない。

　その権利があるのは、彼の教え子たちだけだ。

『どうする、お前らに俺を倒すことができるか？　お前らが昨日イメージした「最強の存在」はこういうときどう動く？』

『決まっているだろう。容よう赦しやなくキミを倒す』

　周りを鼓こ舞ぶするように、リコが率そつ先せんして動いた。

『へっ、「最強の存在」は見つかったのか？』

『ああ。もう見つかっている』




　……三さん位み一体の変キ異メ種ラを撃げき破はするときに救きゆう援えんに駆かけつけてきたミソラたち。あの戦せん闘とうの最中さなか、リコ・フラメルは『空士の絆きずな』と勇気をもらった。ミソラたちはリコの心を支え、〝神憑きツヌグイ〟の発動に大きく貢こう献けんした。そんな仲間たちの誰かを「最強の存在」と称しようするのも悪くない。




　だが、仲間たちの救援はある男の尽じん力りよくがあってこそだった。




　──あの男なら最強すら超ちよう越えつしてみせる！




『わたしの「最強の存在」はキミだ……！』

　そう叫んで、リコが発砲。カナタが激しく宙を舞まい始める。

　いまにして思えば、リコはカナタの覚かく悟ごを知った上で、彼を少しでも早く楽にさせようと動いていたのだ。

『わたしが疲れるから、とっとと墜おちろ。その方が二人とも楽ができて、経済的だ』

『へっ、わりーけどまだやらなくちゃならねーことがあるんだよ』

　戦闘の最中、カナタが叫さけぶ。

『どうした？　他ほかのみんなはかかってこないのか？　お前らのイメージした「最強の存在」はその程度なのか？』

『わたしがイメージした「最強の存在」は……』

　しっかり者の後こう輩はいである少女がつぶやいた。




　……変キ異メ種ラの細さい胞ぼうに取り込まれた少年が犯おかした事件。レアルに襲おそわれたとき、ユーリは死を覚悟した。その絶望的な状況に救いの手を差し伸のべてくれたのは、彼女自身が、落ちこぼれと侮あなどったミソラたち。結果としてユーリは禁じていた魔ま槍そうを手に取り、レアルを撃破した。そんな仲間たちの誰かを「最強の存在」と称することもできる。




　けれど、ミソラたちの救いの手は、ある男の提案によるものだった。




　──裏切り者と蔑さげすまれながらも自分のスタイルを貫つらぬくカナタ先せん輩ぱいなら、最強相手でも粘ねばり強く戦い続けるはずです……っ！




『カナタ先輩、わたしにとっての「最強の存在」は、カナタ先輩ですっ！　ですから今日はいまなお強さを持ち続けるカナタ先輩と戦えて、本当にうれしいです……っ！』

　そう言って、魔槍を構えたユーリが、覚悟とともに突とつ撃げきしていく。

　彼女がかつていた空間には、煌きらめく水の滴しずくが舞っていた。

　いまここにいるメンバーの中で、カナタと一番付き合いが長いのがユーリだ。そんなユーリが何も感じないわけがない。

　カナタが身を賭としてまで、伝えようとしてくれている想おもいを。

　瞳から涙なみだを零こぼして、ユーリがカナタと刃やいばを交える。

『カナタ先輩、全力で倒させてもらいますっ！』

『ユーリ。そう簡単に負けてやるわけにはいかないぜ……っ！』

　眼めを紅あかくして泣き腫はらし、ぐずつき、嗚お咽えつし、それでもユーリは刃を交えた。

　その槍そう撃げきに、最強を倒す覚悟を込めて。

　槍撃をいなしながら、カナタが叫ぶ。

『ほら、残りの三人だぜ。お前らの「最強の存在」はこんなときどうするんだよ……っ！』

『私の「最強の存在」は……』

　武を尊ぶ少女が振ふり返る。




　……《ミストガン》に転校して以来、ミソラたちと過ごした日々。ミソラはお馬ば鹿かだが、いい奴やつだ。リコは女め神がみですごい奴だ。レクティは最高の幼おさな馴な染じみだ。ユーリ先輩は尊敬すべき先輩だ。この四人と小隊を組んで、空戦武踏祭エリアルソードの学内選せん抜ばつ最終戦では、Ａ１７７小隊に完勝した。この仲間の一人を「最強の存在」と称してもいいのかもしれない。




　だが、最終戦の反撃はある男への想いが決め手となった。




　──敬愛する主あるじならば、最強相手に微み塵じんも退ひかぬ……っ！




『私の「最強の存在」は主ですっ！　ブレア・アイゼナッハ押して参る……っ！』

　嗚咽を堪こらえて名乗りを上げ、ブレアは突つっ込む。

『主よ、ご覚悟を……っ！』

『へっ、泣いてるぞ。どうしたんだよ？』

『眼から汗あせが零れているだけです……っ！』

　ブレアが貌かおをくしゃくしゃに歪ゆがめ、必死に涙を堪こらえようとして。それでも貌からぼろぼろと涙を零していた。

　まるでじゃれつく子供をあやすように、カナタは剣けん戟げきを交えていた。

『ほら、レクティ。お前は誰だれをイメージしたんだよ？』

『あ、あのぅ……わ、わたしにとって「最強の存在」は……』




　……《ミストガン》と《メルキア》との交流戦。戦技を使えぬレクティを支えてくれたのは、ミソラたちだった。ブリーフィングの際、小隊長に指名された彼女を快く受け入れ、ブレアに決闘を挑いどむ際は、温かい言葉をかけてくれた。臆おく病びような自分に勇気をくれたミソラたちの中の一人を「最強の存在」と誉ほめ称たたえてもいいのかもしれない。




　けれども、戦技を使えぬレクティに最初に気づいてくれたのはカナタだった。




　──カ、カナタさんなら、相手がどんなに強くても負けません……っ！




『カナタさん……。あ、あのぅ……わ、わたしにとっての「最強の存在」は……カナタさん……』

　尻しりすぼみになったのを、カナタがすぐに注意する。

『んっ、声が小さいぜ。レクティ』

『そ、そのっ！　カ、カナタ・エイジさんです……っ！』

　その名をつぶやき、レクティは八はつ双そうの構えを取る。

『レクティ・アイゼナッハ。身命を賭として、勝負させていただきます……っ！』

　名乗りを上げ、風を切りながらカナタに向かって突き進む。

『そうだ。全力でかかってこい、レクティ……っ！』

　レクティの斬ざん撃げきは、カナタにとって容易に躱かわせるものだった。

　なにせ彼女は大おお粒つぶの涙を浮かべているせいで、前がほとんど見えていない。

　だが、カナタはそれを全部受け止めた。

『あとはミソラ。お前だけだぜ』

　そう言って、最後の一人に声をかける。

　艶つややかな長く紅い髪かみが、ヴェールのように、その少女の貌を覆おおい尽つくしていた。

　いつの間にか、鼻がぐずついて。

　視界がぼやけて。

　息苦しさを覚えながら、

『なんでよっ!?　なんで涙が出てくるのよ……っ!?』

　あいつを苦しませないために、とっとと決着をつけるつもりだった。その意図がなんであれ、倒たおすつもりだった。

　でも結局──苦しませてしまった。

　そんな自分に腹が立つ。そしてそれ以上に、情けないと思う。こんな自分たちを導いてくれる最高の教官を、苦しませてしまうなんて……

　どうすればいいかは知っている。

　どうすれば救いになるのかは知っている。

　彼女が目標とするべき「最強の存在」なら、

　必ず……

　決着をつける。

　胸のはちきれるような想いすら背負って、戦い続ける。それこそが「最強の存在」が率いる、Ｅ６０１小隊隊長の責務なのだ。

『あたしの「最強の存在」はあんたよっ！　だからこそ、あたしは絶対にあんたに勝ってみせる……っ！』

『ミソラ』

　彼女が貌をあげると、フリーになったカナタがこちらを見上げていた。

『全力で来い。お前のチカラを見せてみろ』

『……うん』

　くしゃくしゃの笑えみを浮うかべるミソラの目じりからは、すぅーっと涙が零れていた。

　それから彼女は隊長としての務めを果たした。

　カナタの想いを背負う覚悟で、魔ま砲ほう剣けんの引き金を絞しぼった。身動きのままならぬカナタに、試合終しゆう了りよう二秒前に、止めの一撃フイニツシユを放った。

　それが身を以もつて道を示してくれたカナタに対する、ミソラたちの答えだった。

　そして彼女たちの人生の中で、最も濃のう密みつな時間は過ぎ去っていった。










　闘とう技ぎ場。グラウンド。

　そこには、芝しば生ふの上で、横になるカナタの姿があった。大の字でぐでんと横になる彼は、すでに指先一つロクに動かせないほど、疲つかれ果てていた。

「ハァーハァー、恰かつ好こ悪かっただろ」

「それほどでもなかったわよ」

　へばったカナタの傍かたわらに立ちながら、ミソラが言う。

「その……さすが《黒クのロ剣ノ聖ス》って思ったときもあったし」

「そっか。そんな風に見えてたか」

　審しん判ぱん役を務めたミーナは、すでにいなくなっている。試合終了と同時に、カナタとミソラたちに感謝の言葉を述べ、去っていった。

　この場に立ち会うことで、ミーナも感じることがあったのだろう。

　ミソラたちとて、胸に堪こたえる戦いであったことは言うまでもない。

「それとお前たちへの侮ぶ辱じよくを取り消すよ。『俺が勝ったら、俺をＥ６０１小隊の隊員に加えてくれ』なんて噴ふん飯ぱんものだ。すまなかった」

「えっ!?　そ、そのぅ……あ、謝る必要なんかありません。あ、あのぅ……考え方の食い違ちがいがあった。それだけのことだと、お、思ってます……っ!?」

「ほら、カナタ先輩。お水でぬらしたハンカチを貸してあげます。使ってください」

　泣き腫らした貌で、ユーリが淡たん々たんと言う。

「んっ、もしかしてまだ気を遣つかってくれてんのかよ？」

「き、気を遣ってなんか……っ!?」

　すぐに、ぷいっと視線を逸そらすユーリ。

　いまだ素す直なおになれないユーリを見て、リコがふっと鼻で笑った。

「リコもサンキュな。魔力切れで俺を苦しませないために、女め神がみの流りゆう儀ぎを捨ててまで前に出てきてくれたんだろ。お前にも色々と気を遣わせたみたいで悪かったな」

「悪かったと思うなら、自分のチカラをなんとかする方法を考えろ。来年度から、わたしはＥ６０１小隊と特務小隊ロイヤルガードを掛かけ持ちするつもりだぞ」

「へっ。一いつ緒しよに特務とか行ったら、愉たのしそうだな」

　そのあと、レクティとブレアが心配そうに貌を覗のぞき込んできた。

「そのぅ……カナタさん」

「うぅっ!?　あ、主よ……っ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、もうすぐ起きあがれるよ。心配かけて悪かったな」

　そう言って、カナタはどうにか身を起こそうとするが、まだ立ちあがる体力はない。無理をせず、その場で座り込んで説明することにした。

「じゃあ負けたから、まずは俺の事情からだな。魔力がほとんどなくなった代わりに、呪じゆ力りよくを宿しちまったことについて。じつは俺自身もあんま覚えてないんだけど、覚えてる限り伝えさせてもらってもいいか？」

　ミソラたちが頷うなずくのを見やり、カナタが告げる。

「俺が本科一年生のとき、簡単な哨しよう戒かい任務の最中のことなんだけど。Ａ１２８小隊俺たちは魔ま甲こう蟲ちゆうの群れと遭そう遇ぐうしたんだ。はじめは少数の群れだと思って、こちらからしかけて一気に殲せん滅めつしたんだ。でも、それは敵の斥せつ候こうの一部だった。分厚い雲の向こうに、敵の本隊がいた。撤てつ退たいするには注意を引きすぎてたし、敵に《ミストガン》の場所を教えることになる。だから俺が残って、魔甲蟲の群れを足止めすることにしたんだ」

　そこまでは、ユーリも知っている。

　問題はその後だ。

　ユーリが知っているのは、その遭遇戦でカナタが未み帰き還かんになった翌日以降。彼が何事もなかったかのように、けろっと《ミストガン》に帰還してからのことだ。

　遭遇戦の経過について、彼は多くを語ろうとしなかった。

「そのあと、俺は魔甲蟲同士が争う光景に出くわした」

「それってどういうこと……っ!?」

「魔甲蟲が共とも喰ぐいしてたということか……っ!?」

　ミソラとリコが驚おどろく。

　そんな事象は、いままで一度も報告されていない。

「さーな。詳くわしくは俺もわかんねー。で、そのあとどうしたかは覚えてねーんだよな。たぶん戦闘に巻き込まれたと思うんだけど」
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　──カナタがミソラたちに出会う半年以上前のことだ




《ミストガン》周辺空域。高度三六〇〇。

　Ａ１２８小隊。哨戒任務中。

　さてと。あいつらちゃんと逃にげられたかな。

　仲間たちが撤退していった方角を、カナタは覗き込むように見た。

　きっかけは、敵の戦力を見誤ったことだ。Ａ１２８小隊は予想外の規模の魔甲蟲と接敵。こちらから戦せん端たんを開いたが、雲うん塊かいの向こうに隠かくれていた魔甲蟲の大群に不意を打たれ、撤退。クロエを庇かばって負傷したカナタは、囮おと役りやくを買って出ていた。

　やれやれ。もう充じゆう分ぶん時間は稼かせいだから、あとはこいつらを撒まくだけなんだけど。

　亡もう者じやのように群がってくる無数のアルケナル級を見やり、カナタは嘆なげく。

　さすがにいまの状じよう況きようで、こいつら全部と戦うわけにはいかねーよな……

　クロエを庇って負傷した肩かた口ぐちからは、出血がやまない。

　敵の正確な規模は不明だ。だが、二時方向に位置する雲塊の向こうから来た。

　せっかくだから敵の本隊の様子でも見に行くか。ついでにこの群れを率いる変キ異メ種ラに一ひと太た刀ち浴びせ、群れを混乱に追い込んでやるっ！

　死中に活を求めるべく、カナタは雲塊の中へと飛び込んでいく。

　分厚い水蒸気と塵ちりの塊かたまりを抜ぬけた先に、その光景が広がっていた。

『………………っ!?』

　眉まゆをつり上げるカナタの瞳ひとみには、魔甲蟲同士の交戦風景があった。

　アルケナル級とアルケナル級がぶつかり合い、プロキオン級とプロキオン級が大おお鎌がまで組み合う。

　……共喰い、か。

　カナタが見た限り、二つの勢力が争っているように見えた。

　少数の魔甲蟲の群れと、大規模な魔甲蟲の群れ。容姿が同じ二つの群れの戦闘は判別し辛づらいが、戦場を眺ながめるカナタにはよくわかった。

　その戦場の中に、カナタは二つの強大なチカラの気配を感じた。

　少数の群れの中と、大規模な群れの中に一つずつだ。

　やがて強大なチカラ同士がぶつかり合い、鎬しのぎを削けずる。

　何と何がぶつかっていたのかは、記き憶おくに靄もやがかかっていて思い出せない。

　しかし、すぐに少数の群れに所属する何かが劣れつ勢せいになった。そしてこちらの姿に気づいたそれは、まるでカナタから戦場を遠ざけるように戦域を北西へとずらし始めた。

　ただ傍ぼう観かんしていれば、無事だったかもしれない。

　どうもさ、こういうのって性しように合わないんだよな。

　対象が魔甲蟲であれ、あの何かは明らかに俺を戦せん禍かから遠ざけようとしている。

　そんな相手を見捨てて逃げるのは、カナタの流儀に反した。そして彼は何かを護まもるために魔砲剣を振ふりかざした……！
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「そこで一いつ旦たん記憶が途と切ぎれて、気がついたときには、すでに呪力が宿っていた。魔力が著いちじるしく減げん衰すいした状態でな。呪力を宿した当初は、囁ささやきみたいなのが聞こえてきたんだけど……最近はぜんぜん聞こえなくなったな。そのあとはお前らも知っての通り──」

　裏切り者と蔑さげすまれながら、ひっそりと空士のサポートに徹てつしてきた。

　肝かん心じんなところの記憶は、カナタも欠けつ如じよしているらしい。

《崩ほう力りよく》を覚えたのがいつなのかは、定さだかでない。《ミストガン》に戻もどってから《崩力》を編み出したとき、過去にも使ったことがある気がしたが……真実は藪やぶの中だ。

「ねえ。念のために断っておくけど」

　カナタから真実を聞き、ミソラが言った。

「《崩力》は絶対に《ベベルここ》じゃ使わないで。あたしたちと約束して」

「ま、それが筋だろうな。注目を浴びる真ま似ねは控えねーと。俺が呪力を宿してるって知ったら、世界が敵に回るだろうし。……約束するよ」

　はっきりとカナタが誓せい約やくした。

「共喰いする魔甲蟲と呪力、か」

　顎あごに手を当て、リコが言う。

「どうにもわからない話だな。仮にキミの話が本当だとして、共喰いする魔甲蟲の戦闘に巻き込まれた際、なにかあったと考えるのが妥だ当とうだろう。それも変キ異メ種ラの細さい胞ぼうを摂せつ取しゆする以外のなにかだ」

　レアルの件については機密扱あつかいのはずだが、とっくに情報が漏もれているらしい。

「なあキミ。エリスに探さぐり入れたのか？」

「いーや。さすがに危険リスクが大きすぎる」

《ベベル》に所属する魔甲蟲の研究者。だが、ただの研究者が変キ異メ種ラに襲おそわれて生き残るなどという話を、カナタは鵜う吞のみにしたわけではない。

　エリスはなにか噓うそをついている、と思った。

　仮に魔甲蟲の研究者であったとしても。自分の身の上に関かかわる重大な話をする相手には、ならなかったのだ。

　その後、幾いくつかのやり取りをし、

「ま、俺の事情はこんな感じだ」

　教え子たちを見み渡わたし、カナタが言う。

「正直助かってるよ。お前らが俺を《ベベル》へ連れてきてくれたお陰かげで、俺は自分の謎なぞに近づくことができてる。へっ、ありがとな」

「べ、べつにあんたに礼を言われるようなことじゃないわよ……」

　照れくさそうにミソラが言った。

　すると、カナタが神しん妙みような表情で教え子たちを見やり、

「お前らが心配してくれてることを、俺はうれしく思う。……けど同時に、もっと自分のことに専念してほしいとも思ってる。さっきの模も擬ぎ戦、俺はただお前らに勝つことだけを考えてた」

「……………………」

「俺がこう動いたら、ミソラとリコが牽けん制せいしてきて、ユーリが突とつ撃げきして、レクティとブレアがついてきて。とにかくさ、勝つことしか頭の中になかったよ」

　真顔になったカナタが、ミソラたちを見み据すえる。

「お前らはさ、《ベベル》に来てから何を考えてる？　ちゃんと自分たちが勝つことだけを考えてた？　もし俺が現役だったら、どうにか理由をこじつけて、自分たちの小隊──特務小隊ロイヤルガードのメンバーを引っ張って空戦武踏祭エリアルソードに出場したと思う。それは空戦武踏祭エリアルソードが面おも白しろそうだから。世界最強を決める最高の舞ぶ台たいだから。だからさ、俺はお前らに一パーセントでも多く、勝つことだけを考えていてほしい」

　カナタのことを「最強の存在」と思うことは問題ない。

　ちょっとこそばゆいが、光栄だと思う。

　だが、その「最強」を再現しようとして。彼のチカラをあるべき姿に戻すことに、労力を割さくのは誤りだ。

　カナタは、ミソラたちに空戦武踏祭エリアルソードへ全力を注いでほしいのだから。

「昨日の自由行動時間中のレポートに眼めを通した。図書館での調べ物やらアイゼナッハの古文書からの情報収集やら、《ベベル》に来てから俺のチカラについて調べていたらしいな。でも、そういうのはお前らが関わるべきことじゃねーから、もう禁止な。お前らが《ベベル》に来たのは俺の事情について調べるためじゃなくて、空戦武踏祭エリアルソードで優勝するためだろ」

　返事次し第だいでは、空戦武踏祭エリアルソードに出場せず帰ろう、とさえ思う。

　カナタはあくまで教官であり、筋すじ違ちがいの目的で《ベベル》に来た教え子たちに付き合うつもりはないからだ。

　その想おもいは伝わっているはずだというのに、

「ううん、やめないよ」

　ミソラがはっきりと言った。

「いや、やめろよミソラ。俺はお前らに勝つことを……」

「ううん、やめない」

　ミソラの言葉に続き、仲間たちが頷く。

「ふむ、ミソラの言う通りだな」

「そ、そのぅ……わ、わたしもそう思います」

「そうですねレクティさん。カナタ先せん輩ぱい、わたしもミソラさんの言う通りだと思いますよ」

「そうです主あるじ。私たちがやめるわけにはいきません」

　教え子たち全員から反対され、カナタが呆あきれたように言う。

「あのなお前ら。少しは俺の言うことを聞いて……」

「絶対やめないわ」

　カナタの言葉を遮さえぎり、ミソラが言った。

「だってあたしたちがイメージする『最強の存在』は、あんただもん。あんたが完全な状態になることは、あたしたちの描えがく最強のあんたのイメージがより強固になることに繫つながるわ」

「そんな取ってつけたかのような理由で……」

　聞き分けのない教え子たちに焦じれたカナタが、本気で帰ると口にしようとしたときだ。

「それだけじゃないの」

　ミソラの言葉にはまだ続きがあった。

「あんたは空戦武踏祭エリアルソードで優勝することに固こ執しつしてるみたいだけどさ、あたしたちの目標はもっと先にあるの。あたしは、お母さんのように優やさしい空戦魔導士になりたい。空戦武踏祭エリアルソードの優勝は、その過程のひとつでしかないの」

「………………っ!?」

「空戦武踏祭エリアルソードに出場したのは、キミの事情を解決したいという想おもいからだった」

「そのことは、ずっとカナタ先輩には秘密にしてきました。ですが、カナタ先輩が事情を教えてくれた以上、秘密にする必要はありません」

　ミソラの言葉を引き継つぎ、リコとユーリが言った。

　空戦武踏祭エリアルソードに出場したきっかけはそれだった。だが──

「でも、そのぅ……わ、わたしたちの目標はあくまで、強力な呪じゆ力りよくだって《崩力》だって超こえるチカラを持った空士になることなんです……っ！」

「うぬ、主よ。ゆえに空戦武踏祭エリアルソードも主の事情も百パーセントのチカラで取り組まねばなりません。主を越こえる空士になる為ために……っ！」

　レクティとブレアが言った。

　空戦武踏祭エリアルソードに出場したきっかけは、カナタの事情を解決するためだった。しかし、カナタを「最強の存在」に据すえることで、ミソラたちには目標ができた。

　空士としての目標。

　そのことが、彼女たちの意識に変革を齎もたらしたらしい。

「あんたのように《崩力》を扱う敵だって出てくるかもしれない。そのときを想定して、あたしたちはあんたのチカラについて調べたいとも思っているのよ」

　ミソラが懸けん命めいにカナタへ訴うつたえてくる。

　カナタの心配は杞き憂ゆうだったようだ。

　ミソラたちは、成長していたのだ。

　カナタの想定よりも──もっと先を見据えるほどに。

「あのさ……《ミストガン》での学内選せん抜ばつ戦に出場したときのあたしたちは、あんたの呪力をどうにかするために、《ベベル》を目指してきた」

　学内選抜戦の最終戦において逆転劇を引き起こせたのは、カナタの為に小隊が一丸になった結果だ。

「でも、いまはそのことだけを考えてここにいるわけじゃないよ」

　ミソラたちがそれぞれ描く、将来の夢。

　それを叶かなえるために、彼女たちは強くなければならないのだ。

「空戦武踏祭エリアルソードはあたしたちが強くなる為の手段であって、目標はもっと彼方かなたにある。これから先、あんたと同じチカラを使う敵と戦うことだってあるかもしれない。だからさ、あたしたちはその敵のことを知るために、もっと情報を集めたいの」

　ミソラの言葉を聞き、仲間たちがうんと頷うなずく。

「どうやら侮あなどっていたのは、俺の方みたいだな」

「ううん。あたしたちこそ、こそこそ調べるんじゃなくて堂々と調べればよかったんだもん。おあいこよ」

　直後、教え子たちがくすくすと笑いだした。

「？　どうしたのよ？」

　きょとんとしたミソラが尋たずねる。

　カナタはというと、困ったように頭の後ろを搔かいていた。

　完全に俺、立つ瀬せねーや、と彼は思う。

　まさかミソラに慰なぐさめられる日が来るなんて、夢にも思わなかった。

　気を取り直して、カナタが言う。

「ま、本戦もこの調子で頼たのむよ」

「うん、任せてちょうだい……っ！」

　カナタが諦あきらめずに戦い続ける中で、教えてくれた不ふ屈くつの闘とう志し。

　ミソラはいまの自分たちなら、行けると思った。

　行かないといけないと思った。

　もっと先の世界へ。

　ノエルのようなＳランクと互ご角かくに戦える、世界へ。

　だからこそ、ミソラははっきり口にする。

「それと、あんたに──《ミストガン》の《黒クのロ剣ノ聖ス》に指導を受けている小隊に恥はじない戦いをするつもり」

　恥じない戦いをするために、もうひとつしなければならないことがある。

「あとさ、リコ。お願いがあるの」

「なんだ？」

「あんたに、副隊長兼けん参さん謀ぼうをお願いしたい」

　そう言って、ミソラはさっと頭をさげた。

　いざというとき小隊を支えられるのは、リコしかいない。彼女の思し慮りよ深ぶかさは、きっと今後に役立つと思った。

　しかし、リコはあっさりと、

「断る」

　ユーリたちが慌あわてて説得する。

「リ、リコさん……っ!?」

「あ、あのぅ……わたしもぜひリコさんにやって頂きたいんですけど」

「そうであるぞリコ。誰だれもそなたの就任に異を唱える者など……」

「そうじゃない」

　焦あせる仲間たちを見み渡わたし、リコがクールな氷のような声で言った。

「女め神がみ兼副隊長兼参謀だ。肝かん心じんな単語が抜ぬけている」

「リ、リコ……っ!?」

「副隊長就任に際し、キミたちにひとつ言っておくことがある」

　仲間たちの視線を集め、リコはさっと後うしろ髪がみを搔きあげる。

「Ｅ６０１小隊は、意外性とチームワークが売りの小隊だ。いままではこの男が教官として小隊を導いてきた。だが、教官一人の眼で見て判断するよりも隊員一人ひとりが自主的に判断して、チカラを合わせて戦うほうが小隊としての戦力は向上する。このことを忘れるな」

　そう言って、リコはミソラを見やり、

「今日のミソラは、稀まれに見る隊長らしい動きだった。あの男に止めの一撃フイニツシユを放った覚かく悟ごは、評価してやる。見事だったぞ、隊長」

　さりげなくミソラを隊長として認めている旨むねを伝えた。
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　ノエシス宮きゆう殿でん。議長の執しつ務む室。

　暗い室内では、五角形の盾たてに鷲獅子グリフオンの映像が浮うかんでいた。

『今晩が前夜祭ですね。異常はありませんか？』

「はっ、万ばん事じ抜かりなく進んでおります」

　恭うやうやしくハルトマンが頷く。

『そうですか。わたしたちの勢力には、誰も犠ぎ牲せい者しやはでていませんね？』

「御ぎよ意いに」

『クリスさんが行方ゆくえ不明になった以上、連中もわたしたちの動きに気づくことでしょう。カナタ・エイジの件はどうなっていますか？』

「その件でしたら問題ございません」

　眉まゆ一つ動かさず、ハルトマンが告げる。

「クリスティーナ・バルクホルン同様、カナタ・エイジも今晩行方不明になってもらう予定です。可か及きゆう的てき速すみやかに処理すべき事案と心得ております」

『……けっこう。よろしくお願いします』

　その後、幾いくつか教皇陛下アークビシヨツプと確認したあと、映像通信が切れた。傍かたわらに控ひかえていたリバーが部屋の電気をつける。

　明かりが灯ともった室内で、ハルトマンが険しい表情で問う。

「さてリバー。カナタ・エイジに対する策は充じゆう分ぶんか？」

「問題ありません。準備はすでに完かん了りようしています」
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　ヴィーゲルト邸てい。リビングルーム。

　エメラルドグリーンのドレスを纏まとったエリスが姿を現した。

「お兄様、そろそろ前夜祭に参りませんと」

「ああ、そうだね。すまないが、もう少しだけ待ってくれるかな」

　ダークグレーの儀ぎ礼れい服を纏ったゼスが言う。彼はソファーに腰こしかけ、足を組みながらレポートに眼めを通している最中さなかだった。

　やがてエリスを見やり、ゼスが告げる。

「キミの作ったレポートは、とても興味深いね。呪力を宿す人間の中でも、カナタ君は極きわめて稀なケースのようだ」

　そのレポートには、カナタのチカラに対する考察が書かれていた。

　魔ま甲こう蟲ちゆうの生態について研究してきたエリスだ。その分ぶん析せきには眼を瞠みはるものがあった。

「恐きよう縮しゆくです、お兄様」

　深々と頭をさげたあと、エリスが尋ねる。

「お兄様、カナタの処しよ遇ぐうについてはどうなさいますか？」

「やはり彼のチカラがほしいね。あの連中はまだ彼にアプローチしていないようだし、今度はもう少し時間をかけて説得することにするよ」

「お兄様。カナタは畏おそれ多くも、お兄様からの誘さそいを無下にしたのです。わたしはカナタのことを……」

　絶対に赦ゆるさない、とエリスは心に誓ちかう。

　お兄様からの誘いを断るなんて、この世界で赦される行こう為いではないのだ。

　きっと消してやる、消してやる、消してやる。

　エリスはぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

「こらこら、エリス。そう短気を起こしてはいけないよ。一度振ふられたくらいで諦めるほど、わたしは狭きよう量りような人間ではないさ」

　そう言って、ゼスはソファーから立ち上がり、エリスの前で微ほほ笑えんでくる。

　ああ、なんてお優やさしいお兄様なのかしら。でも、こんな優しいお兄様を悩なやませるなんて……カナタ、あなたはやはり赦さないわ。

「それといまさらだが、エリス。なかなか見事なドレスだね」

「あ、ありがとうございますお兄様……っ！」

　心底うれしそうな表情を浮かべるエリス。彼女の髪を、ゼスはそっと撫なでてきた。

　こうやって兄と過ごすのは、教皇陛下アークビシヨツプ派の一部空士が、アルメキア大陸に威い力りよく偵てい察さつに向かって以来だ。あのときは任務中に《ゲート》の座標を発見されたため、配下の変キ異メ種ラに襲しゆう撃げきさせた。

　そのあと、調子に乗って遊び過ぎたため、配下の変キ異メ種ラは撃破された。しかも、フライトレコーダーは回収されてしまった。機械に疎うといエリスは、フライトレコーダーがどれかわからずどうしようもなかった。

　気分屋のエリスは、興味が持てないものは、とことんどうでもいい性た質ちなのだ。

　フライトレコーダーこそ破は壊かいしそびれたが。

　カナタ・エイジの存在を確認したということで、そのときはお咎とがめなしだった。

「それともう知っているとは思うけど、あの連中がこちらの動きに気づいたらしいね」

「ええ。あの一件では、お兄様の貌かおに泥どろを塗ぬるような真ま似ねをしてしまい、申し訳ございませんでした」

「かまわないよ。少し計算が狂くるっただけさ」

　何事もなかったかのように、ゼスが言う。

「あの連中を掃そう除じするために、《アスモデウス》を好きに使ってかまわないよ。リーゼリットに指揮させるといいだろうね。想定外の事態も想定して、ある程度数を揃そろえておいた方がいいだろう」

「ありがとうございますわお兄様。邪じや魔ま者ものは全すべて排はい除じよいたしましょう。お兄様の崇すう高こうなる計画のために」

　そのあと、ゼスとエリスは二人揃って前夜祭が催もよおされるノエシス宮殿へと向かう。

　この日の晩。この世界の運命の歯車が、大きく回り出し始めた。







　　　第四章　策略の前夜祭







　午後六時過ぎ。ノエシス宮殿。通路。

　前夜祭に出席するため、正装に着き替がえたカナタたち一行がメインホールへと向かう。

　これから戦うことになる他校の学生たちが勢揃いする場だ。ゆえに、本来なら緊きん張ちようすべきところだが。

　Ｅ６０１小隊から発せられているのは、ぎすぎすしたオーラだった。

「いつまでも拗すねてないで機き嫌げん直せって言ってんじゃんか。ブレアだって謝ってるんだし」

「そう簡単に直せるわけないじゃないの。あ、あんなことされて……っ!?」

　タキシード姿のカナタに声をかけられ、ミソラがムキになって反論する。

　彼女が不機嫌な理由は、いまその身に纏まとうルージュのドレスにあった。じつは背中のファスナーが壊こわれ、数すう箇か所しよを安全ピンで留めている状態なのだ。

　ドレス自体は、交流学校のダンスパーティーでも着たのと同じサイズだ。だがホテルで着替えをすると、背中のファスナーが上がらなくなっていたのである。そのことにブレアが気づき、手を貸そうと言いだすまでの流れはよかった。

　しかし、問題はその後だ。単純明快な思考のブレアは、チカラ業わざでファスナーを押し上げるという策を実行。その結果、ファスナーが崩ほう壊かい。時間がない中で、ユーリが提案したのが安全ピンだ。

「ぬぅ。すまぬと何度も謝っているではないか」

「裁縫ソーイングセットさえあれば修しゆう繕ぜんできたんですけど。《ベベル》まで持ってきませんでしたし」

　ブレアが何度目かの謝罪をし、ユーリが事情を説明する。

「だって、ファスナーが挟はさまってすごく痛い思いしたのよ……っ！」

「ふっ、そもそもなぜファスナーが上がらなかったのだろうな？」

　鼻で笑いながら、リコが言った。

「うぅっ!?　そ、それは……っ!?」

　痛いところを突つかれ、ミソラが言葉に詰つまった。

　そのタイミングで、仲間たちが婉えん曲きよく的に指し摘てきし始める。

「あのぅ……ミソラさん。わたし、日ひ頃ごろから注意してましたよね。いくら訓練で疲つかれているからって、夜寝ねる前にベッドの上でポテチを食べる習慣はよくないって」

「レ、レクティ……」

「ミソラさん。夜中に脂あぶらっこい食事をしていてはダメです。そのうち腰回りにお肉がついて、空を飛べなくなりますよ」

「ユ、ユーリさん……」

「むぅ？　筋肉がつくことが悪いことなのか？」

「違ちがうぞブレア。いまは筋肉の話をしてるんじゃなくてな、ミソラのぷにぷにとした……」

　リコが説明しようとした矢先のことだ。

「これのことだな」

　そう言ってカナタは、ドレスの上からミソラの脇わき腹ばらのお肉をぷにっと摘つまむ。すると──

「きゃああああああっ!?　セ、セクハラ────っ!?」

　ミソラが貌を真っ赤にして、カナタにグーパンチを繰くり出す。しかし、カナタはすっと上半身を逸そらし、軽かろやかに躱かわしてみせた。

　そんなとき、不意に声がかかる。

「あなたたち、いったいなにをしてるの？」

　怪け訝げんそうな貌のミーナと、Ａ１７７小隊の隊員たちの姿がそこにあった。

「あ、あの……こ、これは……っ!?」

　教官に殴なぐりかかる構図を目撃され、ミソラが言葉に詰まるが、

「いまさらＥ６０１小隊の行動に、驚おどろいたりしないわ。いいから早く受付を済ませて、中に入りましょう。下へ手たに時間を破ると都市間問題になりかねないわよ」

　ミーナに促うながされ、ミソラたちはそそくさと受付に向かった。







　ほどなく受付を済ませ、メインホールへ入るミソラたち。

　豪ごう勢せいなシャンデリアに赤あか絨じゆう毯たんのメインホールは、他校の学生たちで溢あふれかえっていた。

　壮そう大だいなクラシックが流れ、ホールの壁かべ際ぎわのテーブルには、肉料理や魚料理などが並べられている。ホールに幾つも置かれた丸テーブルの周りで、一ひと癖くせも二癖もありそうな学生たちが、歓かん談だんをしていた。

　何百人といる空戦魔導士候補生たちを見やり、ミソラが表情を引き締しめる。

　Ｆランク小隊と馬ば鹿かにされる彼女たちが目的を果たすためには、この中で一番にならなければならないのだ。

　だが、もう臆おくすることはない。

　各学園浮ふ遊ゆう都市の代表者よりも、もっと強い相手をミソラたちは心に浮かべられるのだから。

　一方でカナタは会場内をゆっくりと見み渡わたし、見知った貌を探していた。そんなカナタの仕草に、ふとミーナが気づく。彼女は自分の小隊の仲間たちに断ったあと、こちらへ歩いてきた。

「ねえ、誰だれか探してるの？」

「いや。クリスがいないと思って……」

　その言葉を聞き、ミーナが急に黙だまり込む。

「なんだよ、難しい貌をして？」

「学園統とう括かつ長は、昨日の夜から行方ゆくえ不明なのよ」

　ミーナの言葉を聞き、カナタとミソラはお互たがいに貌を見合わせた。

「どういうことですか？　クリスさんは実家に貌を出しに行ったはずじゃ……」

「ご実家の件は知らないけど、学園統括長はわたしたちと同じホテルに泊とまる予定だったらしいわ。それで夜中に人と会う約束があるとか言って出て行ったきり、行方不明らしいの。最後に目撃されたのは、ホテルのロビーね。根も葉もない噂うわさじゃ《ベベル》で頻ひん発ぱつする連続失しつ踪そう事件に巻き込まれたって話よ」

「失踪事件、ね。クリスはナチュラルだから心配だな」

　浮遊都市で行方不明者を出すのは、割と簡単だ。

　一番シンプルな方法は、気になる相手を都市外がい縁えん部へ呼び出して、浮遊都市の外へ突き落とすものだ。

　ナチュラル相手なら、それだけで行方不明になる。

　ミーナの話はなおも続き、念のため都市警察に捜そう索さく願いを出してあるらしい。

　世界で最も安全なはずの《ベベル》で凶きよう悪あく犯罪など願い下げだが、念のためだ。

　そのとき。誰かの視線を感じ、カナタが振ふり向いた。

　そこには《ベベル》の儀ぎ礼れい服を纏まとい、片眼鏡モノクルをつけた初老の紳しん士しの姿があった。

　その紳士はカナタと視線を合わせたあと、ゆっくりと会場の奥へと歩いて行った。

「カナタ、知り合いなの？」

「いや、初見だけど」

　ミーナに尋たずねられ、カナタは否定した。

「なら、気をつけたほうがいいわよ。あのハルトマン・エンディケウスって議長、相そう当とう怪あやしいらしいから」

「怪しい？　たしか出自は立派じゃなかったか？」

「それはもちろんよ。古くから教皇陛下アークビシヨツプに仕えてきた家いえ柄がららしいわ。……でも、交易商をやっている叔お父じから聞いた話だと、教皇陛下アークビシヨツプの代理として長い間《ベベル》で実権を握にぎってるらしいわよ。なんでも教皇陛下アークビシヨツプに謁えつ見けんする権利を唯ゆい一いつ持ってるとかで、それを利用して強ごう引いんに政策を推おし進めることがあるみたい。空戦武踏祭エリアルソードの実じつ施しも根強い反対があったらしいんだけど、教皇陛下アークビシヨツプの権けん威いを笠かさに着て強行したとかで、だいぶ嫌きらわれているそうね」

「ふーん……」

　敵は魔ま甲こう蟲ちゆうなのに人類同士で権力闘とう争そうか、とカナタが思ったときだ。

　マイクを通じて、会場全体に司会役の声が響ひびき渡る。主しゆ催さい者しやから一言挨あい拶さつがあるらしい。

　ダークグレーの儀礼服を纏ったゼスが登とう壇だんした。

「浮遊都市連合評議会会長を務めている、ゼス・ヴィーゲルトと言います」

　会場の一同の視線を集め、堂々と挨拶をする。

「この度たびは、多た忙ぼうな中ご足労頂き、ありがとうございました。平素より学生の皆みな様さまが鍛たん錬れんに励はげむ中、わたくしども《ベベル》もこの世界に平和を齎もたらすべく、常々努力を──」

　こいつも、どうも胡う散さん臭くさい奴やつなんだよな……

　模も範はん的な挨拶を聞いていると、ミーナが話しかけてきた。

「ねえ、こっちが本題なんだけど。情報を共有しましょうよ」

「他校の代表小隊の情報についてか」

「そういうこと。わたしたちは《ファルシオン》の情報を知りたいの。教えてくれたら、わたしたちが入手した《コウライ》と《ベベル》の情報を教えてあげるわ。わたしが審しん判ぱんをしている最中、仲間たちが二校の訓練風景を偵てい察さつしてきてくれたものよ」

「せっかくだから、お願いするよ。つってもま、俺が説明できるのは《ファルシオン》のノエルぐらいなもんだけどな。そっちが二校教えてくれるのに、こっちが一校じゃ釣つり合わねーな」

「主あるじよ。私は《メルキア》の代表小隊についてなら説明できます」

　結局、カナタたちも二校分の情報を提供することにした。

「ほら、そこのテーブルに仏ぶつ頂ちよう面づらで背が小さい奴がいるだろ。あれが《ファルシオン》の隊長──ノエル・ル・サンスーシ・デア・ランシール・ド・ワーフ。短期留学で《ミストガン》に来たときに、俺がお世話係を担当した。特とく徴ちようはだな、性格は短気で熱くなりやすいけど、戦いの場面ではここぞというときはクールな分ぶん析せき力があって──」

　カナタが説明をしたあと、ブレアが《メルキア》について説明した。

　その見返りとして、ミーナもきちんと説明してくれた。

「ほら、あれを見て。あのテーブルで機き嫌げん悪そうな顔をしているのが《コウライ》の代表小隊の隊長──チャオ・シンクーよ」

　ミーナの視線の先には、長い黒くろ髪かみに、むっつり顔のへの字の少年の姿があった。華はなやかな、ボタンのない麻あさ製せいの衣い装しようを纏っている。《コウライ》の伝統的な制服だ。

「万ばん能のうの天才とまで呼ばれるほど逸いつ材ざいらしいわ。射しや砲ほう撃げき戦から近接格かく闘とう戦までこなせる戦闘スキルと、相手の穴を突く戦術的センスにも優すぐれている。優勝候補の筆頭ね」

　そんなすごい人、本当にいるんだ。ミソラが感心しきる。

　魔ま剣けん術の才能ゼロのミソラにとって、まさしく天才のような存在だ。

　ミソラにとって魔砲剣とは『斬きる』武器ではなく、『撃うつ』武器になっているだけに心苦しい。

「ふっ、万能の天才か。だが、女め神がみなわたしの敵ではないようだな」

「リコさん。リコさんはまず体力をつけるところから始めましょうよ……」

　ユーリにつっこまれながらも、リコは自信満々だ。

「次は向こう側。ステージの隅すみにいるのが《ベベル》代表小隊の隊長──ユミエール・シーザーよ。空戦武踏祭エリアルソードの主催都市である《ベベル》の出身だけあって、今日の彼女の訓練には他校の学生たちも大勢駆かけつけてきたらしいわ。武器は長剣。魔剣術の腕うでは確からしいわ。まだ余よ裕ゆうがあったっていう話だから、奥の手を隠かくしてるのは確実ね」

　たしかに隙すきのない顔つきのユミエールは、強そうだ。おそらく実際に勝負すれば、苦戦は必至だろう。でも、あいつと比べたら怖こわくないと思う。

「あのぅ……ブレアさん。なんだか手合わせしてみたくなりましたね」

「うぬ。アイゼナッハ流とどちらが上か、手合わせ願いたいものだな」

　レクティとブレアは愉しげに貌かおを見合わせている。

《コウライ》も《ベベル》も隊長は、Ｓランクだ。

　対してミソラは、リコいわく狙そ撃げきの腕は凡ぼん人じんレベル。総合力は、並よりちょっと上というところらしい。

　だが、こんなところで負けていられない、とミソラは前を見続ける。

「最強の存在」を越こえるまで、誰にも負けるつもりはない……っ！

　すると、肩かたにぽんっと手が置かれた。振り向くと、不敵な笑えみを浮かべたカナタの貌があった。

「いい貌をするようになったじゃんか。お前だって変則的加速チエンジオブペースを身につけてるんだ。使い方次し第だいじゃ充じゆう分ぶんに戦えるよ」

「うん……っ！」

　教官からのアドバイスを、ミソラは素す直なおに受け取っておく。

「ミーナさん、一つ訊きいてもいいですか？」

「なにかしら？」

「どうしてあたしたちにこうまで付き合ってくれるんですか？」

　ただの親切にしては、ミーナの行こう為いは度が過ぎている。

　誤解に対するお詫わび以上に、なにかがある気がした。

「わたしも学ぶことがあったのよ。あなたたちとの戦いを通じてね」

《ミストガン》での最終戦の光景を脳のう裏りに思い浮かべ、ミーナが穏おだやかに言う。

「相手に一ひと太た刀ちも浴びせられずに負けたのは、あれが初めての経験だったわ。しかも相手のペースに乗せられて散々引きずり回された挙句、一度も正面切って相手にすらしてもらえなかった」

「その……すみません」

「べつに謝られるようなことじゃないわ。あの動きが、あなたたちの強さなのよ」

　一勝九敗にもかかわらず、《ベベル》での本戦に出場したＥ６０１小隊。そこにクロエの口くち利ききがあったと陰かげ口ぐちを叩たたく学生も大勢いた。

　しかしミーナは、心からミソラたちを鼓こ舞ぶする。

「正面切ってぶつかりあえば、おそらく空戦武踏祭エリアルソードで一番弱いのがあなたたちよ。だからこそ、弱者には弱者の戦い方があることを見せつけてやりなさい」

　激げき励れいしてくれるミーナに、カナタが礼を述べる。

「アドバイス、サンキュな」

「お礼は要いらないわ。むしろ今日の戦いに居合わせることができたことへの、感謝だと思ってちょうだい」

　今日の戦いとは……カナタが教え子たちへ、不ふ屈くつの闘志を伝えた戦いのことだ。

「その。ちょっといいかしら？　二人っきりで話したいことがあるのだけど」

「ああ、いいよ。すぐに戻もどるからミソラたちはここで待っててくれ」

　カナタが指示をすると、リコたちがご飯を取りに行くと言い出した。

　ユーリから希望を聞かれたので、甘いものは抜ぬきとだけ注文をつける。背中に安全ピンのミソラは歩き回りたくないらしく、テーブルへ残った。

　すぐにカナタは会場の隅に移ったが、ミーナはなかなか話を切り出そうとしない。気になった彼が話を促うながそうとする。

「？　どうしたんだよ？」

　すると、どうしたことか。
















　さきほどまで淀よどみなく話をしていたミーナが、やたら落ち着きに欠けるのだ。

　伏ふし目めがちになり、もじもじと内うち股またを擦こすり合わせるようにしている。

　やがて、ミーナは意を決したようにカナタを見み据すえた。

「その……ごつい斧おのを振り回す女は嫌いかしら？」

「普ふ段だんから振り回してんのか？　そりゃ怖いだろ」

「……やっぱりいいわ」

　あっけなく撃げき沈ちんしかかるミーナ。

　しかし、カナタの言葉にはまだ続きがあった。

「でも、敗因を見み極きわめるためにＥ６０１小隊の訓練に付き合う。そして自分たちの勝率を少しでも上げたいと思う女なら好きだぜ」

「～～～～～っ!?」

　耳たぶまで真っ赤に染め上げて、ミーナはカナタを見上げた。

　だが、それ以上カナタに探さぐりを入れる勇気もなく、

「せっかくわたしが手伝ってあげたんだから、ちゃんと勝ち上がってほしいわね。パープルトンの騎き士しの助力を無む駄だにしたとあっては、厳げん罰ばつが待っているから」

　捨て台詞ぜりふを残して、その場を去ろうとする。

　だが。真しん剣けんな眼まな差ざしでカナタがひきとめた。

「なあミーナ。頼たのみごとばっかしてわりーんだけど……」

「なによ？」

「もし俺になんかあったら、ミソラたちのことを頼みたい」

「どういう意味？」

「さーな」

「……………………」

　カナタが評判通りの裏切り者であると思いこんでいたら、気にも留めなかっただろう。

　しかしミーナは知っている。カナタが信念の人であることを。

　それに、




　──危なくなったらすぐに逃にげなさい。隊員の生命を第一に考えること。もし余力があれば、Ｅ６０１小隊の隊員たちもお願いするわ




《ベベル》への出発前に、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが発した言葉が、不意に脳裏を過よぎった。

　詳くわしい事情はわからない。だが、冗じよう談だんでお願いしているわけではなさそうだ。

「……なぜわたしなの？　わたしはあなたたちの競ラ争イ相バ手ルよ」

「あのさ。俺とミソラたちが模も擬ぎ戦をしてたときなんだけど……」

　戦せん闘とうに集中するミソラたちは、誰だれも気づいていない様子だった。

　だが、カナタには見えていたのだ。審判役のミーナが、あの戦いを目撃して、瞳ひとみに涙なみだを浮うかべる様を。

「俺たちの戦いを見て、お前はずっと審判役に徹てつしてくれていた。だからさ、お前になら託たくせると思ったんだよ。あの戦いを見て、俺たちになにも事情を尋たずねなかったお前にならな」

　カナタにどんな事情があるのか、ミーナは知らない。

　しかし、ミーナは空士だ。あの戦いを見たあととなれば、カナタの言葉の重みが、自おのずと伝わってくる。カナタとその教え子たちは、なにかしらの純じゆん粋すいな『覚かく悟ご』を持って、空戦武踏祭エリアルソードに臨のぞんでいるのだ。

　連れん絡らく艇ていの食堂で、ミーナはカナタに嫌きらいと伝えた。なぜなら、チカラがあるのにそれを伸のばそうとせず、教導に甘んじるカナタのことが気に入らなかったからだ。

　だが、そんな事情はもう存在しない。そして《黒クのロ剣ノ聖ス》は、自分を信ずるに値あたいすると見込んで頼み込んでいる。

　ならば、騎士道に準ずる彼女がなすべきことは決まっている。

「もし最悪の事態になった場合、わたしが身を賭としてでもあなたの教え子たちを護まもり抜くと誓ちかうわ。……でも、あなたも約束して。簡単には墜おちないことを」

「ああ、約束するよ」

　それ以上の言葉は交かわさなかった。

　しかし、お互たがいに空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの本科二年生だ。『空士の誇ほこり』にかけて、約束を履り行こうするつもりだった。

　それからすぐに、カナタはミソラがいる丸テーブルへ戻る。

　するとそこに、エメラルドグリーンのドレスを纏うエリスの姿があった。

「探したわよ。ねえ、このあと時間は空いてるかしら？」

「いいや、無理」

　にこりともせず、カナタが即そく答とうする。

「どうせまたお前の兄貴んとこに行って、面めん倒どくさい話を聞かせるつもりなんだろ」

「そんなに遠えん慮りよなさらなくてもいいじゃないの。ほら、兄も待っているわ」

「そんなこと言っても無理なもんは無理。それとさエリス、クリスを知らない？」

「……知らないけど。どうかしたの？」

「聞いた話じゃクリスが行方ゆくえ不明らしいんだよね。あんたならなんか知ってると思って」

「さあ。わたしは知らないわね」

　表情一つ変えずに、エリスが言ってのける。

　どういうことだ？　エリスがやけに冷静すぎないか？

　エリスは《ミストガン》でクリスとずっと一いつ緒しよにいたほど仲がいいはずだが……

　カナタが怪け訝げんそうに眼めを細めると、料理を取りに行っていたリコたちが戻ってきた。料理の載のった丸皿を、ユーリが手て渡わたしてくる。

「カナタ先せん輩ぱい、甘いものは抜きと言われたので。わたしは、こちらのナポリタンを取ってきました」

「サンキュ。これ、なかなか旨うまいじゃんか」

　エリスとの会話をそっちのけで、カナタは食事を始める。

　会話を遮さえぎられ、エリスはいらっとする。しかしすぐに凝ぎよう視しするミソラに気づき、慌あわてて笑顔を取り繕つくろった。

　一方で。ナポリタンを平らげたカナタは、

「ふっ、わたしはシーフードサラダだ」

「主あるじよ、私の取ってきたローストビーフも美お味いしいですぞ」

「そのぅ……カナタさん。このカナッペも美味しいですよ。生き地じにどんぐり粉を使っているらしいです」

　リコ、ブレア、レクティの三人から、次々と料理が差し出される。

「うわー、なにそれ？　あたしも食べたい……っ！」

　ミソラがカナッペの皿に手を伸ばそうとするが、

「あ、あのぅ……ミソラさん、やめておいたほうが」

「そうだぞミソラ。それ以上太ったら安全ピンじゃ足りなくなるからな」

「うぅ……っ!?」

　レクティとカナタに注意され、ミソラの手が止まる。

　事情を知らないエリスが「安全ピン？」と怪訝そうにつぶやき、ユーリがひそひそと耳打ちしていた。

　むぅ～～～～っ!?　もの欲しそうにカナッペを見つめるミソラ。

　そんな彼女を慰なぐさめるように、リコがとんとんと肩かたを叩く。

「まあ、キミだけ食べられないのは可か哀わい想そうだからな」

「えっ!?　ひょっとしてリコ、ダイエットにいい食べ物でも知ってるの……っ!?」

　ミソラが希望にすがる眼を向ける。するとリコは──

「ああ。空気でも食べておけ」

「断だん食じきしろって言ってるのと同じじゃないのよ……っ!?」

　思わずリコを怒ど鳴なりつけるミソラ。するとユーリが注意してくる。

「ミソラさん、いい加減静かにしてください。ほら、他校の学生たちから視線が集まってますよ」

　うぅ……っ!?　からかってきたのはリコなのに……っ!?

　涙を吞のみこみミソラが口を閉じると、司会の声が聞こえてきた。

「続きまして。教皇陛下アークビシヨツプの代理として、ハルトマン・エンディケウス議長のご挨あい拶さつです」

　片眼鏡モノクルをつけた初老の紳しん士しが登とう壇だんし、代理として開かい催さい宣言をする。

　そのすぐあと、メインホールに居る学生たちに、空戦武踏祭エリアルソード運営委員会から資料が配布された。

　そこには、空戦武踏祭エリアルソードの内容とスケジュールについての記き載さいがあった。

　ふーん、バトルロワイアルか。

　眼を細め、カナタは資料に眼を通す。

　最初に人工空島メガフロートを一つ借り切って、全すべての小隊で二泊はく三日の戦闘をするらしい。

　いきなりハードなメニューだ。

　そのあとは、勝ち残った小隊たちが模擬戦をして優勝を決めるとのこと。

　模擬戦は、学園浮ふ遊ゆう都市で広く普ふ及きゆうしているルールを適用するそうだ。

　でも、なんで最初から模擬戦をしねーんだろ？

　カナタは疑問に思う。

　そもそもバトルロワイアルについては、競技というより実戦というほうがピンと来る。

　複数の代表小隊から、同時に攻こう撃げきされる可能性があるし、スケジュールも二泊三日の長期戦で、学生にとっては過か酷こくなものだ。

　単純な戦闘力でなく、もっと複雑なチカラを試す意図が感じられた。

　過酷な状じよう況きよう下かでの戦闘力を測りたいのか？　いったいなぜ？

　脳のう裏りに疑問を蠢うごめかせながら、カナタは壇上を見やる。そこにはハルトマンに代わり説明を行う、鳶とび色いろの瞳に金きん髪ぱつの美少年の姿があった。ヴィーゲルト邸ていからの帰り道、クリスにぶつかった人物だ。

「なあエリス、あいつって誰だかわかる？」

「ああ、エンディケウス議長のご子息──リバー・エンディケウスですわね。いまは父親である議長の秘書をなさってると思いますわ。どこかでお会いしたのかしら？」

「さーな。ただなんとなく聞いてみただけ」

　この件の対応は、慎しん重ちようを要する。誰が敵で、誰が味方かわからない。だが、リバーがクリスの失しつ踪そうに絡からんでいることは間ま違ちがいない。

　怪あやしいと称しようされる要職の関係者に、失踪した日にぶつかるなんて出来過ぎだ。

　誰にも気づかれず、どうやってリバーを調査するか。

　カナタが考えを巡めぐらせていたとき、

「ねえ、あの人って昨日クリスさんにぶつかった……」

　ミソラが声に出してしまう。

「クリスとリバーさんが一緒にいたところを目撃したんですの？」

「えっ!?　そ、その……」

「いや、似てるけど別人だよ。雰ふん囲い気きが違う」

　エリスはじーっと凝視してきたが、カナタはそれ以上語らなかった。

　するとエリスは小さく息を吐つく。

「なにか教えて頂けそうだったのに残念ですわ」

　あくまで残念そうに見える貌かおを見やり、カナタは思う。

　クリスが行方不明になり、リバーが関かん与よしている恐おそれがある。エリスはその事実を知ったとき、執しつ拗ように興味を示した。

　なにかが裏で蠢いている。ちょうどそのとき、カナタへ近づいてくる人物がいた。

「カナタ・エイジ君だよね？」

　さきほどまで壇上にいたリバー・エンディケウスが、にこやかに微ほほ笑えみかけてきた。

「で、あんたは議長の息子むすこだって？」

「僕を知ってくれているなんて光栄だね」

「ちょうど噂うわさ話ばなしで聞いたところだったからな」

　軽い口調で言いながら、カナタは警けい戒かい心しんを崩くずさない。

「少し話をさせてもらいたいんだけど、いいかな？」

「さーな。話の内容次し第だいじゃねーのか」

　明らかに自分が眼をつけられてるな、とカナタは思う。

「そんでさ、あんたはいったいどんな話をしたいわけ？」

　周りの教え子たちも、リバーに対し怪訝な眼まな差ざしを向けている。

　するとリバーは、困ったように肩を竦すくめてみせた。

「できれば二人っきりで話をしたい」

「あら。わたしがお誘さそいしている殿との方がたを横取りなんて、無ぶ粋すいなことをなさるのね」

「これは失礼いたしました。ですが、男同士の語らいというのがございますので」

「仕方ないですわね。今回ばかりは特別に見み逃のがして差し上げますわ」

　そう言って、エリスは会え釈しやくをし、この場を去っていく。

　さきほどまでエリスは、カナタをゼスのもとへ連れて行こうとしていたはずだが……急な心変わりにカナタは違い和わ感かんを覚えた。

「さて、それじゃあ付いてきてもらおうか」

「待てよ。それより用件を聞く方が先だろ」

　リバー相手に、カナタは一歩も引かずに言う。

「二人っきりになって一体なにしたいって言うんだよ？　お前さ、もしそれが愛の告白とかだったら、生あい憎にくとお断──」

　カナタが何か言うより先にリバーが耳元で囁ささやく。

「（クリスティーナさんの件を知りたいだろう）」

　……こいつ、やっぱり一枚嚙かんでやがるな。

　何食わぬ貌でカナタが言う。

「ついて行ったら、教えてくれるのか？」

「ああ。それについては約束するよ」

「…………。ミソラ、わりーけど、こいつと二人っきりにさせてくれ」

「……わかったわ」

　そのあと、カナタとリバーは二人揃そろってホールの外に出て行った。







　夜間。《ベベル》外がい縁えん部。コンテナ倉庫街。

　僅わずかな街灯と発着場からの燈とう台だいの明かりが、暗くら闇やみを細々と照らしだす。

　人ひと気けがまるでない夜道を、カナタとリバーは歩いていた。

「ずいぶんと念を入れた人ひと払ばらいだな」

「無関係の人に聞かれては困る内容だからね」

「で、あんたは俺といったい何の話がしたいの？」

「僕が話をしたいわけじゃない。キミと話をしたいあるお方のもとまで連れて行くのが、僕の役目だ」

「そのあるお方って人から来てほしいもんだな」

　そうつぶやいたカナタの脳裏を過よぎるのは、クリスの警告だ。




　──《ベベル》を歩くときは、なるべくおひとりにならないようにお気をつけください。それと人目が少ないところは避さけることを心がけてください




　当のクリスも、自分が行方ゆくえ不明になるとは思わなかったことだろう。

　さてと、こいつに襲おそわれたらどうすればいいかな？　そんなことを考えていると、リバーがとある倉庫の前で足を止めた。

　七という数字が大きく書かれた倉庫だ。錠じよう前まえは破は壊かいされており、リバーがチカラ任せにドアを開けて中に入る。そのあとカナタも倉庫に入ったが、中は無人でコンテナのひとつ置いていなかった。

　ここなら邪じや魔まは入りそうにないな。こちらを見やり、足を止めているリバーに話しかける。

「そんでさ、クリスティーナ・バルクホルンの件だけど。あんたはいったい何を知ってるんだ？」

「……………………」

「昨日、あんたがぶつかった紫むらさき色いろの髪かみをした女の子なんだけど」

「……………………」

「ここまで来て隠す必要はないだろ。なあ、いったい何を知ってるんだよ？」

「それは……」

　リバーがなにか言いかけたときだ。倉庫の入り口からもの音がし、カナタが振ふり返る。

　そこにはハンドライトを順手に構えた、若い都市警察の姿があった。

「ここは立ち入り禁止です。いったい誰だれの許可を得て入っているんですか？」

「ん？　ちょっと気になることがあって……」

「話はあとで詳くわしく聞きます。まずは倉庫を出て、こちらに来てください」

　抑よく揚ようのない声による注意を聞き、カナタは一歩足を踏ふみ出す。しかしなにを思ったか、それ以上都市警察に近づこうとしなかった。

　能面のような表情を浮うかべる都市警察に、カナタが指し摘てきする。

「迷めい惑わくかけてわりーなって、普段なら謝るところなんだけどさ。でもさ、おかしいんだよね。都市警って二人一組で行動するはずだし、歩き方はもっときびきびとしてるし、ライトの持ち方も違う。不ふ審しん者しや相手の対処じゃ、ライトは逆手で貌の近くに持つように指導されてるはずでしょ。はっきり言ってさ、《ミストガン》の〈レイブンネスト〉のほうがしっかりしてるよ」

「……………………」

「それにその殺気？　いったいどこの都市警なの？」

　次の瞬しゆん間かん、状況が一気に動いた……！

　身構えるカナタの先で、後ろにいるリバーの魔力が高まる気配。後ろからか、と半身になったカナタはダガーを展開しつつ身構える。

　だが、こちらへ駆かけるリバーはすでに青い魔ま剣けんを展開し終えていた。勢いをつけたまま、彼はカナタの眼前へと迫せまり、そして──

「………………っ!?」

　カナタの眼前を駆け抜ぬけ、即そく座ざに都市警察を斬きりつけた。リバーはカナタの前を走り去るだけで、危害を加えようとしなかった。

　こいつ、どういうつもりだ……っ!?

　助けてもらったのかもしれない。だが理由はどうあれ、都市警察を斬りつけた事実は変わらない。殺さずに捕つかまえることだってできたはずだ。

　そんなとき、リバーが静かに言う。

「よく見ていてくれ」

　その視線の先には、胴どう体たいを斬られ、倒たおれ込んだ都市警察の姿があった。

　赤色の血液が周囲に飛散し、腹部に切せつ創そうがある。決して浅くない傷だ。だが次の瞬間、異常なまでに活性化した無数の筋繊せん維いが切創を塞ふさぎ、体表を構成し──そして都市警察は何事もなかったかのように起きあがってみせた。

　高速再生。これと同じチカラを、カナタは《ミストガン》で見たことがある。

　連続傷害事件の犯人──レアルと同じチカラだ。

　都市警察だったそれはむくりと起きあがり、突とつ如じよとして変へん貌ぼうし始めた。体表が鈍にび色いろの硬こう皮ひに、体骨格も筋骨隆りゆう々りゆうのプロレスラーより逞たくましくなっていく。

　腕うでは剛ごう腕わんではなく、鈍色の刃やいばの形状をした刀腕と化していた。

　鈍色の悪魔と化したそれは、強きよう靭じんな脚きやく力りよくを駆く使しし、轟ごうと迫ってくる。

「避よけろリバー……っ!?」

　警告を発するカナタ。レアルとの戦いで、その脚力の強さは知っている。

　鈍色の悪魔は、攻こう撃げきをしかけてきたリバーへと猛もう進しん。リバーを血肉の塊かたまりへ変えようとする。リバーは直線的な突進を躱かわすと、その腹部に斬ざん撃げきを叩たたき込む。それから間合いを詰つめ、斬撃戦を挑いどみ続けた。

　やがて鈍色の悪魔の右腹部の傷の治りが、遅おそいことに気づく。リバーはそこを徹てつ底てい的てきに攻撃した。やがて胴体部に隠かくされていた黒こく晶しようが砕くだけ散り、鈍色の悪魔は急速に衰おとろえ、チカラ尽つきた。

　嫌いやな敵だな、とカナタは眼めを細める。

「で、こいつの正体はなんなんだよ？」

「変キ異メ種ラの細さい胞ぼうに取り込まれた人間の果ての姿かな。僕たちは《アスモデウス》と呼んでいる。人工の人型魔ま甲こう蟲ちゆうというところかな。硬皮もあって、動きが素す早ばやいし、高速再生もできるよ。ベースはおそらく失しつ踪そうした《ベベル》の市民だろうね」

　倒れ伏ふす《アスモデウス》を眺ながめ、リバーが言った。彼の視線の先には、変貌がやみ、人間の姿へと戻もどっていく光景があった。

「ふーん、またこんな奴やつにお目にかかるとはね。ツイてねーな」

　カナタの脳のう裏りに、変キ異メ種ラの細胞を摂せつ取しゆし、暴走した《ミストガン》の学生の姿が浮かぶ。

「変キ異メ種ラの細胞を摂取したのに、こいつは囁きに乗っ取られていないのか？」

「ふつうの人間が変キ異メ種ラの細胞を摂取すると精神が汚お染せんされて暴走するんだけど、これはそうならないように強い催さい眠みん暗示がかけられているらしい」

「催眠暗示、ね。相当厄やつ介かいな使い手がいるようだな」

「まあね。あと群れで行動することもあるから、集合されると厄介かな」

「待てよ、群れで行動するって……」

　不ふ吉きつな予感を抱いだきながら、カナタがリバーとともに倉庫の外を見やる。

　そこには市民の風貌をした人らしき存在が、十五、六体ほど集まってきていた。暗闇に紛まぎれて見えないが、他ほかにも多くの個体が近づいてきていることだろう。

　さきほどまでは無人だったというのに……

「《ベベル》に来てから、戦せん闘とうの連続で嫌になるぜ」

「ちなみに断っておくけど、連れん絡らく艇ていの襲しゆう撃げきは僕のせいじゃないよ。僕がキミへのチカラ試しと警告を兼かねて襲撃しようとしたときには、もう襲撃されてた。僕はあのとき、クリスティーナさんを人ひと質じちにとって、キミと決闘するつもりだったんだけどね」

　変貌中の《アスモデウス》を眺めながら、リバーが言った。

「怖こえーこと考える奴だな。で、クリスはどうしたんだよ？」

「クリスティーナさんはこちらで保護しているよ。会長派の《アスモデウス》に狙ねらわれていたところを、僕が救助したからね。ああ、それと断っておくけど、僕はキミの敵ではないよ」

　やっぱゼスは陰いん謀ぼう屋だったか。ってか、こいつもさらっと酷ひどいことを言ってるな。

　カナタが呆あきれる最中、変貌を終えた《アスモデウス》たちが、ゆっくりとこちらへ迫ってくる。

「なああんたさ、本当に議長の秘書なの？　文官には見えねーんだけど」

「生あい憎にくと僕は戦う為ためだけに採用された秘書なんだ」

「……それって武官じゃんか」

　カナタのぼやきを無視し、リバーが問う。

「さて、カナタ・エイジ君。一緒に戦ってくれないかな？　状じよう況きようを説明するよりも、こっちのほうがわかりやすいだろう」

　リバーなりの冗じよう談だんだろう。

　本来なら人目を避けて、カナタをあるお方に会わせるつもりだったはずだ。しかし、予定が狂くるったらしい。

「仕方ねーなー。でも全部終わったら、ちゃんと事情を説明しろよ」

　その直後、《アスモデウス》たちが猛もう烈れつな勢いで迫ってくる。

　市街地での飛行魔術の使用は厳禁だが、状況が状況だ。カナタたちは、すぐさま宙を舞まった。
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　高層ビルの屋上。

　そこには、余よ裕ゆうの笑えみを浮かべるエリスとリーゼリットの姿があった。

　チカラで強化した視力で、エリスは遥はるか彼方かなたのカナタとリバーを見やる。二人は必死な形ぎよう相そうで都市外縁方向へと逃にげていた。

「ふふっ、予定通り都市の外へ逃げてくれたわね」

　エリスが嬉き々きとして言う。

　前夜祭会場でカナタに声をかけた際は、むろん兄のもとへ連れて行くつもりだった。

　だが、リバーと一緒になったことでエリスの心が変わった。

　もともとリバーは、今日行方ゆくえ不明になってもらう予定だった。そんなリバーと一緒にいたカナタが行方不明になるのは、仕方のないことだろう。

　赦ゆるさないわっ！　お兄様からのせっかくの誘さそいを断るなんて……っ!?

　敬愛するお兄様に好意を寄せられたことへの嫉しつ妬とと、その頼たのみを無下にした憎にくしみ。その二つが、エリスを突つき動かしていた。

「リバーと揃そろって死んでくれると助かるんだけど。難しいかしら」

　こちらが用意した戦力は、《アスモデウス》が五十体。すでに一体が撃破されてしまったようなので、合計四十九体の計算になる。

　戦闘力を数値化することは極きわめて困難だが、大おお雑ざつ把ぱに考えて……カナタたちを苦しめた連続傷害事件の犯人が四十九人いるようなものだ。

　どう足あ搔がいても、たった二人で倒せる相手ではない。

　だが、カナタ・エイジには状況を覆くつがえす意外性がある。

「リーゼ、《アスモデウス》たちに油断しないでと伝えておいてくれる？」

「それはいいけど。ねえエリス様、あのお兄ちゃんたちはそんなに強い相手なの？」

「ええ。あなたの想像も及およばないレベルよ」

「えー、ぜんぜんそんな風に見えないよー」

　返事をしたあと、リーゼリットは通信結けつ晶しようで、《アスモデウス》たちに指示を出す。彼女のチカラによって催眠暗示をかけられた《アスモデウス》たちは、リーゼリットの忠実な犬だ。どんな指示も可能な限り実現しようとする。

「さて、わたしたちも移動するわよ。近くの空域に変キ異メ種ラを待たせてあるから、その子に乗って移動を……」

　視界から遠ざかっていくカナタたちを追つい跡せきするために、エリスが飛行魔術を発動しようとしたときだ。

「あれは……」

　近くの空によく見慣れた集団を発見し、エリスはにやりと口元をつりあげた。
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《ベベル》外がい縁えん空域。高度三〇〇〇。

　都市部が放つ燦さん然ぜんとした輝かがやきを背に、カナタたちは《アスモデウス》たちから逃げ回っていた。逃とう走そうする当初より、《アスモデウス》たちの数はずっと多い。逃走する最中に、増ぞう援えんが押し寄せていたのだろう。

　夜よ闇やみに紛れるようにして、二人は高度を取りながら、《ベベル》から離はなれる。

　もしいまが日中なら戦闘が市民に気づかれ、市街地は大パニックになっていたはずだ。

「ったく。都市警と市民が犯罪に手を染めるって、《ベベル》はいったいどうなってるんだよ……っ!?」

　突出してきた《アスモデウス》に、カナタが回し蹴げりを放った。

「都市警にもまともな人はいるよ。でも、ふつうの都市警が対処できるレベルの相手じゃないだろうけどね」

　同時にリバーが《アスモデウス》を斬りつけた。鈍色の硬皮越ごしにダメージを与あたえ、《アスモデウス》は失速したが、すぐに傷が塞がっていく。

「そりゃそうだな。じゃあ《ベベル》の空士は？」

「生憎と《ベベル》の空戦魔導士のほとんどは、行政府の指示で、最前線の要よう塞さい浮ふ遊ゆう都市で任務中だよ。代表小隊に選ばれた人もいるけど、その人たちは……」

「訳ありっていうことか」

　再び背後から突出してきた《アスモデウス》を蹴り飛ばす。

「それとさ、こいつらは戦闘に呪じゆ力りよくを使っているみたいだけど、それ以上のチカラを扱あつかえるのか？」

「素体は《ベベル》の市民──ナチュラルだから、それ以上のチカラは扱えないよ。敵の狙いがわからないから、キミにもなるべく《崩ほう力りよく》は使ってほしくないね」

「……ずいぶん詳くわしいみてーだな」

「まあね。さあ、そろそろ迎むかえ撃うつよ……っ！」

《ベベル》から充じゆう分ぶんな距きよ離りを取ると、カナタとリバーは反転、敵と対たい峙じする。

　二人の視線の先には、《ベベル》を背にして迫せまってくる四十九体の《アスモデウス》の姿があった。

「いくぜ……っ！」

　カナタのかけ声とともに、二人は同時に動いた。

　魔ま砲ほう剣けんを展開したカナタが、手近な《アスモデウス》に接近し、斬ざん撃げきを浴びせる。

　カナタの鋭するどい斬撃を、《アスモデウス》は刀とう腕わんで受け止めてみせた。

　生体武器ながら、刀腕の強度は見事なものだ。魔ミ装ス錬リ金ルと互ご角かくに渡わたり合う強度を持つ。

　と。《アスモデウス》と刃やいばを交えるカナタが眼を細める。

　刃を交えた刹せつ那な、魔砲剣が若じやつ干かん軽くなった気がしたのだ。

　自らが持つ武器だからこそ気づく繊せん細さいな違ちがい。戦闘に支障はないようだが……

　まさか接近戦の最中に、魔砲剣を点検するわけにもいかない。

　両りよう腕うでを刀腕に変化させた《アスモデウス》に対し、構わずカナタは数度斬撃を交える。剣術の腕はカナタの方が上だが、パワーは《アスモデウス》の方が上だった。それでも技量に優まさるカナタは、《アスモデウス》の剛ごう撃げきをいなしながら、隙すきを見て一撃浴びせる。

《アスモデウス》の胸部を浅く斬きり裂さき、負傷した個体に止とどめを刺さそうとしたときだ。

　負傷した《アスモデウス》はすぐに後退。どこからともなく現れた別の《アスモデウス》が盾たてとなるかのように立ち塞ふさがった。

「ならお前ごと……っ！」

　カナタが素早く追い立てようとするが、背後から殺気を感じた。振ふり返ると、刀腕を振りかざして肉にく薄はくしてくる《アスモデウス》の姿があった。

「ちっ!?　こうまで連れん携けいするのか……っ!?」

　まさか傷ついた仲間を護まもる個体と、死角から不意を打つ個体までいるとは……

　不意を打つ個体と斬撃戦を演じているうちに、負傷した《アスモデウス》は完全回復し、逆ぎやく襲しゆうしてくる。

　カナタは防護服プロテクターを切り裂かれながらも、すんでのところで躱かわし、大きく距離を取った。

　敵に対する認識を改めながら、カナタは戦闘を継けい続ぞくする。

《アスモデウス》は一撃浴びると、すぐ距離を取り、他の個体が援えん護ごに入る。こちらは致命傷を与えられず、向こうも致命傷を与えきれない。見た限りカナタの周囲には、二十体以上の群れがいるが、全員で一気に襲おそいかかってくる様子はない。

　なぜだ？　とカナタは疑念を抱いだく。

　刀腕による攻こう撃げき力。硬こう皮ひによる防ぼう御ぎよ力。高速再生による回復力。魔ま甲こう蟲ちゆうのチカラを扱う《アスモデウス》は基本能力が桁けた違ちがいだ。しかも連携による、集団戦闘能力もある。

　数による優位性を駆く使しすれば、カナタを一気に叩たたき潰つぶすことができるはずだ。

　なのに、そうしない。俺がその手を読んでいることに気づいているのか？

　カナタが持つ魔砲剣の五連装シリンダー型魔力縮しゆく退たい炉ろは、すでに魔力充塡チヤージ済みだ。

　相手が一いつ斉せいに襲い掛かかってきた機会を利用して、逆に殲せん滅めつするためである。

　しかし、そのときにカナタはふと気づく。

　自らが持つ魔砲剣のシリンダーのひとつが空になっていることを。斬撃戦のときの違い和わ感かんの正体はこれに違いない。そして付かず離れずの距離を保ち、一気に叩き潰そうとしない《アスモデウス》たちの狙いは……

　ちっ!?　こいつら、俺の弱点を知ってやがる……っ!?

《アスモデウス》たちの動きは、明らかに持久戦狙いだ。リバーからの話にはなかったが、あの刀腕にはおそらく魔力を奪うばうチカラがある。自らが持つ特性を最大限に活いかして、魔力量の少ないカナタを倒たおそうとしているのだ。

　物量と持久戦を駆使する戦術は、《黒クのロ剣ノ聖ス》をして戦せん慄りつさせた。

　このままじゃ俺が墜おちる……っ!?

　そう思った直後。リバーが合流してきた。

「厄やつ介かいなことになったね」

　苦く笑しようする彼の後ろには、《アスモデウス》たちが追い縋すがってきていた。

　自然と背中合わせになり、カナタは魔砲剣を隙なく構える。そんな二人を包囲するかのように、《アスモデウス》たちが飛び回る。

「どうやら《アスモデウス》たちは、キミを倒す為ためだけに進化してくれたらしい。刃やいばを交える度たび、全身から魔力が僅わずかずつ吸い取られていく感覚に苛さいなまれるだろう？」

　魔力吸収特性。カナタは魔砲剣に充塡チヤージ済みの魔力を吸い取られていたため、気づくのが遅おくれた。

　このままでは万ばん策さく尽つきる。

　そうなる前に、状じよう況きようを打破しなければならない。

「リバー、二人の戦技を同時に放ってこの包囲を突とつ破ぱするぞ」

「それしかないようだね。包囲を突破したあとは、人工空島メガフロートに退たい避ひしよう」

　手短に相談し、状況を覆くつがえそうとする。

　だが、その刹那。《アスモデウス》たちが、これまでとは異なる動きをみせていることに気づいた。

　二十体ほどの《アスモデウス》がカナタたちに対し、規則的な包ほう囲い網もうを敷しいたのだ。

　ちょうどカナタたちを中心点に、十二枚の正五角形で空間を囲む包囲──正十二面体の形を取ると、それぞれが持つ刀腕をこちらへ向けてきた。

　このタイミングで一斉突撃か……っ!?

　戦技に必要な魔力はすでに練り終えている。なら、この機会を利用して反撃を──

　冷静に反撃のときを窺うかがうカナタ。しかし、次の瞬しゆん間かん。そんなカナタでさえ予想だにしない事態が、彼らを襲う。

　奇き行こうする二十体のアスモデウスの刀腕の先から、稲いな光びかりする黒い球体が生まれた刹那。黒い球体のそれぞれが激しい放電とともに結合し、全方位から強烈な黒い電流となってカナタたちに襲いかかってきたのだ。

「「ぐあああああぁぁぁ……っ!?」」

　絶ぜつ叫きようとともに、カナタとリバーは貌かおを激しく歪ゆがませた。

　痺しびれるような全身を貫つらぬく激痛が齎もたらされたからだ。それが電気ショックによるものか電磁波によるものか、はたまた呪力による攻撃ものなのかは定さだかではない。一つだけ言えるのは、黒い放電現象に囲まれた正十二面体の内部では、激しい高熱と電流を発する力場が襲いかかってくるということだ。

　激痛に耐たえながら、カナタはどうにか震ふるえる手を動かす。神経伝達が狂くるわされ、痙けい攣れんがやまない筋肉を駆使し、必死の想おもいで魔術障しよう壁へきを展開した。

　黒い力場が与えるダメージが若じやつ干かん和やわらいだ。しかし──

　まずいっ!?　このままじゃすぐに魔力が尽きる……っ!?

　この状況を自力で打だ破はすることは困難だ。

　自らも激痛を堪こらえながら、カナタがリバーに声をかける。

「……しっかりしろよ。リバー、もうすぐこの状況をなんとかしてやる」

「くっ！　ひょっとして《崩力》を使うつもりかい？」

「いいや、それを使うつもりはねーよ。教え子たちとの約束があるからな」

「賢けん明めいな判断だね。過ぎたるチカラは身を滅ほろぼすから。でも……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。この状況ならなんとかなる」

　圧あつ倒とう的てき窮きゆう地ちに、リバーは狼ろう狽ばいの色を隠かくせない。

　いまだ猛もう威いを振るう激痛に耐えながら、リバーが尋たずねる。

「ど、どうしてそんな余よ裕ゆうがあるんだい？　ここで戦ってるのは僕たちしか知らないはずだけど」

「ああ、俺たちしか知らないと思うぜ」

　激痛を堪こらえ、不敵な笑えみを浮うかべ、カナタが二ふた度たび言う。

「俺たちしかな」

　彼がそう言った刹那だった。

　横よこ殴なぐりの雨のように、無数の魔ま力りよく弾だんが降り注いできた。合計二五六発にも及およぶ青白い魔力弾は、《アスモデウス》たちを捉とらえようとする。大規模な不意打ちに《アスモデウス》たちは堪たまらず、一時後退。同時に《アスモデウス》による黒い力場が解け、カナタたちは自由を取り戻もどした。

　さきほどの一撃は魔ま銃じゆう戦技──多弾ステイ頭ンガー弾レイン・殲滅雨フルバースト

　カナタはこの戦技の名前を知っていた。

《アスモデウス》たちの包囲が破れ、ふっと口元を弛ゆるめるカナタのもとへ、深しん紅くの髪かみの少女が駆かけつけてきた。

『待たせたわね……っ！』

　そう言って、カナタと《アスモデウス》たちの間に立ち塞がり、

『これ以上、あたしたちの教官に手出しはさせないわ……っ！』

　Ｅ６０１小隊の隊長──ミソラ・ホイットテールが腰こしだめに魔砲剣を構えた。







　　　第五章　前夜祭の夜戦







　戦せん闘とう空域。高度三〇〇〇。

　奇き襲しゆうに戸と惑まどう《アスモデウス》をよそに、カナタたちは素す早ばやく体勢を整える。

『はい、これ』

「助かったぜ。サンキュな」

　ミソラから通信結けつ晶しようを受け取り、カナタは素早く装着する。さらにミソラは、予備の通信結晶を、リバーへと手て渡わたした。

　いまだ全身に著いちじるしい倦けん怠たい感が残る中。カナタは、こちらへ不満そうな眼まな差ざしを向けてくるリバーに気づく。

『どうしたんだよ、さっきから黙だまり込んで』

『きゅ、救援がいるならどうして教えてくれなかったんだいっ？』

『んっ、言わなかったか？』

『言ってなかったじゃないかっ！』

　咎とがめられても、カナタは愉ゆ快かいな表情を崩くずさなかった。

《アスモデウス》に包囲されたあの状況で、ミソラたちの姿が見えていたわけではない。だがカナタは模も擬ぎ戦を通じて、自分の全すべてをミソラたちに曝さらけ出した。そしてただの教官と教え子の関係を卒業した。

　だからこそ、この教え子たちならば危険に気づいて駆けつけてくれる。そうカナタは確信していたのだ。

『ねえ、どうして来たんだとか注意しないの？　あたしたち、あんたの「二人っきりにさせてくれ」ってお願い、破ったんだけど』

『まさか。注意するわけねーじゃんか』

　ミソラの頭にぽんっと手を置き、カナタが言う。

『いざっていうときは、お前らが駆けつけてくれるって信じてたよ』

　ミソラがかあっと頰ほおを赤らめる。

　そのときになって、リコたちがようやく合流してきた。

『ふっ、キミ。命の恩人であるわたしには、お礼の言葉はないのか？』

『ちょっとリコ、あんたたまにはもう少し謙けん虚きよにしなさいよ』

『黙れミソラ。単独先行して、通信結晶を運んだだけの隊長が偉えらそうなことを言うな』

『え……っ!?』

　な、なんか冷たくない……っ!?　壁かべを感じるミソラに、仲間たちが口々に不満を述べる。

『あ、あのぅ……ミソラさん。リコさんはさっきの一いち撃げきで一気に戦局を打破しましたよ。千里眼を使ってカナタさんたちを発見したのもリコさんです。でも、ミソラさんはそのぅ……』

『うぬ。さすがは副隊長というべき見事な一撃だった。対してミソラ、そなたは隊長のくせに一人で先行しただけではないか。それなのにリコを注意するとは、この業ごう突つく張ばりめ』

『な、なにこの反応は……っ!?』

『ミソラさん。通信結晶を運んだだけなのに一人で恰かつ好こいい台詞せりふを言って、おいしいとこどりなのがいけなかったんですよ。そんなことをしていたら、周りの仲間たちに不満がたまるのも当然です』

　ユーリにも注意された。その後も、仲間たちから不満が続出する。

　ミソラが一発も撃うっていないのに「あたしたちの教官に手出しはさせないわ……っ！」などと言って恰好よく立ち塞ふさがったところや、カナタからの感謝の証あかしとして頭にぽんっと手を置かれていたことを咎められる。

　その結果。リコが隊長の解リ任コ請ー求ルを行い、レクティたち全員が賛成、ミソラは頭をさげての謝罪にまで追い込まれた。

　一連のやり取りを見守っていたリバーは、引き攣つった表情でつぶやく。

『……締しまらない小隊だね』

『ああ、隊長がお馬ば鹿かなんだ。見み逃のがしといてくれ』

　気を取り直し、カナタは眼前の敵を見み据すえた。

『さてと、問題は……こいつらだな』

　リコの多弾ステイ頭ンガー弾レイン・殲滅雨フルバーストを浴びながら、ほぼ耐えきっていた。〝神憑きツヌグイ〟抜ぬきの攻こう撃げきだったとはいえ、《アスモデウス》の硬こう皮ひと高速再生は驚きよう嘆たんに値あたいする。

　なによりも、この暴力的なまでの数をどうにかしないといけない。

『あの一撃を浴びて、一体も墜おちなかったとは』

『こいつら、いったいなんなの？』

　リコが警けい戒かいを深め、ミソラが尋ねた。

『《アスモデウス》っていうらしいぜ。なんと魔力を吸い取るっていうオプション付きの新種だ』

『魔力を……っ!?』

　相手の狙ねらいを、ミソラが瞬しゆん時じに看破する。

『あんたは退さがってて』

『そう言うと思ったよ』

　観念したかのようにカナタが返事をした。

　その直後。体勢を整えた《アスモデウス》たちが、一いつ斉せいにこちらへ迫せまってきた。

『リバー、わりーけど。俺の指揮下に入ってくれるか？』

『勝つためにはそうしたほうがいいみたいだね』

《アスモデウス》との戦いでは、集団戦が必ひつ須すだ。だが、カナタもリバーも疲ひ弊へいが激しいことはミソラたちとて感知している。

『みんな、《アスモデウス》たちはあたしたちの手で倒たおすわよっ!?　いいわね……っ!?』

『ふっ、仕方ないな』

『そのぅ……が、頑がん張ばりますっ！』

『うむ。露つゆ払はらいなら、任せるがよいぞ』

『カナタ先せん輩ぱいに手は出させません』

　ミソラが声をかけると、仲間たちが頷うなずいた。

　カナタが教え子たちに護まもられる構図になる。

　攻こう略りやく法すらわからぬ敵を、ミソラたちに託たくすのはこれが初めてのことだが……いまのミソラたちなら勝利を摑つかめる気がした。

『気をつけろよ。あいつらは集団戦にも対応できるぞ。……それと気になったことがある。《アスモデウス》が吸収した魔力がどうなっているかだ。《崩ほう力りよく》を使えるわけでもないみたいだし、ひょっとしたら魔力はそのまま蓄たくわえられているかもしれない』

『わかったわ……っ！』

　なにが攻略の糸口になるかはわからない。カナタの言葉を、ミソラは慎しん重ちように吟ぎん味みした。

『行きますよ。レクティさん、ブレアさんっ！』

　そう言って、ユーリが魔ま槍そうを構えた。彼女の両りよう脇わきを、金きん髪ぱつと銀髪の魔ま双そう剣けん士しが固めている。

『レクティ・アイゼナッハ、参りますっ！』

『ブレア・アイゼナッハ、押して参るっ！』

　その直後、《アスモデウス》とユーリたちが接近戦を繰くり広げ、

『さて、あたしも支し援えん砲ほう撃げき行くわよっ！』

『ふっ、女め神がみなわたしの前に跪ひざまずくがいい』

　ミソラとリコが射砲撃を放つ。

　かくして、Ｅ６０１小隊は《アスモデウス》の群れと交戦状態に入った。
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《ベベル》外がい縁えん空域。高度三三〇〇。

　黒い球体のような中型変キ異メ種ラの上には、エリスとリーゼリットの姿があった。

『エリス様、あの紅あかい髪かみのお姉ちゃんたちを一気に押し潰つぶしていい？』

　Ｅ６０１小隊の戦闘空域を見据えながら、リーゼリットが尋たずねてくる。

『そう簡単には無理ね。あの小隊は、その辺の雑ざ魚ことは違ちがうの』

　主観抜きでも、そう思えたはずだろう。

　なぜならＥ６０１小隊は、《アスモデウス》の群れ相手に、退く様子がない。それどころか、正体不明の敵相手に目下交戦中だ。

　ただの学生の集団なら、こうはいかないだろう。《アスモデウス》の異い形ぎようと戦闘力を目撃したら、普ふ通つうは怖おじ気けづく。もしその正体を知ったら、攻撃を躊ちゆう躇ちよするはずだ。

　だが、実際はどうだ？　──あのおどおどとしたレクティ・アイゼナッハでさえも必死に戦っている。リコ・フラメルやユーリ・フロストルに至っては《アスモデウス》に痛打を浴びせている。

　戦せん況きようは終始《アスモデウス》優勢で推移している。

　だがＥ６０１小隊の隊員たちは、粘ねばり強く戦い、お互たがいが援護フオローし合い、未知の敵相手に健けん闘とうし続けている。

　空戦武踏祭エリアルソードに出場した代表小隊の中で、こうまで実戦慣れした小隊は、数えるぐらいしかいないだろう。

　カナタが率いるＥ６０１小隊を、エリスは侮あなどっていなかった。

『きっとＥ６０１小隊は、こちらの隙すきを突いて、一発逆転を狙ってくるわ。広範囲ワイドレンジの戦技じゃ致ち命めい傷しようにならないってわかってるから、どういう戦術を駆く使ししてくるか愉たのしみね』

『けど、いくら戦術を駆使したところで、この数の《アスモデウス》を殲せん滅めつすることは無理だと思うよ。だって《アスモデウス》は組織立だって動けるし、反応速度だってその辺の空士よりは高いもん』

『ええ、リーゼの言う通りね。わたしもそう思って準備してきたの。でも、カナタの教え子たちはきっとなんとかしてくるわ』

『もう。エリス様、さっきから言ってることが無茶苦茶～っ！』

『ふふっ、無茶苦茶を言ってるわけじゃないのよ』

　心の底から愉しげな笑えみを浮うかべ、エリスが言う。

『どんな状況でも逆転を狙ってみせるからこそ、彼はわたしの遊び相手に相応ふさわしいの。弱い人間が相手なら、対たい抗こう意識すら湧わかないじゃないの』
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　戦闘空域。高度三〇〇〇。

『はあああああ……っ！』

　ユーリの魔槍に備そなわった魔力超振動機構シユナイダーが吼ほえる。

　超ちよう高こう速そく振しん動どうをする〈トリシューラ〉は容易たやすく《アスモデウス》の胴どう体たいを斬きり裂さいた。

　一撃必殺の槍撃を浴び、《アスモデウス》は堪たまらず退く。

『逃のがしません……っ！』

　三叉撃トライデントに近い形状をした穂ほ先さき。その左右に備わった魔力噴ふん射しや機構が発動。スラスターが生み出す推力とともに加速したユーリは、退く《アスモデウス》に追い縋すがった。

　ユーリの進路を妨ぼう害がいするように、一体の《アスモデウス》が現れる。しかし、ユーリの加速力を見誤ったらしい。ユーリは僅きん差さで防ぼう御ぎよ役の《アスモデウス》の脇を抜け、負傷した《アスモデウス》のもとへ辿たどりつく。そして素す早ばやく胴体を貫つらぬき、黒こく晶しようを破は壊かい。《アスモデウス》はチカラなく地上方向へ落下していく。

『一体撃破しました。ですが……』

　戦況の不利は変わらない。むしろ一体撃破されたことで、《アスモデウス》たちはようやくミソラたちを敵と認識したようだ。鋭するどい機動を披ひ露ろうし、影かげが踊おどるかのようにめまぐるしい動きでミソラたちを翻ほん弄ろうし始めた。

『気をつけてください、みなさん。敵の動きが変わりました……っ！』

『ぬぅ。なかなか敵の動きが捉とらえられんっ！』

『そ、そのぅ……ブレアさん。離はなれすぎです……っ！　孤こ立りつすると墜ち──』

　注意を促うながすレクティの直上から、《アスモデウス》が迫っていた。

　気配に気づいたレクティが貌かおをあげる。するとそこに、刀とう腕わんを振ふりかざした《アスモデウス》の姿があった。

『………………っ!?』

　慌あわてて魔術障しよう壁へきを展開するレクティ。しかし、刀腕が一足早くレクティを穿うがとうと動く。

　彼女の胸むな元もとへ刃やいばが届きそうになる。

　そのとき、ユーリの魔槍が割って入った。

《アスモデウス》の刀腕を切断し、もう一撃を浴びせようとする。だが《アスモデウス》はすぐに退き、一体が防御に入る。負傷した個体はすぐさま刀腕を高速再生してみせた。

『レクティさんも落ち着いてください。常に周囲への警戒を怠おこたらないで』

『あ、あのぅ……助かりましたっ！』

『ミソラさん、前衛三人は一時後退します。これ以上の戦闘は危険リスクが大きすぎます』

　特務小隊ロイヤルガードでの経験が、即そく時じ撤てつ収しゆうを伝えていた。

『了りよう解かいですユーリさん。リコ、前衛に援えん護ご射撃をもっとできる？』

『無茶を言うな。側面から回り込まれるぞ……っ！』

　交戦開始から数分が経過したが、撃破できたのは一体。いまだ四十体以上の《アスモデウス》が健在だ。

　むしろ一体が撃破されたことで、《アスモデウス》たちはこれまで以上の動きを披露していた。その結果、Ｅ６０１小隊の全員の息が上がっている。

　ミソラが悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かんだ。

　正面きっての戦闘では、物量で押し負ける。

　そんなとき、カナタとリバーの通信が耳に入った。

『カナタ君、キミの教え子たちだけじゃ無理だ。このタイミングで、僕とキミが加勢すれば突とつ破ぱ口こうぐらいは……』

『落ち着けよリバー。ミソラたちの眼めはまだ死んじゃいないぜ』

『そういう問題じゃない。このままじゃ彼女たちが墜おちてしまう』

『さーな。でも、まだ様子を見ようぜ』

『なにを悠ゆう長ちようなことを……っ！』

『あのさー、リバー。もうちょい静かにしてくんない。教え子が頑張ろうとしているのに、教官が手を貸しちゃいけねーじゃん。あいつらはさ、自力で新しい一歩を踏ふみ出そうとしているんだよ』

　あいつが後ろから見守っててくれる。

　その事実が、ミソラの頭を冷静にさせた。

　落ち着け。考えろ。何かあの《アスモデウス》たちを一気に倒す策はないのか？　あいつなら……どうする？　きっと諦あきらめずに考え続け、答えを導き出すはずだ。解決策が必ずあると信じて──

『ぬぅ。気にいらん。この怪かい物ぶつと刃を交える都度、全身からチカラが抜ぬけていく』

『あのぅ……落ち着いてくださいブレアさん。牽けん制せいだけにとどめて、止とどめはユーリさんに』

『ええ。ブレアさん。わたしなら一撃で致命傷を浴びせられます……っ！』

　と。不用意に接近してきた《アスモデウス》を、ユーリが一刀両断する。その直後、《アスモデウス》が爆ばく発はつした。

　魔術障壁を展開し、ユーリは軽かろやかに爆風を防ぐ。

　その光景を目まの当たりにし、ミソラが眼を見開いた。

　えっ!?　なんでいまの個体は爆発したの……っ!?

　最初にユーリが撃破した個体は、爆発せずに落下していった。

　個体差？　いや、爆発するのとしないのとでは説明がつかない。

　そんなとき、カナタの発言がふと脳のう裏りを過よぎった。




　──それと気になったことがある。《アスモデウス》が吸収した魔ま力りよくがどうなっているかだ。《崩力》を使えるわけでもないみたいだし、ひょっとしたら魔力はそのまま蓄えられているかもしれない




　もし《アスモデウス》が吸収した魔力を大気中に放出せず、そのまま蓄え続けるならば……この状況を、覆くつがえせるかもしれない。

　ミソラの瞳ひとみに、一筋の光明が宿った。

『みんな、あたしに《アスモデウス》を倒たおす考えがあるの。協力してちょうだい……っ！』

　そう言って、ミソラは自らの作戦を述べた。




　　　　＊＊＊




《ベベル》外縁空域。高度三三〇〇。

『なにあれ？　あのお姉ちゃんたち、フォーメーションを変えた？』

　黒い球状の変キ異メ種ラの上から、リーゼリットは戦況を見守る。

　リーゼリットの瞳には、奇き妙みような行動をするＥ６０１小隊の姿があった。

　ミソラとユーリが突出し、《アスモデウス》たちと交戦。それをリコが援護し、リコの護衛にレクティとブレアが付いている。

　敢あえて表現するなら、前衛二人、後衛三人の構図だ。中衛がいない分、孤立した前衛を狙ねらいやすい。

『ふふっ、なにをするつもりかわからないけど。なら前衛の二人を潰させてもらうよ』

　確信を持って、リーゼリットが言う。

『《アスモデウス》たちは紅い髪かみのお姉ちゃんたちのほうを優先的に攻こう撃げきっ！　持久戦を維い持じしたままで、斬ざん撃げきをしかけてちょっとずつ相手の魔力を削けずって弱らせてちょうだい……っ！』

　リーゼリットからの通信が入り、《アスモデウス》たちが一気に動き出す。

『ふふっ、エリス様。やっぱり《アスモデウス》だけで充じゆう分ぶん足りそうだね。あの紅あかい髪のお姉ちゃんたちはもうすぐ墜おとせるよ』

　そんなリーゼリットの言葉を聞きながら、エリスは後方に控ひかえるカナタを見る。

　カナタ・エイジが勝つことを諦めたのか？　──いや、そんなわけがない。

　後方に控える彼の眼は、まだ死んでいない。あの学内選せん抜ばつ最終戦でのミソラ・ホイットテールたちと同じか、それ以上に強い意志の光を放っている。

　そしてそれは、交戦中のミソラたちも同じだ。

　生あい憎にくね。わたしはあなたのことを過小評価しないわ。

　そう評価すると同時に、エリスは呆あきれもした。

　諦めの悪い人間って、どこにでもいるのよね……

　カナタに対し、ゴキブリでも見るかのような眼まな差ざしを向けるエリス。しかし、今回はカナタ・エイジとその影えい響きようを受けた、ミソラたちの粘り強さすら計算に入れてあるのだ。

　エリスの瞳には、戦せん闘とうするペットたちを見守るリーゼリットの姿があった。

『やっちゃえ《アスモデウス》っ！　がんばれーっ！』

　リーゼリットは無む邪じや気きに《アスモデウス》たちを応おう援えんしている。そのあと戦闘空域の後方に控えるカナタを見やり、エリスは思う。

　悪いわね。《ベベル》はわたしの庭だから、あなたに生き残る術すべはないわ……っ！
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　戦闘空域。高度三〇〇〇。

『ミソラさん、斬り返す必要はありません。相手の動きに合わせて、受け止めればいいんです』

『は、はい……っ!?』

　魔ま砲ほう剣けんの柄つかを両手で握にぎるミソラを見やり、ユーリが注意する。

『それと何があっても、柄だけは握っているように。ミソラさんの腕力なら、それで防御はどうにかなるはずです』

　ユーリの指示を受け、ミソラが苦い貌をする。

　だが。ミソラの接近戦こそが、この作戦の要かなめなのだ。

『了解ですユーリさん、このままサポートをお願いします……っ！』

　射砲撃系としてならまだしも、近接系としてミソラは無能のままだ。

　しかし、彼女が前衛に出ることに異を唱える者は誰だれも居ない。

『リコ。ずうずうしいようだけど、あたしに援護射撃を重点的にお願い』

『ふっ、仕方ないな』

　まんざらでもなさそうに、リコが言った。

『レクティとブレアは、そのままリコの護衛をお願い……っ！』

『わかりましたっ！』

『うぬ。心得たっ！』

　そう言って、ミソラたちは激しく飛び回り続ける。

《アスモデウス》たちは、突出したミソラとユーリに集中的に襲おそいかかっていた。

　魔ま槍そう士しとして優ゆう秀しゆうなユーリは、素す早ばやく《アスモデウス》を迎げい撃げきしている。だが、魔ま剣けん士しとして無能なミソラは別だ。

《アスモデウス》の斬撃に翻弄され、致ち命めい傷しようを防ぐので必死だ。

『ミソラさん、受け流すだけでいいんです。冷静になれば、ミソラさんでもできます』

『は、はい……っ！』

　正面から来る斬撃を、魔砲剣を横にして受け止める。《アスモデウス》はミソラを侮あなどっているのか魔砲剣の上から連撃を浴びせてきた。

　魔砲剣で受け止めるミソラの表情は、必死そのものだ。

　やがて一いつ瞬しゆんだけ手て隙すきになったユーリが、ミソラの眼前の《アスモデウス》に槍撃を浴びせる。腹部に一撃を浴びた《アスモデウス》はすぐに退く。同時にミソラの背後からすぐに別の《アスモデウス》が襲いかかってきた。

『ミソラ、後ろだ』

　リコが援護射撃を放ち、敵の動きをワンテンポ遅おくらせる。その間に、ミソラは背後の敵へと対応した。またしても連撃を打ちこまれるが、魔砲剣で必死に防ぐ。

『いいですよ、ミソラさん。その調子です』

　その後、ミソラたちは《アスモデウス》たちとどうにか渡わたり合い続けられた。このことは、《アスモデウス》たちが持久戦狙いだったことが大きいだろう。

　全員で一いつ斉せいにかかって来られたら、ミソラでは太た刀ち打うちできなかった。

　善戦するミソラの貌かおには、疲ひ労ろうの色が濃こく表れている。慣れぬ接近戦での消しよう耗もうに加え、《アスモデウス》と刃やいばを交えることは、魔力を吸収されることを意味するからだ。

　やがて彼女は息が上がり──

『ハァーハァー、ハァーハァー……』

　肩かたを上下させて息をするミソラは、《アスモデウス》たちに囲まれていた。予想以上の粘ねばりをみせるミソラに、《アスモデウス》たちも考えを改めたのだろう。ここぞとばかりに、二十体の《アスモデウス》が正十二面体の包ほう囲い網もうを構築し始めた。

　もうひと押しで、ミソラは墜ちる。もしこの《アスモデウス》たちに指揮官がいれば、そう考えたはずだ。

　なぜならミソラは、さきほどから魔力シリンダー三回転分の縮退魔力を奪うばわれている。

　疲労困こん憊ぱいのミソラが言う。

『ユーリさん、《アスモデウス》たちが……っ!?』

『カナタ先せん輩ぱいとリバーさんを苦しめたあれがくるようですね。リコさん、援えん護ご射撃は……っ!?』

『やっているが、こう数が多くてはな』

　正十二面体を構築する《アスモデウス》を、リコが狙そ撃げきする。だが他ほかの《アスモデウス》によって防ぼう御ぎよされ、直ちよく撃げき弾だんとならない。

『レクティ、ブレア。キミたちは援護に向かえないか？』

『そのぅ……』

『ぬぅ。こちらも手て一いつ杯ぱいだ』

　レクティとブレアを援護に行かせたいが、生あい憎にく彼女らも残りの《アスモデウス》に苦戦を強しいられているようだ。

　孤こ立りつしたミソラとユーリを援護できる者が誰もいない。

　息が上がってしまっているミソラに、この包囲を突とつ破ぱするチカラはない。

　どうする？　どうすればこの包囲を突破できる……っ!?　ミソラが逡しゆん巡じゆんした刹せつ那な──

『この程度、なんてことありません。ミソラさんは魔力充塡チヤージをしながら、わたしについてきてください……っ！』

　ユーリが急きゆう上じよう昇しようし、ミソラが追従する。だが二人の行く手に、五体の《アスモデウス》たちが立ち塞ふさがった。

　ミソラが苦しそうに叫さけぶ。

『頭を押さえられた……っ!?』

　強敵が五体。突破するのは至難の業わざだ。

　さらに不幸なことに。方向転換して逃にげようとすれば、上空の個体たちは重力加速度と位置エネルギーを駆く使しし、高速でこちらへ襲しゆう撃げきしてくることだろう。

　空の戦いは、基本的に高所のほうが有利なのだ。

　しかし。ミソラの正面には、頼たよりになる仲間がいた。

『そちらから向かって来てくれるなら、わたしの敵じゃありません……っ！』

　上空に立ち塞がる《アスモデウス》たちへ、ユーリは容よう赦しやなく魔槍を振ふるう。

　一体目の刀とう腕わんを振り抜ぬくより先に、烈槍返しで斬きり上げ、迫せまり来る二体目の水平斬ぎりを躱かわすと、靡なびく髪が斬られるより先に疾しつ風ぷう突づきを浴びせる。続く三体目四体目を、手元で魔槍をワイルドスピンさせたあと、袈け裟さ斬ぎりにし、残る五体目に突撃槍を浴びせ、突き飛ばす。

　魔力超振動機構シユナイダーを駆使しているとはいえ、刹那のうちに《アスモデウス》を五体斬り伏せるのは、さすが特務小隊ロイヤルガードとしか言いようがない。

『す、すごい……っ!?』

『これくらいどうということはありません』

　感かん嘆たんするミソラに、ユーリは何事もなく言い放つ。《空穿の閃跡ブリユーナク》の前で、《アスモデウス》の硬こう皮ひは全く意味をなさなかった。

　負傷した五体の《アスモデウス》を庇かばおうと、援護役の《アスモデウス》たちが集まってくる。

　そのとき。密ひそかに配置についていたカナタたちが動き出す。

『いまだリバー。広範囲ワイドレンジの戦技で、敵の包囲網に圧力をかけるぞ』

『わかったよカナタ君。挟きよう撃げきだ、行くよ……っ！』

　カナタとリバーが同時に戦技を放つ。彼らは混戦に紛まぎれて、正十二面体の包囲を挟はさみ込む位置取りに移動していたのだ。




　魔砲剣戦技──拡散多弾頭射撃マルチプルバースト

　魔剣戦技──斬嵐刃レイ・ストーム




　合計十六発の魔力弾に加えて。青色の魔剣から放たれた、無数の小さな青い輝かがやきが、狂きよう風ふうのように《アスモデウス》たちに降り注ぐ。

　持久戦を専もつぱらとする《アスモデウス》たちは、すぐに回かい避ひ行動に移った。

　戦技の攻こう撃げき範はん囲いを的確に判断し、《アスモデウス》たちは一発も被ひ弾だんすることなく回避した。

　不意を打ったはずが、一発も命中弾を放てなかった。

　事情を知らぬ人間がこの光景を目撃すれば、万ばん事じ休すだと思っただろう。広範囲ワイドレンジの戦技を躱されるなど、集中力を欠いている証あかしだ。

　これでは、《アスモデウス》たちに勝てるわけがないと絶望するかもしれない。

　だが、カナタとリバーは不敵な笑えみを浮うかべていた。

『へっ、一発も当たらなかったみたいだな』

『ああ。予定通りだね』

　二人の視線の先には、密集してしまっている《アスモデウス》たちの姿があった。戦技を回避するために、正十二面体の中心点だった地点へ回避した結果だ。

　その光景を見やり、ほぼ魔力切れのカナタが言い放つ。

『さてとミソラ。下準備は充じゆう分ぶん。あとは着火するだけだぜ。できるか？』

『心配無用よっ！　まだまだこの程度じゃあたしの魔力は尽つきないわ……っ！』

　そう言って、ミソラは不敵な笑みを零こぼす。額から玉の如ごとき汗あせを流し、肩を激しく上下させながらも、彼女は必死に魔力を練り上げる。直後、ミソラの六連装縮退型魔力シリンダーが六分の一回転し、魔力充塡チヤージが完かん了りようした。

　魔砲剣の砲口を、密集した《アスモデウス》たちに向け、

『これで終わりよ……っ！』

　ミソラが引き金を絞しぼった。




　魔砲剣戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター




〈ラーズグリーズ〉の切先から、夜を貫つらぬくような白はく銀ぎん色の奔ほん流りゆうが放たれる。それは彼女を狙ねらおうとした《アスモデウス》たちを的確に捉とらえた。

　白銀色の奔流に貫かれた《アスモデウス》たちは直後、爆ばく発はつした。普ふ段だんなら小型標的を消失させるその戦技は、《アスモデウス》相手には炸さく裂れつし、なぜか爆発を引き起こしたのだ。

　それもただの爆発ではない。ひとつひとつが戦技の直撃ほどの威い力りよくがある、大爆発だった。その爆発は誘ゆう爆ばくの連れん鎖さを呼び、直撃を避さけ、高速再生中だった《アスモデウス》たちまで巻き込んでいく。

　ただ収束ストラ魔イクブ砲ラスターを浴びただけなら、こうはならなかっただろう。

　だが。ミソラの魔ま砲ほう剣けんに宿る縮退魔力を──強力なエネルギーの塊かたまりを吸収し続けた《アスモデウス》たちは、腹に爆弾を抱かかえているような状態だったのだ。

　単純に考えて《アスモデウス》たちは、収束ストラ魔イクブ砲ラスター三発分のエネルギーを喰らったことになる。そこへ導火線となるミソラの収束ストラ魔イクブ砲ラスターを浴びれば、ミソラの固有魔力波に反応して、《アスモデウス》たちの中にある縮退魔力が、連鎖爆発することは想像に難かたくない。

　夜の帳とばりが下りし空を、誘爆の連鎖チエーン・デイスト破壊ラクシヨンが鮮あざやかに彩いろどった。

『本当に《アスモデウス》に自分が持つ魔力を蓄たくわえさせて、それを一気に爆発させるなんて……っ!?』

　発想が突とつ拍ぴよう子しもない、とリバーが啞あ然ぜんとする。

　チカラ業わざもいいところだ。決してスマートなやり方ではない。

　だが、カナタは──

『へっ、お馬ば鹿かだと思うだろ』

　満足そうに、ミソラを見守っていた。

『でも、俺はミソラのそういうところが好きだよ。いまみたいなお馬鹿な作戦を実行するには、お馬鹿な考えに付き合ってくれる仲間がいないといけない。だからこそ、あいつは小隊長たる資格が充分にある。そして俺は胸を張って言える。これこそがＥ６０１小隊だってな』

　そう言い切るカナタの視線の先には、誘爆から逃のがれた《アスモデウス》たちを掃そう討とうし始めるミソラたちの姿があった。







《ベベル》外がい縁えん空域。高度三三〇〇。

『すごい、すごい、すごーい……っ!?』

　興奮冷めやらぬ様子で、リーゼリットが眼めを輝かせる。

『あの紅あかい髪かみのお姉ちゃんたちが《アスモデウス》を蹴け散ちらしてみせた……っ!?』

『ええ。悔くやしいわ。《アスモデウス》はまだまだ使えないみたいね』

　それにしても、カナタ対策で付ふ与よした《アスモデウス》の魔力吸収特性を、逆手に取るチカラ業。あれは、カナタ・エイジの策にしてはあまり冴さえないわね。

　優雅エレガントじゃないわ。

　と。エリスは横目で、リーゼリットを見やり、

『残念だったわねリーゼ。あなたのペットは全部壊こわされてしまったわね』

『え……っ!?』

　途と端たんに、さきほどまで興奮していたリーゼリットがきょとんとする。

『ごめんなさいね。まさか全部壊されるとは思っていなかったから』

『……………………』

　リーゼリットは無言で、じーっと戦せん闘とう空域を見み据すえ、

『ホ、ホントだーっ!?　わ、わたしの《アスモデウス》たち、壊かい滅めつさせられちゃった……っ!?』

　白い妖よう精せいのように愛くるしい貌かおが、たちまち憤いきどおり歪ゆがみだす。

『ええ。そうね。特にあの紅い髪の女の子。あの子が、あなたの《アスモデウス》たちをいっぱい壊してくれたようね』

『……赦ゆるさないっ！』

　じーっとミソラを見据え、リーゼリットが癇かん癪しやくを起こす。

『赦さない、赦さない、赦さないー……っ！』

　黒い球体の変キ異メ種ラ──《キメラ・オルム》の上で、リーゼリットは地じ団だん駄だを踏ふむかのように暴れ出した。

　それからむかっとした表情をエリスへ向け、

『エリス様っ！　わたしとこの《キメラ・オルム》で、あの子たち潰つぶしてきていい……っ!?』

『本気を出すつもりかしら？　でも、お兄様からの許可は取ったの？』

『うぅ……っ!?』

『まあいいわ。今回だけは特別に見み逃のがしてあげる。《アスモデウス》が壊れたのは、わたしのせいでもあるしね』

『えっ!?　いいのっ!?　やったー……っ！』

　大喜びするリーゼリットを見やり、エリスが言う。

『それとリーゼ、アドバイスをあげるわ。最初の一撃は、紅い髪の子を狙いなさい。それも寄生系の攻撃で』

『べつにいいけど。どうして？』

『きっと面おも白しろいことになるからよ』

　妖よう艶えんに微ほほ笑えむエリスの言葉を聞きながら、リーゼリットは《キメラ・オルム》とともに交戦空域へ向かって行った。白い妖精のように愛くるしい貌に、無む邪じや気きな笑みを浮かべて。







　交戦空域。高度三〇〇〇。

『これでラスト……っ！』

　額に汗を搔かいたミソラの砲ほう撃げきが《アスモデウス》を貫く。

　すでに仲間たちからの攻撃を浴び、右みぎ腕うでを再生中だった《アスモデウス》は胴どう体たいを吹ふき飛ばされ、落下していった。

　これで全すべての《アスモデウス》を撃破したはずだ。

『ふっ、ミソラのお馬鹿魔力もたまには役に立つな』

『ちょっとそれっ!?　どういう意味よ……っ!?』

『ミソラさん。あのこれはですね、リコさんなりの誉ほめ言葉というか……』

『あのぅ……今回はミソラさんのお陰かげで勝てたと思います』

『うぬ。いい作戦だった』

　そう言って、みんなが安あん堵どしたときのことだ。

　全員の気が弛ゆるんだ一いつ瞬しゆんの隙すきを狙って、それは襲おそいかかってくる。

　最初に、淡あわいピンク色のシャツを纏まとう、白い妖精のような幼女がこちらへやってきた。

『初めましてみなさん。わたしはリーゼリット・フラワーチャイルドです』

　舞まい上がったミソラたちが、きょとんとする。

　突然戦闘空域に妖精のような幼女がやってきて、丁てい寧ねいな口上を述べたのだ。あまりの場ば違ちがいさに、思考が停止するのも無理はないだろう。

　……何者だ、こいつは？

　カナタがリーゼリットを凝ぎよう視しし、眼を大きく見開いたリバーが何か言おうとしたときだった。

　リーゼリットが憤いきどおった表情を向け、

『せっかく頑がん張ばったところあれなんだけど、みんな死んでちょうだいっ！　やっちゃえ、《キメラ・オルム》……っ！』

　すぐさまカナタが、警告を発する。

『上だ、避けろミソラ……っ！』

『え……っ!?』

　その直後、状じよう況きようを摑つかみかねたミソラの眼前に、あらぬ光景が広がった。

　そこには密ひそかに上空から近づいていた、黒く巨きよ大だいな球体のような変キ異メ種ラと、球体に空いた穴から伸のびる鏃やじりを幾いくつも連ねたような触しよく腕わん。そしてミソラを庇かばい、鏃を幾つも連ねたような触腕に貫かれたカナタの姿があった。

　それは本当に刹せつ那なの出来事だった。

『ぐは……っ!?』

　鏃を連ねたような触腕が引き抜ぬかれ、カナタは吐と血けつする。

　その一撃は、明らかに致ち命めい傷しようだ。一刻も早く外科的な処置をしなければ塞ふさがりようがない。

　しかし、空の上では治ち療りようの施ほどこしようがなかった。

『う、うそ……っ!?』

　なにが起きたのか状況が理解できない。

　いや、理解できていたからこそ。頭の中が真っ白になって、ミソラはなにも考えることができなかった。

　それは周りの教え子たちも同様だ。

『ふふっ、本当に紅い髪のお姉ちゃんを狙ったら、面白いことになった。まさか黒髪のお兄ちゃんが庇いに来るなんて』

　そう言い放って、リーゼリットは無邪気に微笑むと《キメラ・オルム》の球状の外がい殻かくを撫なでる。

　これまでの恨うらみ辛つらみは、さきほどの一撃で大分晴らせた。

　なにせミソラたちの表情が、一瞬で静まり返ったからだ。

　絶句するリコたちを見やり、リーゼリットは上じよう機き嫌げんで言い放った。

『《アスモデウス》たちを破壊してくれたお礼に、わたしの全力を見せてあげる。といっても、もっぱら戦うのはこの子になると思うけど』

　その直後、リーゼリットの体内から膨ぼう大だいなチカラの鼓こ動どうが生まれた。そしてそのチカラを、リーゼリットは《キメラ・オルム》へと注ぎ込んだ。

　奇き声せいを発した《キメラ・オルム》は、全身からチカラが漲みなぎるかのように急激に成長していく。鏃を連ねたような触腕十本が荒あら々あらしくなり、球状の硬こう皮ひに鎧よろいのような装そう甲こうを纏まとい始めた。

　魔ま甲こう蟲ちゆうを急激に進化させる、このチカラは──

『さてと、お姉ちゃんたち。この《キメラ・オルム》は《崩ほう力りよく》を宿してるよ。半はん端ぱな覚かく悟ごじゃ勝負にならないから、全力でかかってきてね』

　そう言って、リーゼリットは《キメラ・オルム》の上に跨またがった。

『……よくも。よくもカナタ君を……っ!?』

　リーゼリットの正体を知るリバーは怒いかりに駆かられ、青い魔ま剣けんを握にぎりしめ、《キメラ・オルム》との戦闘を開始する。

　その光景を見やり、リコがようやく我われに返った。

『ミソラ、その男を任せたぞ。応急手当を施したあとに戦域を離り脱だつして、《ベベル》の医療施し設せつへ搬はん送そうしろ。……残りのみんなは、わたしについて来い。リバーを援えん護ごして、変キ異メ種ラを足止めするっ！』

『で、ですけどリコさん。そのぅ……カナタさんが……っ!?』

『レクティさん。ここは副隊長であるリコさんの指示に従いましょう』

『主あるじよ。この変キ異メ種ラはすぐに成敗しますゆえ……っ！』

　リコが的確な判断を下し、仲間たちを伴ともなって交戦状態に入る。

　リコとユーリはカナタについて最低限のことしか語らず、レクティは悩なやみ、ブレアは憤っていた。

　おそらく全員が、カナタが致命傷を負ったことに気づいていたのだろう。

　だが彼女たちが想おもう「最強の存在」なら、こういうときどう動くか。リバーの加勢に向かうというリコたちの決断が、厳しい苦く悩のうの上のものであったことは言うまでもない。

《崩力》を扱あつかい、変キ異メ種ラを従える幼女との、絶望的な戦闘が繰くり広げられる最中。

『しっかりしなさいよっ！　ねえ……っ！』

　ミソラは恐きよう怖ふしながら、チカラなく倒たおれたカナタを抱だきかかえていた。










《ベベル》外縁空域。高度三三〇〇。

　ふふっ、これであなたはもうお終しまいね。

　ミソラの腕うでの中でチカラ尽つきたカナタを見やり、エリスが内心でつぶやいた。

　むろん、カナタならば《崩力》を扱えば、傷の治療は容易たやすい。

　だが。それを踏まえて、先程の《キメラ・オルム》の攻撃には、ある細工が施されているのだ。

　その近くの空域では、リーゼリットが跨る《キメラ・オルム》が戦せん闘とうしている。

　圧あつ倒とう的てきなチカラを宿す《キメラ・オルム》を前に、リバーたちは手も足も出ない。

　それは当然の結果だ。なぜならリーゼリットの《崩力》を宿す変キ異メ種ラは、あらゆる面でチカラが底上げされているのだから。

『リーゼ。遊んでないで、早くリバーを仕留めなさい』

『えー、エリス様。もう少し遊んじゃダメ？』

　悪い癖くせが出ているわね、とエリスは思う。しかし──

『仕方ないわね。せっかくだから、徹てつ底てい的てきに遊んであげなさい』

　そう言って、エリスはリコたちを見やる。

　危険な気配を感じ取り、関かかわろうとしなければ生き延びたものを……

《キメラ・オルム》に跨がるリーゼリットと戦うリコたち。彼女たちの貌かおには、隠かくしきれぬ戸と惑まどいの色が見られた。

　色々なことが一度に起こって、対処できないのは当然だ。

　死に瀕ひんするカナタ。変キ異メ種ラを統すべる少女。《崩力》を宿す変キ異メ種ラ。

　謎なぞが謎を呼ぶオンパレードだ。

　この状況でなおも戦闘するリコたちの心構えを、エリスは高く評価した。一体あの子たちは何を思い浮うかべているのだろうと思う。

　さて、そろそろこの戦いも終しゆう焉えんのようね。

　いずれにせよ、この場でリーゼリットに勝てる者はいない。

　そんなとき。督とく戦せん中のエリスのもとへ、来訪者があった。エリスは一瞬戸惑った表情を浮かべたが、すぐに満面の笑みにかえ、その来訪者を迎むかえ入れた。







　戦闘空域。高度三〇〇〇。

『し、しっかりしなさいよっ!?　ねえったら、ねえ……っ!?』

　負傷したカナタを抱きかかえて、ミソラが叫さけぶ。リコからは応急手当と指示があったが、止血の手段などない。腹部の貫かん通つう傷からは血液がぼたぼたと流れ出る。

　このまま《ベベル》へ緊きん急きゆう搬送していいのか？　それでカナタの体力は保もつのか？

　ミソラが混乱したときのことだ。

『……問題ねーよ』

　いまにも消え入りそうな弱々しい声で、カナタが言う。

『お前たちとの約束を破ることになるけど。この程度、俺のチカラなら……』

《崩力》さえ発動すれば、治ち癒ゆ力を高められる。一時的に身体能力を高め、負担がかかる前に解除さえすれば……

『ぐ……っ!?』

　だが、次の瞬間。《崩力》を発動しようとしたカナタが貌を歪ゆがませる。

　体内が異常なまでに熱い。灼しやく熱ねつの鉄板に焼かれるかのようだ。

　激痛のせいで気づかなかったが。さきほど攻こう撃げきを浴びた刹那に、なにか別のチカラを注がれたようだ。いままで持っていた呪じゆ力りよくとは異なる、凶きよう暴ぼうなチカラが体に宿っている。

　傷を塞がなければ、墜おちるというのに……《崩力》を使ってはならないような気がした。

　な、なんだよっ！　この感覚は……っ!?

　まるでいままで取れていたチカラの均衡バランスが崩くずれたみたいだった。

　体の中で激しいチカラの鬩せめぎ合いが起こり、戦争でもしているみたいだ。意識が遠とお退のき、いまにも倒れそうになる。

『しっかりしなさい……っ！』

　傍そばで励はげましてくれるミソラの声が、ずっと遠くに聞こえる。




　　　　＊＊＊




　どうにかしたいのに。

　なんとかしなければならないのに。

　体は激痛を伝えるだけで、まるで言うことを聞かなかった。

　気づくと、カナタの意識は深い深い闇やみの底に沈しずんでいた。

　そんなとき、脳内で女性の声が聞こえる。




　──あっらー、どうするの？　このままじゃあなた、墜ちちゃうわよ




　どこかで聞いたことがあるような懐なつかしい声だった。

　誰だれだ、あんたは？

　カナタが尋たずねるが、それは問いに答えない。




　──それでどうするー？　もうすぐあなたの教え子たちが墜ちるけど




　えらく軽い調子で言われる。

　だが、教え子たちが墜ちるという言葉は、確実に彼の心に届いていた。

　深層意識の中で、カナタは必死に足あ搔がいた。身動きのままならぬ暗闇の中を、必死に泳ごうとする。

　しかし。彼の肉体は深い闇の底へと沈む一方だ。




　──念のために断っておくけど、あなたが《崩力》を使ったら、確実に暴走しちゃうわよ




　暴走？




　──いまあなたの体には、わたしのじゃない呪力が入ってる。せっかくあなたの体の中で呪力と魔ま力りよくが均衡バランスを保っていたのに。別の呪力が入ったせいで、均衡バランスが崩れたの。致ち命めい傷しようを負ったのも最悪。抵てい抗こう力の低下も著いちじるしいわ。どうしようかしらね？




　要は、カナタの体内で幾いくつかのチカラが干かん渉しようし合っているのだろう。

　魔力と二種類の呪力が悪い方向に干渉し合っているらしい。




　──このまま《崩力》を使うと、あなたの中で制せい御ぎよできないエネルギーが増えて間ま違ちがいなく暴走しちゃうけど、それでも使う？　いまわたしに体を委ゆだねてくれれば、傷を塞ふさいで逃にげることもできるけど




　ここは俺が《崩力》を使うよ。お前に任せるのはなし




　──あっれー。このまま《崩力》を使うと死ぬって伝えたはずなんだけど。伝わってなかったのかしら？




　伝わってたさ




　──じゃあ、なんでわざわざ死ぬ方の選せん択たく肢しを選ぶの？




　別に死ぬとは決まってないだろ。お前は暴走するって言ったんだよ。ならさ、俺が暴走してから死ぬまでの間に、ミソラたちになんとかしてもらえばいいじゃん




　──あははは。ずっとあなたの中にいたけど、あなたって本当に面おも白しろいわね。本気で、あの落ちこぼれ赤レツドを信じてるもんねー




　へっ、俺たちは空士だ。周りからどう思われようと、俺はミソラたちを信じてるよ




　その瞬しゆん間かん。カナタの体内で、異なる二種類のチカラが混ざり合った。




　　　　＊＊＊




　呼吸を整えて全すべてを空くうにする。

　万ばん物ぶつの流れを無意識に感じ、潜せん在ざい的な意識の中でふたつのチカラを意識する。

　ひとつは魔力。もうひとつは呪力。人間のチカラ。人外のチカラ。

　そのチカラのイメージをひとつに纏まとめ上げていく。

　纏め、練り上げ、捏こね繰くり回し、収しゆう斂れんさせる。

　カナタの体内の奥底で、黒いうねりのようなものが生じる。そしてそれら全てが混ぜ合わさり、次し第だいに一体化したチカラのようなものが生じる。

　生み出されたのは、万物の理ことわりを崩すチカラ。

《崩ほう力りよく》

　本来合わさることのない、相反する二つのチカラの合成物であり、万融錬金士アルケミストたちが、未いまだその存在を証明しきれてない、世界の理ことわりを破は壊かいする叛はん逆ぎやくのチカラ。







　しかし。これまでの《崩力》の発動と今回とではまるで雰ふん囲い気きが異なる。

　な、なにこれっ！　怖こわい……っ!?

　ミソラは本能的恐きよう怖ふを覚える。

　それは未知に対する恐怖ではない。もとより《崩力》は人類のチカラとは次元が異なるため、禍まが々まがしさを覚えることはあった。

　だが、いまのカナタから感じるチカラは違う。

　禍々しいなんてものではない。

　そこから感じるのは、破壊と暴力だけを司つかさどる狂きよう乱らんの化け身しんの如ごときチカラ。

　全てを抑よく圧あつし、威い圧あつし、圧あつ迫ぱくし、凄せい絶ぜつに奪うばい尽つくすチカラだ。

　ミソラの眼めには、カナタが漆しつ黒こくのオーラを纏い、それに吞のみこまれつつあるように映った。

『ぐ……っ!?　ぎぃ……っ!?』

　くぐもった唸うなり声ごえのような言葉を漏もらし、カナタは爆ばく発はつする勢いで空を駆かけた。






















　リバーたちの戦せん闘とう空域──

『ぐ……っ！』

　鏃やじりを連ねたような触しよく腕わんからの攻撃に圧あつ倒とうされ、リバーは苦しそうに後退する。万全の状態なら、もっと上う手まく戦えるはずだ。だが、《アスモデウス》戦の疲つかれがリバーの動きを妨さまたげる。

『さがれ、リバー。援えん護ごする』

　リコが援護射撃を放ち、前衛の三人組が援護フオローに入った。

『あ、あのぅ……リコさん。そのぅ……いろんなことが起きすぎて状じよう況きようがよく……』

『いまは考えるなレクティ。心を乱すと墜ちるぞ』

『ブレアさんは大だい丈じよう夫ぶですね？』

『ユーリ先せん輩ぱい、お気き遣づかいは無用ですっ！』

《キメラ・オルム》を見み据すえ、ブレアが叫さけぶ。

『主あるじを救う為ためには、これを倒たおさねばなりません……っ！』

『残念でしたー。気迫だけじゃ、この子は倒せませーん……っ！』

　リーゼの声に応じ、鏃を連ねたような触腕が、襲おそいかかってきた。

　リコたちは各個に応戦し、触腕の動きを探さぐる。

　十本の触腕は、変へん幻げん自じ在ざいの刃やいばのように動き、リコたちは《キメラ・オルム》へ近づくことすらままならない。

『くっ！　近づくことすらままならぬとは……っ!?』

『あのぅ……リコさん、援護射撃をもっと撃うてませんか……っ!?』

『すまない。もう魔力がほとんど尽きかけている。ユーリ、〈トリシューラ〉で突とつ破ぱ口こうを切り開けないのか？』

『ダメですっ!?　連戦の疲れで、わたしの魔力もそろそろ限界です……っ！』

　ブレア、レクティ、リコ、ユーリ。全員が連戦の疲れに苛さいなまれ、動きが鈍にぶくなる。《アスモデウス》戦での消しよう耗もうは、自分たちで思っているより遥はるかに激しい。

　対して。相手は無む尽じん蔵ぞうのエネルギーである《崩力》を宿している。

　そんなときだった。《崩力》で強化された三本の触腕が、リバーへ迫せまったのは。

　Ｅ６０１小隊と連れん携けい経験がほとんどない彼は、明らかに孤こ立りつしていたのだ。

　気づいたリコが、すぐさま警告を発する。

『狙ねらわれているぞ。避よけろリバー』

『くっ!?　避けろと言われてもね……っ!?』

　一本目を躱かわし、二本目の軌き道どうを、どうにか魔ま剣けんで逸そらす。だが、その重く激しい触腕の一いち撃げきの前に、リバーが持つ魔剣が軽々と弾はじき飛ばされた。

　魔剣士が魔剣を吹ふき飛ばされるのは、相当に疲ひ弊へいしている証しよう拠こだ。

　リバーとて魔力が尽きかけ、戦闘継けい続ぞくすらままならない状態だったのだ。

　そして続く三本目の触腕は防ぐことができず、リバーが墜つい落らくを覚かく悟ごしたときのことだ。

『………………っ!?』

　一いつ瞬しゆん。黒い影かげが奔はしったと思ったら、リバーを狙う鏃を連ねたような触腕が分断されていた。

　気配がする方向をみると、そこには……魔ま砲ほう剣けんのようなものを握にぎったカナタの姿があった。

『ぶ、無事だったかいカナタ君っ!?　キミもずいぶんと悪運が……』

　言いかけ、リバーの口が止まる。

　それもそのはずだ。暗くてよくわからなかったが、いまのカナタは魔砲剣を握っていない。カナタが握っているのは、引き千切られた《キメラ・オルム》の触腕だった。

　驚きよう愕がくしながら、リバーが言う。

『《崩力》で強化された変キ異メ種ラの触腕を素す手でで……っ!?』

　その異い形ぎようぶりに、一瞬だけぱあっと輝かがやいていたリコたちの表情がすぐに静まり返る。

　発する雰囲気の違いだけで、すでに理解したのだろう。

　眼前の存在が、異常をきたしていることに。

　眼前の存在が、壊こわれ切ってしまっていることに。

　眼前の存在が、自分たちを教え子として認識していないことに。

　驚きよう愕がくするリバーたちの前で、

『がぁぁぁ[image: あ濁点]ぁぁぁ[image: あ濁点]っぁぁ───っ!?』

　突とつ如じよとして低く唸るような雄お叫たけびをあげ、カナタは《キメラ・オルム》へ襲いかかった。

　迎むかえ撃つリーゼリットは、

『もう。黒い髪かみのお兄ちゃん、不意打ちなんて卑ひ怯きようだよーっ！』

　ぷんすかぷんすか言いながらも、カナタの危険な雰囲気をすぐに感じ取り、

『ふふっ、あのまま死んじゃうかと思ったけど。すっごくすっごく強くなったんだねっ！　遊んであげるよ。かかっておいで……っ！』

《キメラ・オルム》に跨またがって、大興奮といった様子で受けて立つ。

　そこから始まったのは、規き格かく外がいの怪かい物ぶつ同士の戦いだった。

　残り九本となった触腕からの攻こう撃げきを、カナタは爆ばく発はつ的てきな飛ひ翔しようで搔い潜くぐり、一気に《キメラ・オルム》の本体へと取りつき、殴おう打だする。

　だが、リーゼリットは動じなかった。

『ふふっ、甘いよ。取りついたところで、《キメラ・オルム》の硬こう皮ひはわたしの《崩力》で……』

　聞く耳を持たず、カナタは漆黒のオーラを纏う拳こぶしで殴なぐりつけた。

　ただ殴打しているだけだというのに、球体を覆おおう鎧よろいのような硬皮に亀き裂れつが入り、次に割れて弾け飛び、《キメラ・オルム》から悲鳴のような唸り声が漏れた。

『うそっ!?　《崩力》で強化した硬皮を素手で破ったの……っ!?』

　跨るリーゼリットが驚愕した。

　すぐに《キメラ・オルム》は、鏃を連ねたような触腕でカナタを弾き飛ばそうとする。

　無む警けい戒かいのカナタに、直撃。彼は横っ腹を強打され、弾き飛ばされる。それを目撃し、リーゼリットは、鼻を鳴らす。

『ふふっ、残念でしたー。これでもうお終しまいだよっ！』

　なぜなら先さき程ほどの《キメラ・オルム》の一撃は、肋ろつ骨こつが数本折れ、内ない臓ぞう破は裂れつしてもおかしくない威力だからだ。

　しかしあろうことか。黒いオーラを纏ったカナタは痛がる素そ振ぶりをみせず、《キメラ・オルム》を睨にらみつけてきた。

『ふーんっ!?　やるじゃないの黒い髪のお兄ちゃん……っ!?』

　人間のものとは思えない雄叫びをあげ、カナタは《キメラ・オルム》へ突つっ込んでくる。

『でも、これならどう……っ！』

　リーゼの言葉に応じ、鏃を連ねたかのような触腕が、カナタを迎え撃った。

　しかし、それはいまのカナタの前では無力に等しかった。彼は触腕を摑つかみ膝ひざでへし折り、口で食い破り、両りよう腕うでで捩ねじりとり──まるで飴あめ細ざい工くで出来ていたかのように、触腕を叩たたき潰つぶしていく。

　野や獣じゆうとも鬼き神しんとも取れるその戦い方は、大昔の神話に出てくる狂乱の化け身しん──狂戦士バーサーカーと呼ぶに相応ふさわしい。

　我われを忘れて怒いかり狂くるうカナタは、《キメラ・オルム》の触腕を粉ふん砕さいし続ける。防ぼう御ぎよという概がい念ねんを忘れたかのように攻せめ立てた為、何度か触腕の直撃を受けたはずだ。だが、彼は微み塵じんも痛がる素振りをみせない。

　瞬またたく間に八本の触腕が粉砕され、《キメラ・オルム》に残された触腕は残り一本となった。

『むっかーっ！　やられっぱなしじゃないの……っ!?』

　そう言うリーゼリットの表情に、恐怖の色はなかった。いまの状態のカナタを前に、これだけ平常心を保てるのは、彼女も別格の使い手であることの証左であろう。

『もっと頭を使って反撃するの……っ！』

　リーゼリットに[image: しかる]しつ咤たされ、《キメラ・オルム》は奥の手を使う。

　起死回生を求め、《キメラ・オルム》が大小無数の牙きばが生えた口を開く。球状の外がい殻かくに取りつき、漆黒のオーラを纏まとった拳で殴りつけるカナタに対し、残った一本の触腕を叩きつける。そして器用にカナタを吞みこんでみせた。

『………………っ!?』

　息を吞むリバーたち。

　あんな怪物に吞みこまれて、無事なわけがない。

『うんうん、いい子いい子。なによ、やればできるじゃないのっ！』

　リーゼリットは優やさしく《キメラ・オルム》の外殻を撫なでる。

　だが、次の瞬間。《キメラ・オルム》の体内で、異常に高まるチカラを感じたリーゼリットは、慌あわてて飛行魔術を発動。《キメラ・オルム》の外殻から退たい避ひする。

　その直後。《キメラ・オルム》が内部から爆ばく竹ちくのように弾け始めた。そして、一ひと際きわ大きな爆発とともに、カナタが姿を現した。

　硬皮の内側から《キメラ・オルム》を食い破ったカナタは、急きゆう上じよう昇しよう。右手を突き出すように構える。すると、漆黒のオーラが瞬またたく間に槍やりの形を形成した。カナタはそれを手に取ると、半はん壊かいした《キメラ・オルム》へ投げつけた。

『ま、まずいっ！　離はなれて……っ!?』

　リバーが警告を発した。

　その直後、漆黒の槍は標的を貫つらぬきながら、夜空を激しく照らしだすほどの大爆発を引き起こした。

《キメラ・オルム》の巨きよ体たいは瞬く間に爆散し、カナタは勝利の雄叫びをあげる。

『ぐ[image: う濁点][image: う濁点][image: う濁点][image: う濁点][image: う濁点][image: う濁点][image: う濁点]ぉぉぉぉぉぉ─────っ！』

　そんな光景を見やり、リーゼリットが驚愕する。

『う、うそっ!?　わたしのチカラで強化した《キメラ・オルム》にこうまで打ち勝つなんて……っ!?』

　カナタの状態がなんであるかを、リーゼリットはよく知っている。だが、それはここまでの強さを発する現象ではないはず……

　しかし、驚愕するのも束つかの間。

　次の瞬間。リーゼリットの脳のう裏りに浮うかんだのは、自分の大事なペットを破壊された悔くやしさだった。

　唇くちびるをきぃーと嚙かみしめ、リーゼリットが言う。

『ただチカラが強いだけで、わたしに勝てると思ったら大おお間ま違ちがいだもん。《アスモデウス》と《キメラ・オルム》の仇かたきを取らせてもらうよっ！』

　リーゼリットの手に、黄たそ昏がれ色の旋せん風ぷうが宿る。

　白い妖よう精せいのような幼女が、その本ほん性しようをのぞかせようとする刹せつ那な。エリスからの通信が耳に届いた。

『なーにエリス様、いまいいところなんだけど？　……うん。……えー、でもー……。……それはそうだけど。だってわたしのペットが……。…………えっ!?　う、うそっ!?　わ、わかった……っ!?　うん、エリス様の言う通りにするっ！』

　そう言って、リーゼリットはぷくっと頰ほおをふくらますと、

『仕方ないなー。偉えらい人に発ば覚れたから、この勝負はお預けにしてあげる』

　そう言って、カナタへ向かって手を振ふりかざした。

　その直後。黄昏色の旋風が吹き荒あれ、縛しばり縄なわとなってカナタを拘こう束そくする。

『わたしのペットが壊されたからって、ぜんぜん悔しくなんてないんだからね……っ!?』

　振り向きざまにそう言い放ち、リーゼリットはその場をあとにする。

　異常な腕わん力りよくにものをいわせ、カナタはすぐに拘束を振りほどいた。しかし、その一瞬の時間で、リーゼリットは距きよ離りを稼かせぎ、遠くの空へと離れていた。

　逃とう走そうの最中、リーゼリットはふと去り際のことを思い出す。

　漆しつ黒こくのオーラを宿す少年を見つめる仲間たちの貌かおが、まるでお通つ夜やのように暗く静まり返っていたことを。







　狂戦士と化したカナタを目もく撃げきし、ミソラたちは絶句していた。

　圧あつ倒とう的てき戦せん闘とう力に、恐きよう怖ふを覚えたのもある。

　だが、それ以上に恐怖を覚えたことがあるのだ。

　それは、いままで自分たちの隣となりにいた教官がいなくなることへの恐怖だ。

　敵との戦闘は終息を迎えたが、ミソラたちの危機はまだ終わらない。彼女たちの視線の先には、いまだに漆黒のオーラを纏うカナタの姿があった。

『ぐ[image: う濁点][image: う濁点][image: う濁点][image: う濁点][image: う濁点][image: う濁点]おおおぉぉぉぉぉぉ────っ！』

　血走った肉食獣のような眼めで、獲え物ものを探すかのようにこちらを睨み据すえてくる。

『狂きよう乱らん状態だ。周りの全すべてが敵に見えてる……っ！』

『ど、どうすれば……っ!?』

　リバーが警告を発し、ユーリが尋たずねた。

『このままでは精神汚お染せんされて、人外の存在になるだけだ。ならばいっそここで……』

　覚かく悟ごを決めたリバーが、青い魔ま剣けんを構える。

　さきほどのカナタの戦闘は目撃していた。所有するエネルギーの量は桁けた違ちがいだが、戦闘方法はチカラ押ししかしない粗そ雑ざつなものだ。

　そこに付け入る隙すきがある。

『や、やめてっ!?　あいつを斬きらないで……っ!?』

『よ、よせ。じゃ、邪じや魔まをするなっ!?』

　はっと我に返ったミソラが、リバーを取り押さえようとする。

『ダメです。カナタ先せん輩ぱいを殺させるわけにはいきません』

『だが、このまま彼を野放しにすることはできない。なら、僕がここで……』

『主あるじを手にかけるというなら、そなたを斬るぞ』

　ユーリとブレアが加勢し、リバーを完全に押さえつけた。

『あ、あのぅ……みなさん。お、落ち着いてください』

『諦あきらめるな。あの状態を解除する方法があるはずだ』

　かといって、レクティもリコもこれといった打開案を導き出せない。

　一方で。カナタは体を押さえ、苦しみだした。

『ぐぉおぉぉぉぉおおぉお……っ!?』

　激痛でも感じているかのように飛び狂い、のたうち回る。

　ミソラが注視すると、漆黒のオーラが彼の体を焦こがし始めていた。

『なにが起こってるのよ……っ!?』

『膨ぼう大だいなチカラを制せい御ぎよしきれていないんだ。有り余るチカラが、彼の身を滅ほろぼそうとしてる』

　ユーリとブレアに拘束されながら、リバーが言った。

　ミソラが必死に呼びかける。

『ね、ねえ。あたしよっ!?　わかんないの……っ!?』

『無理だ。あの状態になったらもう戻もどれない』

『そんなわけない。あいつならきっと戻ってこれる……っ！』

『現実を見てくれ。カナタ君はもう……』

『あんたこそ現実を見なさい。Ｅ６０１小隊に諦めるなんて選せん択たく肢しはないのよ……っ！』

　ミソラは一歩も退ひこうとしない。

　戻ってこれる。あいつならきっと戻ってこれる。心の中で、必死に念じる。

　呆あきれたようにリバーがなにかつぶやくが、お構いなしだ。

『あんたはこの程度で、戻ってこれなくなるようなヘタれじゃないでしょうが……っ！』

　気がついたときには、ミソラはカナタのもとへ駆かけ出していた。たった一人で、狂乱し、悶もだえるカナタと対たい峙じする。

　カナタは漆黒のオーラに埋うもれそうになりながら、必死に喘あえいでいた。

　本当はすごく怖こわかった。

　さきほどから体の震ふるえが止まらない。

　いまのカナタがその気になれば、ミソラの命なんて一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ぶ。

　しかし、ミソラは逃にげない。

　彼女は直感的にわかっているのだ。

　ここで逃げ出せば、命以上に大事なものをなくすことを。

『ぐ[image: ぅ濁点][image: お濁点][image: お濁点][image: ぅ濁点][image: ぅ濁点][image: ぅ濁点][image: ぅ濁点][image: ぅ濁点][image: る濁点]……っ!?』

『しっかりしなさい……っ！』

　バシンっ。

　ミソラの掌てのひらが、容よう赦しやなくカナタの顔面を捉とらえた。

　そして、その小さき一いち撃げきが可能性を切り開く。

『[image: ミ濁点]、[image: ミ濁点]ゾ[image: ラ濁点]……』

　カナタが言葉らしきものを、初めて発したのだ。

　目の焦しよう点てんが定まり、動きが止まる。

　しかし。漆黒のオーラは、衣ころものように纏わりついたままだ。

　もう戦闘をする必要はないというのに、彼を覆おおい尽つくそうとする。

　リバーはこれを『膨大なチカラを制御しきれていない』と言っていた。

　この流れ出るチカラが暴走の原因であるならば……

『これを握にぎりなさいっ！　それで引き金をずっと絞しぼり続けるのよ……っ！』

　落ち着きを取り戻したカナタに、ミソラは魔ま砲ほう剣けんを握らせる。カナタの手の上に重ねるようにして、自分の手を添そえ、魔砲剣の引き金を絞らせた。

　恐おそろしい破壊力を持つ漆黒の砲撃が、虚こ空くうを斬り裂さき続ける。

『離さないでっ!?　お願いだから、ずっとこれを握って……っ!?』

　漆黒のオーラが、ミソラを侵しん食しよくしようとする。

　オーラそのものに意思はないだろうが、膨大なエネルギーの塊かたまりだ。カナタの手と触ふれるミソラの手に激痛が奔はしり、彼女は下した唇くちびるを嚙む。

　だが、手だけは離さない。

　耐たえろ。ここでこいつのチカラを全て放出できれば、チカラの暴走は治まる。

　どの程度のエネルギーかわからないけど……ここで諦めたら、クロエさんに顔向けできないじゃないのよ。

『しっかりしろって言ってるのよっ！　あんたの「最強の存在」をイメージしなさい……っ！』

　叫さけびながら、ミソラは必死に引き金を絞らせ続ける。




　……俺にとっての「最強の存在」。

　暗い闇やみの底に沈しずむカナタに、ミソラの声は届いていた。

　身体的強さなど関係ない。

　こいつなら、こいつらならもっと頑がん張ばれると思わせてくれる存在。

　どんなときも諦めなくて、

　どんなときも強くあり続けて、

　あの教え子たちは俺より強いときがある。

　だからこそ、あの教え子たちは俺にとっての自じ慢まんだ。

　あいつらなら、いつか世界を救う空士になれる。

　その教え子たちの姿を、カナタは心に思い浮かべる。

　いままでカナタが施ほどこした厳しい特訓に、全すべて耐え抜ぬいてきたミソラたち。だというのに彼女たちの教官が、この程度の障害に負けていいはずがない。

　カナタは魂たましいを鎮しずめ、心を静め、ありとあらゆる乱れを押さえつける。すると暗い闇の底に、闇を搔かき消す光が差し込み──




　一瞬突とつ風ぷうが吹き荒れたかと思うと、漆黒のオーラが飛沫しぶきと化していた。

『ミ、ミソラ……』

　カナタの意識が戻ってきた。

『ま、まだ意識があるというのか……っ!?』

　予想外の事態に、リバーが驚きよう愕がくする。

　憔しよう悴すいしきったカナタが、チカラなく言う。

『わりーなミソラ。もし俺になんかあったら、ミーナを頼たよってくれ。あいつには、お前らを引き受けてくれるようにお願いしてある』

『こ、こんなときにいったいなんの冗じよう談だんよ……っ!?』

　これじゃまるで……遺ゆい言ごんみたいじゃないの。

　ミソラがそう思った直後、カナタは不敵な笑えみを零こぼす。

『へっ、本当にわりーな。いまは一時的にチカラの暴走が治まっただけなんだ。まさかお前に、俺を殺させるわけにはいかねーからな』

　そう言って、カナタがダガーを展開した。

『お願いっ！　やめて……っ！』

　意図を察したミソラが慌あわてて、彼の手を押さえようとする。

　しかし、それより先に──

『ならその介かい錯しやくは、僕が引き受ける』

　覚悟を決めたリバーが容赦なく青い魔剣を振るう。カナタの胴どう体たいに、痛つう烈れつな一撃が放たれた……！




　　　　＊＊＊




《ベベル》外がい縁えん空域。高度三三〇〇。

　まさか素す手でで変キ異メ種ラを引き千切るとは……

　夜闇に紛まぎれて、エリスはその空域を眺ながめる。

　本当にすごい狂乱だったわ。

　カナタの潜在能力ポテンシヤルは、エリスすら驚愕させた。

　もしかしたら、全力の自分と互ご角かくに渡わたり合えるかもしれないとすら思う。

　不意に耳元の通信結けつ晶しようが鳴った。

『エリス様。わたしはこのまま撤てつ退たいでいいの？』

『かまわないわ。こちらの都合で撤退させて悪かったわね、リーゼ』

『ホントそうだよ。あとで新しい変キ異メ種ラ、支給してもらうからね』

　その返事を聞き流し、エリスは隣となりにいる人物に貌かおを向ける。

　その人物はカナタの狂乱の少し前に、この空域へ赴おもむいてきていた。

「お兄様。わざわざこのような場にいらして頂くなんて、心苦しい限りです」

「どうということはないよ。空戦武踏祭エリアルソードの参加者たちへの挨あい拶さつも終わったし、時間があったからね」

　そう言ってゼスは、ミソラたちがいる空域を見やる。

「先さき程ほどの狂きよう乱らんはすごいチカラだったね。まさかあれだけのチカラを持つ空士だとは」

　凄せい絶ぜつな戦せん闘とうを思い出しながら、彼はつぶやく。

「それとリーゼリットには困ったものだ。まさか言いつけを守れず、カナタ君を殺害しようとするとは」

「ええ、お兄様。その件に関しては、わたしからリーゼをきつく[image: しかる]しかっておきますわ。ですから、あまりリーゼを責めないでやってください」

「そうか。では、リーゼリットの件はキミに任せよう。……それにしてもエリス、キミは優やさしいね」

「そんなっ!?　もったいないお言葉ですわお兄様……っ!!」

　しおらしく振ふる舞まうエリス。心なしか頰ほおを赤らめ、彼女は俯うつむいていた。

　ついさきほどまで戦闘が行われていた空域を見やり、ゼスが言う。

「それにしても、彼のチカラは惜おしいね。あのチカラが我われ々われの陣じん営えいにあれば、もう少し簡単に事が運べたものを。昨日はもっと丁てい寧ねいに説得するべきだったかな」

「あら、お兄様でも後こう悔かいすることがあるのですか？」

「エリス。キミはわたしのことを勘かん違ちがいしているよ。わたしは神でもなければ、救世主でもない。ただ自分にできることを最大限にしているだけさ。……それで。キミはこの状じよう況きようの収拾をどうつけるつもりなんだい？」

「この場でリバーを処分することは容易たやすいでしょう。ですが、おそらくリバーはこのあと教皇陛下アークビシヨツプのもとへ向かうはずです。疲ひ弊へいしたリバーならば、尾び行こう対策は疎おろそかになるでしょう。上う手まく跡あとを辿たどれば、これまで不ふ明めい瞭りようだった教皇陛下アークビシヨツプ派の拠きよ点てんが明らかになるはずです。ここは泳がせてやりましょう」

「なるほど。それはいい案だね」

　納なつ得とくしたように、ゼスが頷うなずく。

「では、ここはキミの案を採用させてもらうとしようか。教皇陛下アークビシヨツプ派の拠点探しを、キミに一任するよ」




　　　　＊＊＊




《ベベル》。地下施し設せつ。

　非常灯の明かりだけを頼りに、いまは使われていない地下通路を進んでいく。すると白色灯の灯あかりが漏もれる部屋へと辿りついた。

　合流地点だ。クリスが部屋の中へ入る。すると、

「リバーさんに、ミソラさんたちも……っ!?」

　中にいる面々を確認し、クリスが驚愕した。

　少なくともカナタ以外は、巻き込むつもりではなかった。

　泣きだしたいのをぐっと堪こらえる表情で、ミソラがこちらを見てくる。

「クリスさん……」

　ミソラの傍そばには、床とこに臥ふしたまま動かないカナタの姿があった。ぼろぼろになった制服は脱ぬがされ、丁寧に包帯を巻かれていた。

「負傷なさったのですか……っ!?」

「そうだね。それと、胴体の傷は僕によるものだ」

「リバーさん。こちらの方は、わたくしがご報告させて頂いた……」

「知っているよ、人類に残された可能性のひとつなんだよね。もちろん死んではいない。魔剣の柄つかを胴体にめりこませて、一時的に気を失ってもらっているだけだよ」

　ならばこの傷は？　気を失っているというが、一体なにがあったのか？

　事情を知らないクリスが凝ぎよう視ししてきたので、リバーが経けい緯いについて説明する。

　変キ異メ種ラに寄生されかけ、呪じゆ力りよくが暴走し、狂乱状態に陥おちいっていること。いまは意識を失っているが、目覚めれば再び狂乱し、チカラが暴走する可能性があること。

　そして説明の最後に、リバーはこう付け足した。

「クリスティーナさんならなんとかできるんじゃないかな？」

「たしかに……可能性はあります。ですが、それには大きな危険リスクが……」

　早すぎる、とクリスは思う。

〝あれ〟の顕けん現げんは、もっと段階を踏ふむべきものだ。

「どの道、このままでは滅ほろびを待つほかない。クリスティーナさんはカナタ君を巻き込むつもりはなかったようだけど、ここは《ベベル》だ。この地にいる時点で、戦場にいるのと同義だよ」

　躊躇ためらうクリスに、リバーは迫せまる。

「決断をしてほしい。そうでなければ、カナタ君の首を、いまここで刎はねるしかない」

「……わかりました」

　そう言って、クリスはカナタの体に手をかざし始めた。

　クリスの手から放たれる漆しつ黒こくの燐りん光こうが、カナタの体を包み始める。

「あ、あのっ!?　ク、クリスさん……っ!?」

「落ち着いてくださいミソラさん。彼の体内にある呪力を活性化させます。そうすれば、他ほかから注ぎ込まれた呪力は、駆く逐ちくされるはずです」

「クリスさんっ!?　いったいなにを言って……っ!?」

「そのぅ……な、なんでクリスさんが呪力のことを……っ!?」

「うぬ。主は私たちとクロエ先せん輩ぱい以外には秘密にしていたはずです」

　ユーリ、レクティ、ブレアが尋たずねるが、クリスは答えない。どうやら施せ術じゆつに集中しているらしい。

　しばらくして、クリスがカナタたちへ向き直る。

「今日から三日間が勝負です。カナタさんはわたくしたちが然しかるべき管理を施しますから、今日はお帰りになられたほうがよろしいでしょう」

「いやです。あたしもこいつの傍にいますっ！」

「そ、そうですっ！　そのぅ……わ、わたしたちもカナタさんの傍にっ！」

「うぬ。私が負傷した主あるじの傍を離はなれるわけにはいかぬっ！」

「いいや。キミたちをこれ以上、こちら側の事情に関かかわらせるわけにはいかないよ」

　ミソラたちの言げんを遮さえぎり、リバーが断った。

　その点に関しては、クリスも同意のようだ。

「ミソラさん。厳しいことを言うようですが。貴方あなたはＥ６０１小隊の隊長でしょう。教官に付き添そうより、戦闘を終えた仲間たちの身を案じるべきではないでしょうか？」

「そ、それは……」

「仲間の皆みなさんも同じです。貴方方が《ベベル》に来たのは、ひょっとしたらカナタさんのチカラについて知るためだったかもしれません。ですが……」

　ミソラたちがカナタのよき理解者であるのと同様に、クリスもカナタのよき理解者であった。

「いま為なすべきことを放ほう棄きして、ミソラさんたちが自分の身を心配することを、カナタさんが喜ぶでしょうか？　わたくしの知るカナタさんは、教え子の成長を第一に考える方です。明日あしたからは、空戦武踏祭エリアルソードの本戦が始まるのでしょう。彼は空戦武踏祭エリアルソードなどどうでもいいから、自分の身を案じてほしいなどという人物でしょうか？」

「で、でもっ!?　こんなときに……っ!?」

「いい加減にしなさい、ミソラ・ホイットテール」

　普ふ段だん通り柔やわらかな言葉だ。決して脅おどすようなものではない。だが、戦闘職でない彼女が放つ異様な迫はく力りよくに、ミソラは吞のみこまれた。

　背負う覚かく悟ごというものが、滲にじみ出るような言葉だったからかもしれない。

「カナタさんは命をかけて貴方を護まもり抜ぬこうとしたのでしょう。ここで彼の行こう為いを台無しにして、カナタさんの『空士の誇ほこり』を汚けがすつもりですか」

「……………………」

「カナタさんが負傷した当時の状況を、わたくしは詳くわしく存じません。現場に居合わせた貴方だからこそ、想おもうことがあるのも事実でしょう。ですが、カナタさんは負傷した自分の為ために他人が泣くのを、喜ぶような人でしたか。答えなさい、ミソラさん」

「その……そんな人じゃないです」

「貴方方が空戦武踏祭エリアルソードに出場して結果を出すことは、カナタさんを救うことと無関係ではありません。まだ詳くわしくはお話しすることはできませんが、貴方方の頑がん張ばりがカナタさんを救うことに直結しているのです」

「キミたちがいると、僕たちが拠点に戻もどることができない。お引き取り願おうか」

　リバーの言を聞き、ユーリが促うながす。

「ミソラさん、ここはクリスさんの言うことが正しいです。心配でしょうが、カナタ先輩は……わたしたちの『最強の存在』はこの程度の苦労、軽々と乗り越こえる人です。レクティさんも、ブレアさんもいいですね？」

　努つとめて明るく励はげまされ、ミソラ、レクティ、ブレアの三人は無言で頷く。

　そこで話が決着し、ミソラたちが去ろうとしたとき。いままでずっと沈ちん黙もくを貫つらぬき通していたリコが口を開いた。

「最後にひとつ質問がある」

「なんでしょうか？」

「キミたちはいったいなにと戦っている？」

「──人類の敵です」

　断固たる意思を持って、クリスははっきりと答えた。







　　　エピローグ







　前夜祭の翌日。

　教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。アリエスの離り宮きゆう。客室。

　蛍けい光こう灯とうの灯あかりが照らし出す、真っ白なベッドの上にカナタの姿はあった。

「ん……っ？」

　眼めを擦こすり、昨夜の戦せん闘とうの記き憶おくを辿る。

　そうか、俺は……

　変キ異メ種ラに貫つらぬかれた腹部に手をやると、傷が綺き麗れいに塞ふさがっていた。縫ほう合ごう痕あとも全くない。この際、何が起こっても不思議ではないか……と、カナタが状況を受け入れようとしたときだ。なぜか体がやたらと軽いことに違い和わ感かんを覚えた。

「ようやく眼が覚めたようだね」

　声がすると、リバーがこちらを覗のぞき込んでいる。その傍かたわらには、クリスの姿があった。

「ここは……？」

「アリエスの離宮。教皇陛下アークビシヨツプがいらっしゃる場所です」

「クリスはどうしてここにいんの？」

「それがわたくしの宿命さだめだったということでしょう。お体を起こせますか？」

　ああ、と答えながらベッドから身を起こそうとしたカナタが、思わずつぶやいた。

「あれ？　なんだろこれ？」

　彼は自らの両手を見る。人間の手をしていた。彼は自らの両足を見る。人間の足をしていた。ならば、このやたらと体が軽いという違和感の正体はなんだ？

　やがて彼は意外そうに眉まゆをつり上げる。

「どうかしたのかい？」

「ああ。魔ま力りよくが戻ってる。しかも呪力がなくなってる」

「ええ。一時的に貴方に宿っていた呪力を解放しました。魔力が回復したのはそのせいでしょう」

「解放……？」

「詳しい話はのちほどさせて頂きましょう。まずは教皇陛下アークビシヨツプに謁えつ見けんを──」

　クリスがなにか言いかけると、客室のドアが勢いよく開き、夕焼け空のような色の髪かみをした、女性が入ってきた。

　ボルドーのジャケットを羽織っているがボタンはしておらず、中にワイシャツを着こんでいるが、第五ボタンしか留めていない。必然、衣類ははだけ、中に着こんでいるピンク色のブラジャーが覗いていた。下はミニスカートを穿はき、露ろ出しゆつが激しい。

　一見軽けい薄はくそうな女性だ。だが彼女の緑色の瞳ひとみだけは、妖よう艶えんで、底知れぬ、奥深い輝かがやきを帯びていた。

　その少女は片手を挙げ、カナタに馴なれ馴れしく挨あい拶さつをしてくる。

「久しぶり……っ！」

　その声は覚えがある気がした。

「……………………」

　しかし、その挨拶を無視し。カナタは嫌いやそうな貌かおでクリスに尋ねる。

「なあクリス。誰だれだこの露ろ出しゆつ狂きよう？」

「そ、その……カナタさん。思ったことを素す直なおに口にするのは……」

「いいや、この場合はカナタ君が正しい。これ相手に、ちゃん付けは不要だ」

「ひっどーい、リバーちゃん。お姉ちゃん、悲しくなっちゃうぞ～」

「あなたは僕の姉じゃありません。エミリーさん、状じよう況きようを弁わきまえてください」

「状況を弁えてるからこそ、こうやって明るく振ふる舞まってるんだけどな。だって、わたしが真ま面じ目めな貌をしてたら、お通つ夜やムードに拍はく車しやがかかっちゃうよ」

「お通夜ムード……？」

「エミリーさん。カナタさんはあなたと初対面のはずですから、まず自己紹しよう介かいなさるのはどうでしょうか？」

「そっかそっかー。あなたはわたしのことを知らないもんね」

　うんうんと頷うなずいたあと、その女性は自己紹介する。

「わたしの名前は、エミリー・ウィットベルン。あなたの中の、呪じゆ力りよくをやっています。気軽にエミリーちゃんって呼んでほしかったりして」

　笑えない冗じよう談だんだ。そりゃどうもとでも返事をするべきだろうか。

　だが、エミリーの声。それは間ま違ちがいなく、あの囁ささやきと同じ声こわ色いろだった。

　困ったカナタはクリスを見やるが、

「……そのへんの事情は、まだ置いておきましょう。では、今度こそついてきてください。まずは教皇陛下アークビシヨツプに謁見を……」

「その必要はありませんよ」

　再びドアが開くと、今度はつぶらな瞳をした金きん髪ぱつの幼女の姿があった。

　周りの全員が呆あつ気けに取られる中、その幼女は堂々と入室し──

「きゃっっっ!?」

　何もないところで、ずでんっ!?　と派手に転んだ。

　額ひたいを床に打ちつけ、瞳ひとみに涙なみだを浮かべて、その幼女が言う。

「い、痛くなんてありませんよ……」

「誰だよ、この子ガ供キ？」

　呆あきれながら、カナタが言う。

　すると金髪の幼女は病びよう床しようのカナタに対し、何事もなかったかのように堂々と名乗りを上げた。

「名乗るのが遅おくれました。わたしの名前は、アンネローゼ・サザーランド・ベベル。教皇浮遊都市《ベベル》の教皇陛下アークビシヨツプです」
















　　　あとがき







　お世話になっております。諸もろ星ぼしです。

　お忙いそがしい中なか拙せつ著ちよを手に取って頂き、ありがとうございます。

　お陰かげさまで「空戦」シリーズ、第二部に突とつ入にゆうです！

　というか、前回のあとがきで第一部完と宣せん言げんし忘れてましたね……申し訳ございません。




　今巻は第二部の導入ということもあり、物語の根こん幹かんに関かかわる新キャラが多く出てきました。ここまで新キャラを出したのは、１巻目以来初めてのことです。慣れないことをしたので、ちょっぴり不安ですが、読者の皆みな様さまに楽しく読んで頂けるように頑がん張ばりました……！




　それとじつは……もう一つお詫わびしなければならないことがございます。




　「空戦」のアニメ放映時期が、２０１５年４月から７月に変へん更こうとなりました……！

　愉たのしみしていた読者の皆様、申し訳ございませんっ！




　より良い「空戦」アニメを皆様にお届けできると思いますので、７月を楽しみにしていただけると嬉うれしいです。




　最後に謝辞を。

　担当編集さまへ。今回も大変ご迷めい惑わくをおかけして、申し訳ございません。今後とも何なに卒とぞ、よろしくお願いいたします。

　甘あま味みみきひろさまへ。過日のサイン会では、大変お世話になりました。いつも綺き麗れいなイラストを、ありがとうございます。

　獅し童どうありすさまへ。「空戦」のイラスト本とお菓か子し、ありがとうございました。設定画とか、すごく楽しかったです。

　関係者の皆様へ。流通や販はん売ばい、印刷など、いつもお世話になっております。ありがとうございます。

　読者の皆様へ。皆様のお陰で、ここまで来ることができました。ありがとうございます。これからも応おう援えんをよろしくお願いいたします。
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